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　彼がその妖よう精せいと出会ったのは、忘れもしない五年前の春。

　敵対するユナイア王国の城で開かれた、豪華な夜会でのことだった。

　姿もだが、何よりふるまいに、一瞬で惹ひきつけられた。以来ずっと、頭の片隅に、そのときの彼女の残像がある。

　月光で薔ば薇らをくるんだような淡あわい銀ぎん朱しゆの髪。

　茜あかねから紺こんへ変わる、夕暮れを閉じ込めた瞳。

　なめらかな白い肌はだに、幼いながら、人形じみて整った顔立ち。

　気味が悪いほど美しい形なりを、花びらみたいな更さら紗さのドレスで飾り、優雅な姫君そのものの装よそおいをして、彼女は。




「肉だ……っ！」

　──鬼き女じよの形ぎよう相そうで、饗きよう膳ぜんの骨付き肉をスカートに詰め込んでいた、のだ。
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「まあぁイヤだ！　フェルディアちゃん!?　足でドア閉めるのやめなさいって、何度も言ってるじゃないっ！」

「あ、すみません」

　晩秋の明け方は、きんと空気が澄すんでいる。

　継つぎの当たった袖そでをまくり、フェルは朝一番の野の太ぶとい悲鳴を聞き流した。

「院長先生、おはようございます」

　細い両腕でそれぞれ水入りの桶おけを運びがてら、挨あい拶さつついでに気合を入れる。

「うあー、どっこいせ」

「その掛け声もおやめなさいと……ああもう。アタシがあなたくらいの時分にはね、仕し草ぐさやおしゃれにはもっと気を遣つかったわ。手ぐしで梳すいただけの髪を麻あさ縄なわでひっつめたりしなかったし、靴くつ下したの親指に穴が開あいてたら穿はくときに気がついたものよ」

　──なんで知ってるんだろうこの人。

　ひそかに疑問を覚えつつ、フェルは靴の中にある違い和わ感かんを確認する。

「院長先生。これは開いてたんじゃありません、穿いたときは無事だったんです。そして、そのうちちゃんと縫ぬいます」

「あらん、本当に開いてるとは思わなかったわぁ……。続く言い訳も、あなたの〝そのうち〟が先さき延のばしになるのもよく知ってるわよん」

「……新しいのを買うのは勿もつ体たいないんですよ。布そのものが薄くなってるんで縫うのも糸をたくさん使うしまたすぐ穴開くし、どうせ見えないんだからいいかなと」

　ついでに、万が一靴を脱ぐような不ふ測そくの事じ態たいにも、故こ意いに爪つま先さきを丸めていれば誤ご魔ま化かせる。豆知識である。

　きりっと反はん駁ばくするフェルに、先生は遠い目をした。

「ああ言えばこう言う。それは、花も恥じらう十七の乙おと女めとしてどうなのかしらん……」

　天を仰あおいで片手で顔を覆おおうガウェイン先生に、フェルは「少なくとも先生の外見と口調の落差よりは間違ってませんよ」と言いかけ、やめる。

　短く切った紅あかい髪に、丈たけの長い黒の上衣、位い階かいを示す赤の肩掛け。お決まりの祭さい服ふくをまとった、年齢不詳の美び丈じよう夫ふ。それが、この救きゆう貧ひん孤こ児じ院いんの院長、ガウェイン先生だ。

　おまけに見上げるほどの長身は引き締まり、額から頰ほおにかけて大きな傷まで走っている。

　そう、男──である。間違いなく。

「すごくいい人のはずなのに常識が行ゆく方え不ふ明めい」「しゃべり方と外見が異次元」「元・傭よう兵へいの鬼おに隊長って本当？」とご近所で噂うわさのガウェイン院長は、れっきとした聖職者だ。

　唇くちびるの両端を「んー……」と吊り上げ、彼はおもむろに問うてくる。

「うふふ。フェルディアちゃん。別に、達たつ者しやすぎる口や身だしなみや仕草の問題だけじゃないのん。……ちょっと言ってごらんなさい？　あなた、好きなものは？」

「お金です」

「趣味は？」

「終了間際の市で投げ売りされてる野菜をさらに数割値切って買いあさること」

「そう…………。今日という今日は言わせてもらうわ」

　院長先生の眉み間けんの皺しわが深まった。

「あなた──間違ってるわ！」

「え、何がでしょう」

　フェルは雑ぞう巾きんを絞しぼりながら答える。水の冷たさは手をかじかませ、地味にあかぎれにしみる。

「何がでしょう、じゃないの。あのね、確かにうちは貧まずしいわ。でも、どうしてそう、吝ド嗇ケ家チでいきすぎた庶しよ民みん感覚の子に育っちゃったかしら……」

「実際問題、庶民なんだからいいじゃないですか」

「いーえ。フェルディアちゃんは女の子なのよ！　それも、特別綺き麗れいな」

　ガウェイン院長の評する通り、フェルの容よう姿しは事実、とても美しい。

　何より、ぱっと目を引くのは、その髪と瞳の色だ。髪は、陽に透すかすと朱しゆを帯びて輝く不思議な白金プラチナ。

　そして、大きな虹こう彩さいは、茜あかねから紺こんに変わりゆく夕暮れの空を、そっくり閉じ込めた色をしている。さらに上から濃こい影を落とす、銀のまつげ。

「だってのに、どうして肝かん心じんのあなたはそう自分の見た目に無む頓とん着ちやくなの！　せっかくの髪は無む造ぞう作さに綿めんのキャップに詰めっぱなし、おまけに何度も繕つくろい直した流行遅れの服を平気で着るし！」

「えーと、はあ」

　頭をがしがし搔かいて、気のない返事をすると、ガウェイン先生の笑顔が引きつる。説教になると長くなりそうだ。フェルは話を逸そらすことにする。

「先生、朝のおつとめは終わったんですか？」

「そうよォ、今日は早かったの。こうも冷えると扉を開けるのも嫌になるのかしらねえ、朝のお祈りに呼んでくれるご家庭も減っちゃって。樫樹の賢人ド　ル　イ　ドでも苦労してるらしいのに、ただでさえ聖職者でも一番格下の吟遊詩人バ　ル　ドのアタシなんて、商売上がったりだったら」

　フェルの差し出した毛布を逆に彼女の肩に掛けてくれながら、院長は節ふしくれ立った太い指でこめかみを押さえる。火の気のない室内は外のように寒く、ため息すら白い。

「あ、お金なら心配いりません。わたしのほうで、新しくいい掃除婦の日ひ雇やとい見つけました。ほかのところより時給よくて、これからは食卓にときどき肉が出せるかもと」

「……フェルディアちゃん。あなた今日、ひょっとしなくても、いくつもお仕事を掛け持ちしてるんじゃないの？」

「？　今日は少ないですよ。掃除婦が三件、商家の帳付けの手伝いに、昼過ぎから市街の仕し立たて屋やでお針はり子こ、軽かる子こ、厨ちゆう房ぼうで下した拵ごしらえと下働き、王立騎士団の賄まかない方かたでおしまい」

「…………聞き方を変えるわね。あなた今、いくつお仕事を掛け持ちしてるの？」

「単位は一週間ですか？　じゃあ二十九」

「にじゅうきゅうだァ!?　無ねェよそりゃ！」

　ガウェイン院長の声がひっくり返った。普通に野太い。

「院長先生、声が素すです」

「ゴホン、ごめんなさいねえ。それにしたって……あなた、いくらなんでも働きすぎよ」

「そうは言いますが、妥だ当とうだと思います。だって」

　そこから先を切り、フェルはちらりと孤児院の内装を見やった。

　平たい石を積み上げた壁は、灰色のまだら模様。

　実は、本来の壁色は白である。むらがあるのは、塗と装そうが剝はげているせいだ。ところどころ石が欠け、穴まで開いている。

　窓は割れ、ほとんど粉みたいになった硝子ガラスを糊のりに浸ひたしたボロ布でどうにか繫つないでいるという惨さん状じよう。天井板が落ちて無くなっている部屋もある。

（毎日掃除しているから、清せい潔けつではあるし。細かい彫ちよう刻こくがあったりで、本来は綺麗な外観だったのだろうけど──）

　ぴゅうっと冷たい風が吹き込んできて、フェルは遠い目をした。今度はどこの隙すき間まから入ってきたのだろう。考えるのもあほらしい。

「常日頃言ってますが……ぶっちゃけうちの孤児院のボロさ、崩れ落ちずに暮らせてるのが不思議ですよね？」

「…………そうねェ」

　王都に数ある孤児院でも、ここはずば抜けて古く、ついでに赤せき貧ひんだった。

　働いても働いても、隣国エルラントとの打ち続く戦争で次々出てくる孤児を引き取っていたら養うべき口は増え続け、そろそろ真ま面じ目めに破は綻たん寸前。国からの支援もあるにはあるが、ここにだけお金を回してもらうわけにもいかない。

「だいたいが、ユナイア王国全体が不景気なんですよ。去年、エルラントにボロ負けしたじゃないですか。おかげでどこもかしこもお給料がスズメの涙です」

「だったら、アタシが内職を増やすから。あなたはそんな無理しなくても」

「それこそ先生が身体からだ壊しますって」

　彼が心配してくれるのはいつものことだ。フェルはへらりと笑った。

「わたしなら平気です。というか、お給料が出て、手元に銭ぜにが増えていく瞬間がたまらなく楽しいです。夜中に銭ぜに壺つぼを抱かかえて今日の稼かせぎを数えるわたしの快かい楽らくを邪じや魔ましないでください」

「そうは言うけど、騎士団の賄い方まで!?　いくらセタンタ現王陛へい下かの直属とはいっても、傭よう兵へい上がりの粗そ野やな狼おおかみがゴロゴロいるっていうじゃない！　……あいつら、ウチの子に何かしたら頸けい椎つい折るくらいじゃ済まさねえ」

「聖職者様、何かが漏もれてます！」

「はっ！　ヤだ忘れてっ、乙女同士の秘密ってことにしといて！　……って、そういう端はしっこのことはいいのよ、フェルディアちゃん」

　急に声の調子を落とし、真顔になったガウェイン院長に、フェルはきょとんとする。

「もちろん、あなたがアタシたちのことを大事にしてくれるのはとっても嬉うれしいのよん？　けどねェ、そろそろ自分の幸せのことも考えなくちゃ。稼いだお金を、孤児院のために使っちゃわずに、おしゃれをすることだって、身を固めることだって、好きにしていいのよ？」

　ごつい両手で頰を包む院長に曖あい昧まいに笑い返しつつ、フェルは首をひねる。

（わたし自身のこと……っていってもなあ。今の生活に、なんら不満があるでなし。さらに結婚なんて実感わかないよ。そもそも支し度たく金きんと結婚税がかかる時点で論外だし）

「誰か素敵な人がさーっと現れて、フェルディアちゃんの旦だん那なさまになってくれたらいいのにぃ」

「じゃ、いざとなったら院長先生に貰もらっていただきます」

「いやぁねフェルディアちゃんったらー。この国では女同士は結婚できないのよ？」

「………………そうですね」

　目を逸らして沈黙したフェルは、ふと院長が手に持っている手紙に視線を落とした。

「院長先生、それ」

　孤児院への帰りしなに受け取ったらしい封筒は、少し雪を浴びてよれていたが──柔らかな緑の紙に金きん箔ぱくを押した、それは見事なものだった。

「薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しの紋もん。ひょっとしなくても──セタンタ陛下からのお仕事の依頼？」

「あらバレちゃった……隠しとこうと思ってたのにぃ」

　ぱあっと顔色を明るくし、飛びつくようにして手を伸ばすフェルに、ガウェイン院長は仕方なく手紙を渡してくれる。

　セタンタ＝マクネッサ＝ユナイア。

　それはほかでもない、一年前に即位したばかりの、この国の若き王の名だ。

　本来なら、王都のすみっこ、貧ひん小しよう孤児院で育ったド庶しよ民みん娘むすめのフェルが、この国で最もやんごとない御おん方かたから手紙を受け取る機会など、一生あるはずもないのだが──。

「助かった！　これで食費がしばらく浮きます。シレイネさまにもお会いできるかも」

　もどかしげに封ふう蠟ろうを砕くだく彼女に、ガウェイン院長は深い深いため息をつく。

　彼の嘆なげかわしげな独ひとり言ごとは、フェルの耳には入っていない。

「……そうだったわ。あなたのお仕事でいちばん危なっかしいのは、騎士団の賄い方どころじゃないんだったっけ」




　ユナイア王国王都、ベルファスティス。

　中心に壮そう麗れいな王宮を抱く巨大な街は、東方商人たちから『北ほつ邦ぽうの瑪め瑙のう』と呼ばれている。いわく、通称の由来となった紅い屋根の家々と、内陸ゆえの冬の厳しさが特徴的な交こう易えき都市なのだそうだ。

　とはいえフェルは、この街以外の土地を知らない。

　もともと彼女は、王都から遠く離れた辺へん境きようの村で生まれたらしいが、本人にはまったく記き憶おくが無い。そもそも、両親の顔も知らない。

　エルラント帝国と国境を接していたという故ふる郷さとは、そのエルラントとの五度目の戦いくさのときに、あとかたもなく焼けてしまったからだ。

　食うにも困るようなオンボロ赤貧孤児院で、フェルが物心ついて覚えたことといえば、年下の子供たちのお守もりと、何より働いてお金を稼ぐことだった。

（えーと、出入りは『薔薇園の脇わきの隠し通路で馬車を待て』、目印に『赤い薔薇を胸に差すこと』……うん、いつも通りみたい。どこかの国との晩ばん餐さん会かいかな）

　手紙の内容にざっと目を通しつつ、一人頷うなずくフェルに、「断らないのね？」と院長が眉み間けんを指先で揉もんでいる。

「もうこれで何度目だったかしらねェ……」

「お仕事になってからは六回目ですよ、まだ。最初は、シレイネさまの思いついたいたずら遊びだったもの」

　フェルの外見には、不思議な色合いと──というより、その色合いも含め──もうひとつ大きな特とく徴ちようがあった。

「ねえフェルディアちゃん、いつまで続けるつもりなの？　王女殿下の影かげ武む者しやなんて」

　そう。

　彼女の姿は、身長や声まで含め、このユナイア王国の王女、セタンタ陛下の妹姫シレイネ＝アリステル＝ユナイア殿下にうり二つなのである。

　年も、同じ十七歳。

「心配よん、万が一、王女殿下と思われて、毒どくでも盛もられたり刺さされたりしたら！」

「危ないことなんてなかったですよ、今まで。身代わりになるのだって、シレイネさまのお身体からだの具合がよくないからです」

　生まれたときから身体が弱かったという彼女は、特殊な香をたいた王宮の浄じよう室しつで一日のほとんどを過ごさないと、肺はい腑ふに傷がついてしまうそうだ。

「小さな頃にお母さまの王おう太たい后ごう陛下が身まかられ、先の戦で父君のコノール前陛下を亡くされて、今や王族はご兄きよう妹だいたった二人だけなんですよ。何かあったら大変です」

「それはあなたが考えることじゃないでしょお？　王室を守るエライ人たちが心配することよん。あなたの代わりだって誰もいないのよ？」

「あのかたにはご恩があります」

　フェルの一言に、院長は押し黙った。

「それに、何よりもまず」

　フェルは、かっと目を見開いて言い放った。

「いちばん割のいいお仕事なんですよ!!」

　ついでに晩餐で余った料理をこっそり持ち帰れるのも魅み力りよく的てきだ。

「……フェルディアちゃん」

　心配そうなガウェイン院長から視線を逸らし、続きに集中する。

（時間はいつかな。……え、今日の夕方？　ずいぶん急なんだ、珍しい）

　手紙を読み込むフェルに、院長は苦笑した。

「仕方のない子ねえ……けど、くれぐれも油断しちゃ駄だ目め。よく似た影武者だからこそ、どんなことに利用されるやら分かりゃしないんだもの。危ないって思ったらすぐに逃げなさいねん？　ほら覚えてる？　アタシが教えた……」

「そりゃもちろんですよ、物心ついたうちの孤児院の子はみんな、院長先生から護ご身しん術じゆつと格かく闘とう技ぎを叩たたき込まれますもん」

「胸ぐらを摑まれたら？」

「耳たぶを引っ張って体重を乗せる」

「背はい後ごから反撃するなら？」

「延えん髄ずい狙ねらいでうなじ、さらに確実なのは某ぼう急きゆう所しよ」

「よろしい」

　ガウェイン院長が満足そうに頷うなずいたのを合図にしたように、樫かしの内扉が開く。ぱたぱた足音を立てて駆け込んできたのは、同じ孤児院で育つちびたちだ。

「せんせい、フェルねえちゃん、おはよう」

「ねえちゃんまたお仕事？」

「あ、おそうじ。ぼくもてつだう！」

「みんなおはよう。早起きさんね」

　フェルとは少し年の離れた、五歳や六歳の子供がほとんどだ。まだ眠たそうな目をこすりながらも、我先にと飛びついてくるのを一人一人抱き留とめて撫なでてやっていると、同じようにちびたちをまとわりつかせたガウェイン院長が苦笑する。

「夕方までには戻れるわね？」

　院長の確認に、「うーん、厳しいかも」とフェルは曖あい昧まいに笑う。

「あ、けど大丈夫です。今日の夜間市ではジャガイモが投げ売り特売やるらしいんで、それまでには死ぬ気で全ての予定を終えてみせます」

「……相変わらずたくましいわねェ」

「どうしても遅くなったら連絡しますから。──行ってきます」

「ねえちゃん、いってらっしゃーい」

「しゃいっ」

「危ない人に遭あったら、掌しよう底ていでアゴを狙うのよー！」

　玄げん関かんでスズメよろしく鈴なりになって見送ってくれるちびたちに噴ふき出し、最後に追いかけてきたおよそ聖職者らしからぬ台詞せりふに、彼女は笑って手を振った。

（うん、早く終わらせて早く帰ろう。院長先生にも、みんなにも心配かけるのは嫌だし）

　育ててくれたこの孤児院を、フェルは深く愛していた。

　風変わりな院長先生も、一緒に暮らす仲間たちも、彼女にとっては家族も同然。

　炉ろに火を入れて、毛布にくるまって身を寄せ合い、聖せい詩し篇へんをみんなで読む時間や、街角で羊ひつじのスープを買って味わうときどきの贅ぜい沢たくも、とても幸せだと思う。

　フェルの家はここだけなのだ。

（今度お給料出たら、夕飯のシチューに野菜も肉もたんと使おう。鍋なべの縁ふちにこびりついた前日の残りを水で溶かして、スープだって言い張るのも限界だし）

　所しよ帯たいじみた野望に心躍らせるフェルは、このとき思いもしなかった。

　──まさか、これが慣れ親しんだ孤児院を見る最後になるなどと。
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　掃除婦三件、商家の帳付けと仕立屋のお針子と軽子と厨房での下拵えと下働きと騎士団の賄い方を終えると、陽はすでに西に傾きかけていた。

（うう、寒っ。けど、これであと残す仕事は、セタンタ陛下のだけだ。いつも通りの晩餐会なら、病やまいがちなシレイネさまの代理だってことで、そんなに時間は取られないだろうし）

　木も綿めんの肩掛けをきつく巻き直し、フェルは一人、迎えの馬車に揺られていた。

　乗り合いの幌ほろ馬ば車しやでなく立派な箱馬車というだけでもおののくのに、赤いビロード張りの椅い子すだとか、金色に輝く窓枠だとか、黙って乗っているだけでもおっかなびっくりだ。

　とはいえ、窓枠に〝毒どく龍りゆう人にん形ぎよう〟がぶら下がっているのはご愛あい嬌きよう、か。

　先の戦でユナイアをこてんぱんに破ったエルラントの皇おう子じを、皮肉を込めてモチーフにしているというこの人形は、しかつめらしい顔の黒龍が毒々しい真ま紫むらさきの炎ほのおを吐はいている代しろ物もので、半年ほど前から巷ちまたで爆発的に流は行やっているのだ。

　それにしても。

（王宮に行くんだよね？　もう一刻くらい乗ってる気がするんだけど。道が違うのかな、いつもならもっと早く着くのに……）

　フェルとしては気が気ではない。

（い、芋いもの特売がっ）

　うかうかしていたら、飢うえた狼のような歴戦の兵つわものたち──もとい、巷の主婦たちの手により、特売のジャガイモは残らず奪い尽くされるかもしれないのだ。

「あのー、王宮に向かってるんですよね？」

　前面の切り窓に向かって、思わず馭ぎよ者しやにフェルが声をかけたときだ。

　いきなり馬車が止まり、がちゃりと扉が開かれる。

　外からひょっこり顔を覗のぞかせた人物に、フェルは度ど肝ぎもを抜かれた。

「久しぶりだねえフェルディア」

　きらきらしいはちみつ色の髪に、緑の瞳ひとみの若い男だ。いかにも絵本の中で白馬にまたがっていそうな外見の彼に、フェルは、ありがたくも恐ろしくも見覚えがありすぎた。

「セタンタ陛下!?」

「しーっ。いちおうお忍びだから、あんまり大声出されると困るなあ。ちょっと前に失礼するよ」

　よっこいせ、とのんびりした掛け声とともに馬車に乗り込んできたユナイアの現国王に、フェルは呆ぼう然ぜんとする。

（ち、近い近い!?）

　そばで話すのは初めてではないが、それはあくまでシレイネ姫の身代わりをしているときのことだ。同じ馬車で、向かい合わせに座り、しかも同じ目線で話すという状況は、ド庶民の心臓には悪すぎる。

「ど、ど、どうされたんですか!?　てっきりわたしが参上するものとばかり……」

「そうなんだけど、王宮の中は嫌だったんだ。誰が聴きいてるやら分からないからさ」

「？」

　馬車から飛び降りようかとまで考えていたフェルは、その一言に首を傾かしげた。

（どうして？　シレイネさまのふりをするのは、今回が初めてじゃないのに？）

　どことなく嫌な予感がしたが、余計なことを考えている暇ひまはない。一刻も早く仕事を終わらせて、愛いとしい芋に会いにいきたい。叶かなうなら人にん参じんも連れ帰りたい。

「……陛下、本日のお仕事をお訊ききしても。わたしは芋が」

「芋？」

「いいえなんでも」

　フェルは本ほん音ねを吞のみ込んだ。

「いつもの身代わりかと思った？　けど、今回はちょっと特別なんだ」

「特別？」

「まず、ちょっといくつか質問に答えてもらおう。シレイネはお前を気に入って、よく話し相手に呼んでいるよね。妹の趣味は知ってる？」

　フェルはきょとんとする。ずいぶん今さらなことを訊くものだ。

「？　刺し繡しゆうと五ご弦げん琴きんの演奏です」

「お前もできるね？」

「はい、教えていただきました」

「シレイネの好きな食べ物は？」

「木き苺いちごのタルトに、ロアレン地方の林りん檎ごのシードルとお聞きしてます」

「はい正解。じゃ、手を見せて」

　言われるがままに差し出すと、ランタンの灯ひをかざしてためつすがめつされる。

「少し荒れているが、節くれは少ない。このくらいなら、期限までに手入れさせればまだ間に合うし、手袋を着ければ誤魔化せるな……よし、合格だ」

「あの……陛下？」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊こう」

　セタンタ陛下は急に表情を改めた。両肩に手を置かれ、目を覗のぞき込まれるようにされ、フェルは妙みようにびくついた。

　顔立ちも髪や瞳の色合いも、ご兄妹だけどシレイネさまにはあんまり似ておられないなあ……などとぼんやり思いかけた彼女は、次の一言に顎あごを落とすことになる。




「頼む、フェルディア。──妹の代わりに、エルラント帝国に嫁とついでくれないか？」




　たっぷり一分、フェルはぽかんと口を開いたまま固まっていた。

（いま、なんて……？）
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　嫁ぐ。

　つまり、嫁入り。結婚してくれませんかということ。

　誰と？　帝国？　と、いうことは、相手がつまり、つまり、

「聞いているのかい？　妹の代わりに・隣国に・嫁いでくれないか・と言ったんだが」

「…………」

　そういえば今は何時だろう。ジャガイモの特売が終わってしまう。

「芋が！」

「芋はいいから現実逃とう避ひをやめて話を聞きたまえ」

　さくっと笑顔で斬きられ、ぎこちなくセタンタ王の顔を見る。

「まずはこれを見てごらん」

（なに……？）

　ぴらりと突き出された紙は、通常なら何人もの近きん従じゆうを介かいして下げ渡されるはずのものだが、今日はあいにく手順を踏ふもうにも人っ子一人いない。というか対面だ。

　フェルは戸と惑まどったが、仕方なく「失礼します」と断ってじかにそれを受け取った。

「ってこれ！　エルラントからの書しよ簡かんじゃないですか!?　なんてもん手渡してくださるんですか！」

　思わず取り落としかけるフェルに、「そう、差出人もご覧」とセタンタ王がほのぼの告つげる。言われるままに、フェルは恐る恐る目を落とした。

　紙の最後にある署しよ名めいと、何より剣けんを吞み込む黒い龍の紋に、思わず息を止める。

「この紋。エルラント第三皇子『黒こく龍りゆう公こう』、クロヴィス＝クルヴァッハさま……！」

「そうだよ。軍ぐん神しんの化身だとか言われている、あの男だよ。先せんだっての戦で我が国を一いつ敗ぱい地ちに塗まみれさせ、父コノールを殺した外げ道どうだ。それだけではない、彼にまつわる噂うわさならお前もいくつか知っているだろう？」

「はい……」

　先の戦、緒しよ戦せんはユナイアのほうが有勢だったのだ。

　それを覆くつがえしたのが、ほかでもないこの第三皇子だった。

　戦の半なかばで、彼が前線の指揮を執とり始めてからというもの、冗じよう談だんのようにユナイアは敗はい走そうを重ねた。

『黒龍公』は父である現エルラント帝ウーベルに与えられた二つ名だというが、平民の間では、もっとよく親しまれた通り名がある。

（エルラントの毒龍公クロウ）

　彼自身が、きわめて優秀な戦士だということもある。

　しかし、それ以上に、冷れい徹てつなまでの判断力。先読みの力でもあるのかと疑いたくなる、薄気味悪いまでに当たる戦略の数々。

　そして何より──毒物を好んで収集し、居城の庭を毒草園に仕立てているという、眉まゆ唾つばものの噂うわさ。

　ユナイアは崖がけっぷちまで追い詰められたが、そこでクロウはなぜか追つい撃げきの手を緩ゆるめ、停戦と講こう和わを持ちかけてきたのだと聞く。

「噂は……王都でもいろいろ広がってます。人形まで売られてるし。刃向かう者は容よう赦しやしない残ざん虐ぎやくな気性のせいで現帝に疎うとまれ、第三皇子であるにもかかわらず、辺境の領地に封ほうぜられたとか。捕ほ虜りよの頭ず蓋がい骨こつで作った杯さかずきで日がな酒しゆ宴えんを開いているとか、頭に角つのが生はえているとか、夜になったら目が光って超便利！　とか……」

（その第三皇子さまが、陛下にじかに文ふみを寄こしてくるなんて。いったいどうして）

「うん。驚いていいよ。──なんと、毒龍は我が妹シレイネを妻にご所しよ望もうなのだそうだ」

　要は人ひと質じちということだね、と笑うセタンタに、フェルは今度こそ肝きもをつぶした。

「断れば、疲ひ弊へいした我が国に、どんな見返りを要求するつもりやら。敗戦国が人質を取られるなぞ世の常つねだから、第三国も同情するどころか知らんふりだろう」

「……」

「婚こん姻いんを通じて友ゆう誼ぎを深めたいなぞと、──笑わせる」

　彼の笑みが、急に蛇へびのような邪じや気きを帯びた気がして、フェルは唾つばを吞んだ。温厚な王は、時折こうした顔を見せる。

「けれど、シレイネさまはお身体が……」

「分かっているじゃあないか、フェルディア。そう、妹の病弱な身体は、特別な治ち療りようと、この王宮にしつらえた浄じよう室しつ無しには呼吸もままならない。エルラントに嫁ぐなどすれば、結果は言わずもがなだろうね」

　フェルは黙り込んだ。

「本題はここからだ」

　にこにこと優しげな笑みを浮かべたまま、セタンタ王は人差し指をにゅっと立てた。

「王おう侯こうの婚こん姻いんが、まずは夏の訪れを寿ことほぐベルティナ祭を迎えるまで、『白い結婚』なのは知っているね？　正確には祭りの前夜だから、ワルプルギスの夜だね。そこで本当に結ばれるまで、おままごとの夫婦期間があるのさ」

「その間になら、夫は妻を離り縁えんすることができるっていう？」

「そう。だから、──お前、敵国に嫁いだら毒龍から徹底的に嫌われておいで。それも、最初のワルプルギスの夜までにね」

「どういうことですか……？」

　思わず眉まゆ根ねを寄せたフェルに、セタンタ王はため息交じりに笑う。

「離縁されたら、この国に戻ってこられるだろう？」

「え？」

「本来なら、政略婚も王族の務め。あれの身体が弱くさえなければ、あれ自身の役目であって、民たみのお前に課するべき荷にではない。何より、妹が誰よりも気に入りの話し相手としているお前を、噂の毒龍の妻にくれてしまいたくはない」

「陛下……」

「お前にしか頼めない……フェルディア。妹のために、毒龍公の花嫁になってくれないか」

　彼の言葉は真しん摯しだった。

「人ひと目めを避さけ、王都から離れたところで、身代わりのための教育を受けさせる。指定された輿こし入いれの日取りは立冬サウイン明けだ。今すぐにでも準備を始めなければ間に合わない」

「では、お世話になった院に挨あい拶さつも……できませんね」

「……そうだ」

　今朝見た院長先生の顔が脳裏に浮かび、実の弟や妹のような孤児院の仲間たちの声も響く。みんな、どんなにか心配するだろう。

（恩を返すいい機会だって思う、けど。やっぱりそんな大仕事、わたしなんかにできっこない。一晩だけの身代わりだったら、今までだって誤魔化してきたけど。でも、ずっとお姫さまとして生活して、しかも嫁ぐ相手があの毒龍公！　バレたら、……どうなるか）

　決めあぐね、膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握ったところで、セタンタ王がしれっと呟つぶやくのが耳に入る。




「もし成功した暁あかつきには、報ほう酬しゆうに、二頭立ての荷馬車いっぱいのユナイア金貨を与えよう」

「お受けします」

　脊せき髄ずい反射でフェルは答えた。




「受けてくれるか！」

　その途と端たん、セタンタ王は明るく破は顔がんした。

（し、しまっ……！）

　つい、守しゆ銭せん奴どの本性のままに答えてしまった。

　しかし、気分の高こう揚ようは抑えられない。

（荷馬車いっぱいの金貨！　荷馬車いっぱいの金貨!?　孤児院の四十人全員が一生でも楽に暮らせる額だよ！　あとは東壁の穴と落ちた天井と半はん壊かいした外がい柵さくを修理して、それどころか孤児院まるっと新築にしておつりがくるんじゃない!?）

　あれ直してこれ買って、と、脳内そろばんがパチパチと目まぐるしく回転する。

「お前なら受けてくれると思っていた！」

「ええ、やります。やってみせます」

　力強く重ねたフェルの手をがっしり摑つかみ、王は瞳を輝かせた。

「ユナイア王家直系唯ゆい一いつの姫君として、気品あり、優ゆう雅がで、姿は美しく、根性悪で高たか飛び車しやで高こう慢まんちきで煮ても焼いても蒸むしても揚あげても喰くえない史上最強の毒嫁として、あの毒龍を懲こらしめてきてくれるか！」

「なんか難なん易い度ど上がってません!?」

「いや？　余よはどうせ花嫁を突き返されるなら、あの取とり澄すました男がギャフンと言うところが見たい」

「……やっぱり陛下ってなんだかんだ黒いですよね」

　ぼそりと呟いたフェルの言葉は、セタンタ王の耳には入っていない。彼は、笑顔のまま、窓辺に下がった毒龍人形をみしみしと握りつぶすのにご執しゆう心しんだ。

　フェルはため息をついて、馬車の中から空を見た。

　すっかり夜だ。星が綺き麗れいだから、明日はからっと晴れた青空が広がるだろう。洗せん濯たく物ものを干ほすのに、ちょうどいい……はずだったろう。

「陛下、ひとつお願いしてもよろしいでしょうか。……孤児院に言こと伝づてを。しばらく戻れないけど、心配いりませんって」

「無む論ろんだ」

　ああ、北の一番星が、あんな高さに。

　夜間市の屋台はどうせ、もう店じまいだ。










[image: ]




『クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント。

　二十一歳、第三妃リグレインの長男でエルラント帝国の第三皇おう子じ。

　父帝ウーベルより『黒こく龍りゆう公こう』の名を与えられ、我が国と国こつ境きようを接するクルヴァッハ辺へん境きよう領りようを拝領。以後クルヴァッハ公こう爵しやくと称しようする。

　性格は残ざん忍にん、冷れい徹てつ、目的のためなら手段を選ばない。かつ、とにかく毒の研究に余念がない奇き人じん。毒薬を輸入し毒どく蛇へびを飼い毒草を育て、ついたあだ名が、〝毒どく龍りゆう公こうクロウ〟──』

「うっわあ……」

　のどかな田園風景の中をカラコロと馬車に揺られていたフェルは、読みかけの『クロヴィス皇子についての身上書』から目をもぎ離した。

（せめて一ひと匙さじでいいから希望を持たせることを書いてほしかった……！）

　そっと指先で窓のカーテンをまくる。天気は最高だ。すかっと晴れた雲ひとつない青。

　見える景色は、どこまでも広がる雪ゆき化げ粧しようした田でん園えんと、そこにぽつぽつ鋲びようを打つ木々。

（もう、すっかり王都から離れちゃったんだ……院長先生怒ってるかなあ。王宮に殴り込みなんかかけてないといいけど……）

　とはいえ、まだかろうじてユナイア領ではあるのだ。クロウの城は、ユナイアとの国境沿い、クルヴァッハ領の都キカラにある。

　貰もらった土地が対ユナイアの最前線だなんて、確かにこの『旦だん那なさま』は父帝に嫌われているのかもしれない。

「まだ遠いんですの？」

「お待ちを。今、国境を越えておりますから……はい、あと一刻もすれば、だそうで」

　羽根をあしらった扇せん子すで口元を隠し、フェルが小窓から尋ねると、ユナイアから同行した従じゆう者しやがすぐに馭ぎよ者しやに確認してくれる。

　一度王都を離れ、改めて、『シレイネ姫』としての知識や言葉遣づかいや仕し草ぐさを叩き込まれて、さらに半月後。

　立冬サウインが過ぎ、葦あしの月に入ったところで、フェルは花嫁行列としてはきわめてひっそりと、ベルファスティスの王宮を出立した。

（さんざし月のベルティナまで、半年たらずの猶ゆう予よなのよね。その間に嫌われればこっちのもんなのよ。……にしても、コレ、息苦しいったらない）

　フェルが今身に着けているのは、真っ白な花嫁衣装である。

　雪の結けつ晶しようみたいに精せい緻ちな文様のレースで縁ふちをかがったドレスは、絹きぬの肌はだ触ざわりがつるつるで、どうも落ち着かない。しかし、何よりも重たくのしかかるのは、ドレスの費用の出どころである。

（これ全部、税金だとか！　いわばわたしたちの日々の血と汗と涙の結晶なわけで、『あなた一人の身体からだじゃない』ってやつね。カギ裂ざきでも作ろうものなら、軽く死ねるわよ）

　ぱん、と両りよう頰ほおを手で叩たたいて気を引き締しめていたら、従者が前の席から振り返る。

「姫、もうすぐです」

（わ、あれが『黒龍城』……第三皇子の居城）

　気づけば道は、緩ゆるやかな坂に変わっている。

　カーテンをもう一度めくって少し外を窺えば、はるか下方に、巨大な灰色の城がたたずまいを見せていた。
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　長旅で固まった足腰をほぐすべく、広がったスカートの下でこっそりとあぐらをかいていたフェルは、盛せい大だいに吹き鳴らされるラッパで慌てて居住まいを正した。

「ユナイア第一王女シレイネ殿下のご到着！」

　開門の号令がかかる。黒龍城に着いたのだろうが、なにせカーテン越しだ。よく見えないし聞こえない。

「どうぞ。長旅お疲れさまでございます」

　外から扉が開けられ、さっと馬車の中に光が射し込んだ。

　ようやく馬車から降りられるようだ。従者に手を添えられ、ゆっくりと立ち上がる。

「お待ち申し上げておりました、『奥方さま』」

　ようやく一息ついたところで、急に声が降ってくる。

　振り返ると、いつの間にかすぐ傍かたわらには、男が一人立っていた。

「黒龍公の家か令れいを務つとめております、ケイ＝サリタと申します」

　おそらく青年と呼ぶのが正しいのだろうが、落ち着いた雰囲気は年を重ねているようにも見える。

　線の細い、端たん正せいな、いや、〝やさおとこ〟といった容よう姿しの男だった。

　小ぶりの眼鏡めがねの奥、笑いの形に細めた切れ長の眼めは濃こい藤ふじ色いろ。髪は淡あわい金。色しき素その薄いそれらに比べ、炒いったアーモンドのような肌色が不ふ釣つり合いで、不思議な色気がある。

「シレイネ＝アリステル＝ユナイアです。歓迎痛み入りますわ」

　にっこり笑って挨あい拶さつを返しながら、フェルは彼の顔をじっと見た。

（生き残ろうと思ったら、人の顔は覚えろ、ってセタンタ陛下は言ってた。よし、よく覚えとこ。家令──って、側そつ近きんでもあるってことよね。あれ？　でもこの人……）

　衣装の細かい細さい工く。仕し立たて屋やの仕事で見た気がする。あの若草色の上着、詰つめ襟えりのボタンを紐ひも飾かざりで作るのって、東方の意い匠しようじゃなかったっけ……。不思議な肌色も、このあたりでは珍しい。

　フェルの疑問に気づいたのか、彼は「ああ」と笑い含みに説明をくれた。

「ご覧のとおり、自分めは異い邦ほうの出身でございます。もともとは天てん蚕さんの道を商路と使う東方商人でございまして。それがたまたま黒龍公にお目をかけていただき、こうして家令などというもったいないお役目を賜たまわっているのですよ」

「そうでしたの──ごめんなさい、その、ぶしつけに。ご気分を害されたかしら」

　フェルが反省して謝ると、彼は快かい活かつに「お気になさらず」と流してくれる。

「あるじはただいま、領内の視察に出ております。代わりに、自分めが奥方さまのお世話を申しつけられました。お部屋までご案内いたしましょう」

　先に立って歩き始めた彼に、一瞬迷い、続く。

　これでもう、後戻りはできない。




　壁の上でくるくると複雑な文様を描いて絡からみ合う金銀の蔓つる草くさには、ふんだんにルビーやガーネットの実がこぼれている。眩くらめくような細工を目で追いながら緋毛氈フエルトの階段を上がると、背丈の倍はありそうな巨大な扉の前に案内されていた。

「こちらが奥方さまのお部屋でございます」

　侍じ女じよが押し開けた扉から、そっと中に入る。

　まず目を奪われたのは、細さい緻ちな天井画だ。青を基調に、聖せい詩し篇へんの一節をモチーフにした絵が、いっぱいに描き込まれている。

　奥には天てん蓋がい付つきの巨大なベッドが設しつらえてあり、フェルはごくりと唾つばを吞む。どんな過か激げきな寝返りでも打てそうだ。

「間もなく侍女が湯を運んで参りますので、なんなりとお申しつけくださいませ。お支し度たく後、そのままでお待ちいただきますよう。夕刻にはあるじが見えられます」

　ケイの声に、なるべく動揺しないよう頷うなずきつつ、フェルは教えられた知識を掘り起こす。

（そっか、基本的には、初夜で初顔合わせみたいなもんなんだっけ。忙しいのかな、毒龍公。それにしたって、ぜんぜん姿も現さないんだなあ……）

　悶もん々もんとするフェルに、「ごゆっくり」と言い置いて、家令は出ていってしまった。

　東方風の衣装の裾すそがひらひら揺れ、思わず目で追う。

　──と。

「ユナイアの王女殿下」

　背後で、ぼそ、と呟つぶやく声が聞こえてそちらを向く。

　先ほど、扉を開けてくれた侍女だった。

　フェルにしか聞こえないような小さな声で、彼女は続ける。

「エルラントにあなたの居場所があるだなんて思わないことですね」

（え、……）

　思わず言葉を失うフェルを、彼女は思いきり睨みつけてくる。

　気の強そうな娘だった。

　白いフリルのキャップの下から覗のぞく琥こ珀はくのまなざしにひらめくのは、明確な憎にくしみ。

　はっと気づいたときには、侍女は後ろ姿になっていた。

（そりゃ、諸もろ手てを挙あげて迎えられるとは思ってなかったけど）

　これ……思ったより歓迎されてないっぽい？

　次々運び込まれる荷物を見下ろしながら、フェルはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。
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　ケイの言葉通り、しばらくすると、たくさんの侍女たちがハーブ湯を運んできた。

　──だが。

（なんなりとお申しつけも何も、みんなすぐ出てっちゃったし。突とつ貫かん花嫁修業じゃ、身づくろいを侍女に一から十まで手伝われる練習もしたけど、……ふうよかった。気楽だわ）

　空からの洗せん髪ぱつ料りようの器うつわに湯を入れてシャコシャコ振りながら、フェルは一人考える。よく考えれば、用意されたばかりの洗髪料が切れているのもおかしな話だ。

　ふと手が止まる。浮かんだのは、先ほど侍女に投げられた言葉だ。

　──〝エルラントにあなたの居場所があるなんて思わないことですね〟

（わたしだって、長年の敵国に居場所があるなんて、もちろん思ってない）

　居場所を作る気も無い。できるだけ迅じん速そくに使命を果たしてユナイアに帰るだけだ。

（なにせ仕事だし！　おまけに偽にせ物ものの花嫁なのよ。周りと距離が置ければそれに越したことないじゃない。……って、そうは思うんだけど。なんとなく気になるなあ……この感じ）

　案内に立ってくれた娘だけではない。湯を運んできてくれた侍女たちもだ。どことなく、ちくちくと視線に肌はだを刺さされる心地がした。気分がいいわけはない。

　その後も侍女は来ず、結局フェルは、自力ですべての身づくろいをすることになった。

　途と中ちゆう、誰もいないのをいいことに、湿しめった髪を布で適てき当とうにぐるぐる巻きにしっぱなしで、自室の造りを確認してみる。そもそも続き部屋というのが奇き妙みような感じだ。孤児院では、一間を十人で使っていたのに。

　クローゼットの大きさに驚いたり、調度ひとつで芋いもがいくつ買えるか置おき換かえ計算をやっているうち、いつの間にか日も暮れていたらしい。

　凝こった花嫁衣装を四し苦く八はつ苦くしながら着付け直し、部屋中の燭しよく台だいに灯ひを入れる。しかし、心こころ許もとない蠟ろう燭そくの炎ほのおと暖炉の明かりだけでは、調度も壁も、薄うす闇やみに色を沈ませたままだ。

　暗い色遣づかいのタペストリに、鈍にぶく炎を照り返す金のゴブレット。柑かん橘きつ水すいの入った、銀色の水差し。──この広い部屋に、たった一人、自分だけ。

　フェルは、急に緊張してきた。

（わたしはシレイネさまシレイネさま、野菜の値切りと小こ銭ぜにの勘かん定じようじゃなくて、五ご弦げん琴きんと刺し繡しゆうが趣味なシレイネさ……待った。セタンタ陛下、この後のことなんて言ってたっけ）

　どうも、同じ布ふ団とんで寝なければいけなかったような。

　──〝新婚夫婦が夜、ひとつのベッドですることといえば決まっているだろう！　まあ、ワルプルギスまではいらない心配だがね。はっはっは〟

　優ゆう雅がな王子さま顔に満面の笑みを湛たたえてのたまった陛下に、うわあこの人意外とオヤジだなとフェルは失礼なことを考えたわけだが、その言葉が今になってぐんと重みを増した。

（いやいや。だから夏までは平気なんでしょって。何するわけでもなし、孤こ児じ院いんでも男女で雑ざ魚こ寝ねだったしどうってことないないない）

　自己暗示に励はげんでいると、りん、と澄すんだ音がする。

　硝子ガラスの鈴が三回。新郎が入ってくる合図だ。

　フェルは慌あわててベッドの縁に行き、居い住ずまいを正した。

　きいっと軋きしみを上げ、奥の扉が開く。かつかつと、硬い靴くつ音おとが近づいてくる。

　すぐそばに立つ誰かの気配に、フェルは顔も見ずにベッドにひれ伏した。

「旦那さま。お待ちしておりました、シレイネ＝アリステル＝ユナイアです」

　あとは、定型通りの誓ちかいの言葉を言い交わし、それでこの『初夜』はお終しまいのはずだ。

「たとえ天が我が上に崩れ墜おちんとも、わたくしはあなたに、貞てい淑しゆくと……」

「御ご託たくはいい」

　俯うつむいたまま、早口に、フェルがそこまで口にしたときだ。

「!?」

　手の甲こうで、つっと輪りん郭かくをなぞられ、フェルは驚いて顔を上げた。

　瞳に最初に飛び込んだのは、氷ひよう海かいのように深い、青の双そう眸ぼう。

　全身を覆おおう黒衣と揃そろえたような、夜よ闇やみに似た黒髪は、後ろを編んで垂たらしており、東国とも国境を接する領地を治おさめる皇子に似つかわしい装よそおいに思える。

　しばしの間、フェルは状況も忘れてその顔に見入った。

　黒龍を二つ名に与えた皇こう帝ていの気持ちが少し分かる。即そく座ざに浮かんだ感想だ。

『その目に見み据すえられると石になる』

　彼には、そういう噂うわさもあった。

　なるほど──眼がん光こうはどこまでも鋭するどい。見つめられると射い貫ぬかれたような心地を味わう。

　クロウは、指先を滑すべらせてそっと顎あごに触れてくる。少し顔を上向かされ、フェルはこくりと息を吞のんだ。

　問題はそこからだった。

　──なんの前触れも無く、とん、と肩を押される。

　フェルは、気づけば仰あお向むきに転ころがされていた。

「!?」

　柔やわらかなシーツに背が沈み、絹きぬの掛け布に皺しわが寄る。

　すぐそばで香る彼のオードコローニュに、頭の奥が白くなる。

（いや、だから……ワルプルギスの夜まで、婚礼はおままごとなんじゃなかったっけ!?）

　もがこうにも、ベッドに縫ぬい止めるようにのしかかられた四し肢しはびくともしない。

「お待ちください、どういう……」

　ひょっとしなくてもご乱らん心しんですか──!?　と、疑問は半なかばで吞み込むはめになった。

　首筋に押し当てられた、冷たい感触のせいで。

　金属質で、無む機き質しつで。あたたかみのかけらもないそれは紛まぎれも無く、

（へ!?　け、剣……!?）

　つまり、自分の現状を端的に説明すると。




【問い】新婚夫婦が夜、ひとつのベッドですることといえば？　──【答え】殺し合い。








[image: ]









　くだらない冗談が浮かんだ。

（って、そんな場合じゃないし!!）

　くだらないうえに下品だ。しかし、下品だろうと現実逃とう避ひにでも走らずにはいられない。

「久しいな、シレイネ。仇きゆう敵てきのもとに独ひとり嫁とついできた勇気は褒ほめておこうか」

　真っ青になったフェルの耳元にそっと唇くちびるを寄せ、クロウは囁ささやく。声は低く甘く、内容と状況さえ考えなければ睦むつ言ごとのようだ。

「ひとつ質問がある」

「……は、はあ」

　フェルは間抜けに返した。

　片かた頰ほおを上げるように唇をゆがめ、目の前の男は薄く微ほほ笑えむ。

「友好のあかしにとこちらが望んだ花嫁だが」

　言葉と共に、剣の腹ですっと頰を撫でられ、背に冷たい汗が滲にじんだ。

「さて、──貴様の目的はなんだ？」

（まさか、もう見抜かれた!?）

　走そう馬ま灯とうのように思い出すのは、院長先生の笑顔。苦楽を共にしてきた仲間たちの声。どくどくと、鼓こ動どうが速まる。

（ダメだ終わった。院長先生すみません。孤児院、建て直しできそうにないです。短い人生でした）

　頭の中で、死に際した人のための聖詩篇をそらんじつつ、フェルはぎゅっと眼を閉じた。

　そこでふと、耳がクロウの呟きを拾う。

「とぼける必要はない。貴様がなんの謀はかりごとも無く俺のもとへ来るような女ではないことくらい、十分知っている」

「え」

（見抜かれたんじゃないの？　っていうか……その台詞せりふ、どういう意味？）

　思わず目を瞬しばたたいたフェルだが、次の一言に、覚えたばかりの疑問が頭から消し飛んだ。

「ともあれユナイアの王族が来てくれたんだ。その首を斬り落として、血染めの婚礼衣装ごとユナイアに投げ返してやったほうが愉ゆ快かいなことになるのかもしれんな」

（く……首を斬り落として？　婚礼衣装を血染めにする？）

　わなわなと、身体が震えるのを感じる。

（そんなの、そんなの）

　まぶたの裏が、赤く染まる。

　恐怖ではない。

　怒りでだ。




（この花嫁衣装いくらだと思ってんのよこの皇子さま──ッ!?）




　細さい緻ちなレースは異邦渡来だ。純白の練ねり絹ぎぬは、東方から砂さ漠ばくの商路を通ってきた逸いつ品ぴん。

　この場でフェルが殺されるということは、ドレスも台無しになる。当然、行く末は廃はい棄き処しよ分ぶんである。それが私物なら、フェルも安心して恐怖で震えられたことだろう。

（残念ながらすべて税金さまの結晶なのよ！　ただでさえ偽嫁が着て気が引けてるってのに、わけも分からず血みどろにされてあっさりポイだなんて、ご冗談！　そんな理り不ふ尽じんのために、身を粉こにして納めてきたわけじゃないんだからね!?）

「……同盟を」

　発した声が己おのれのものであることが、奇き妙みような心地すらする。何もかもが現実味を欠き、どこか遠い。

　一度決意を固めてしまえば、呆あきれるほどすらすらと声が出た。

「同盟を水すい泡ほうに帰きしたければ、首を斬るのもどうぞお好きに。ただし、条件がございます」

「条件だと？」

　フェルは、こちらを射い貫ぬく青の双眸を、弾き返すようにまっすぐ見み据すえた。

「はい。衣装を血で汚よごさずに、と」

　クロウは、一瞬驚いたように息を吞んだ。

「この婚礼衣装は、ユナイアの民たみが平和への祈りを込めてわたくしに贈ってくれたもの。血で汚けがすには忍びないですわ」

「謎なぞかけか」

　ふっと重みが四肢から遠のいたことで、解放されたと分かる。

（引いて、くれた？）

　フェルはほっと息をついた。良かった、なんでも言ってみるもんだ。

　きっと彼は拍ひよう子し抜ぬけしてくれたのだと──思った、そのときだった。

「強気だな、籠かごの鳥」

　突然、ぐいっと腕を摑まれ、寝台から引きずり下ろされる。

「い……っ！」

　硬い床に打ちつけられて悲鳴を上げる間もなく、窓際まで引きずっていかれる。

　気遣いも何もない動作に、腕が折れそうに軋きしんだ。

「痛いっ……離して、離してください！」

　たまらず叫んだところで、首を鷲わし摑づかみにされる。

「血を流さずにとは、要するにこういうことか？」

　急に襲おそう耳鳴り。自分の銀髪が、吹き上げる風にあおられて視界で舞う。

　一いつ拍ぱく遅れて気づいた。

　クロウの腕一本を頼りに、上半身を窓から突き出されているのだ。

「……っ！」

　ここは三階だ。

　頭から落ちたらまず、助からない。

「さて。手を、離せばいいんだったかな」

　淡たん々たんとうそぶいて、実際に少し掌てのひらから力を抜いてみせるクロウに、フェルは真っ青になる。

（ぎゃああ待っ、違っ、そこで離さないで！）

　暴れようにも、半ば宙ちゆう吊づりにされた身体には、さっぱり力が入らない。声も出ない。眼球にぶち当たる風と、息苦しさで視界が滲にじむ。

　意識が遠のく。もうだめだ、と思った。

　おとなしくなった──というより、くたりと糸の切れた操り人形みたいになったフェルを、クロウは手元に引き戻す。それからすぐ、無む造ぞう作さに突き放した。

　されるがままにべしゃりと倒れ込んで、激しく咳せき込むフェルに一いち瞥べつをくれると、彼は背を向けてしまう。

「ここにあるものは好きに使え。世話役の小こ間ま使づかいも用意してある。だが、外出は慎つつしめ。部屋から出ることは許さない」

　急に言われた言葉が頭に入らず、のろのろと視線だけをクロウに向ける。

「興きようが殺そがれた。〝初夜〟は終しまいだ。せいぜい得意の悪わる知ぢ恵えでも巡らしながら、この国に慣れるよう励はげむがいい」

　振り返りもせず告げると、黒衣の裾を翻ひるがえし、彼は扉の向こうに姿を消した。

　小さくなっていく硬こう質しつな足音に、城内でもずいぶん無ぶ骨こつな靴を使っているのだと思う。

　独り残されたフェルは、完全にクロウの気配が遠のくと、ゆっくりと身を起こしてみた。

　頭がぼうっとする。

　立ち上がろうとしたものの、ぺたんと床に尻しりもちをついてしまう。

　──腰が抜けている。

　そうだ、今、自分は殺されかけたのだ。

　事じ態たいの異常さが、今実感となって強く押し寄せてきた。

　ドレスの胸元を摑んで、早はや鐘がねを打つ動どう悸きを宥なだめにかかる。だが、思い出したように暴れる心臓は、ちっとも鎮しずまってくれなかった。

　毒嫁になって嫌われるどころの話ではない。

　突き返されることなんて、まったくもって御おんの字じなのだ。

　なぜなら、そもそもの可能性として──

（離り縁えんどころか……下へ手た打つと、これ、本当に殺される？）
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　翌朝、寝ね覚ざめは最悪だった。

　首切り魔まに大きなハサミを持って追いかけられる夢を見たフェルは、大きなベッドの上でむくりと身をもたげる。

　花嫁装しよう束ぞくはすでに脱ぎ、今は夜よ着ぎをまとっていたが、朝が来るとそのままでいるわけにもいかない。

　にもかかわらず、小こ間ま使づかいが世話をしにくる様子も無い。

　何か着る物を……と衣装を覗のぞいたが、すぐさま後こう悔かいするはめになった。

　持参した嫁入り道具の衣装びつにも、備え付けのクローゼットにも、どう考えても自分一人では着られないような──というかそもそも手をつけることを考えたくないような、キラキラのわっしゃわしゃなものばかりがずらりと並んでいるのである。

（うわあこれ、この紐ひも具合。どうやって着るの。こっちの白しろ貂てんの毛が縁ふちにあしらわれた黒のガウンは、一枚で平均的な一家が一日三食として一カ月分の……いや、やめよう）

　とりあえず、いちばん楽に着られそうな紫むらさきのガウンと白のドレスを選んだ。

　裾すそや胸元に銀ぎん糸しでびっしりと花の刺し繡しゆうが施ほどこされたガウンは、小粒の宝石が花か芯しんにあしらわれた無駄に豪ごう華かな代物で、なるべくそのあたりに触さわらないよう苦労するはめになった。

　とりあえず格かつ好こうはつけたが、何をすべきか。まず思い浮かぶのは、昨晩ひどい目に遭わせてくれたあん畜ちく生しようのことだ。毒龍めが、今に離縁してくれる。

　しかし、それより、フェルを目もつ下か悩ませる問題は別にあった。




（暇ひまだ……！）




　着替えも終わるとさらに暇になる。

（働きたいはたらきたいモップ欲しい雑ぞう巾きんほしい石せつ鹼けん水すいほしい洗うべき鍋なべがほしい）

　これも身分ある人には当たり前なのだと自分に言い聞かせても、何もしないのが仕事というのが、どうにも居心地が悪い。

『働かざる者食うべからず』──そういう感覚が骨の髄ずいまで沁しみ込んだフェルは、「ただ何もせずのんべんだらりと過ごす」ことが億おつ劫くうでたまらない。

（そうだよ。ところでこれ、ごはんってどうしたらいいんだろう？）
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　さらに二日経ち、フェルは逼ひつ迫ぱくした悩みに頭を抱えていた。

　正確には、抱えているのは腹である。

「ご、……ごはんって……どうしたらいいんでしょうか……！」

　この三日、クロウは一度もフェルのもとに姿を現さなかった。それはいい。大歓迎だ。早くも目的に一歩近づいた。

　しかし、問題は、世話を申しつかっているはずの侍じ女じよたちだった。

　本来なら食事や身み支じ度たく、掃そう除じの世話をすべき彼女たちだが──初日に感じた敵てき意いは、やはり思い過ごしではなかったようだ。

（部屋の前まで来ても、扉叩たたくだけで開けようとはしないんだもんなあ）

　おそらく、無視を助じよ長ちようしているのは、例の初夜。窓から突き落とされそうになった花嫁を見た誰かが、どうも夫婦仲は最初から険けん悪あくのようだと吹ふい聴ちようしたのだろう。

（主人からしてあの扱いだし、いじめてもきっと大丈夫だろう……って、そう思われちゃったんだろうなあ。気持ちは分からなくはないけど）

　思えば、初日にして洗髪料が切れていたあたりから、嫌がらせは地味に始まっていたのだろう。身の回りのことならば自分でやっていたが、食事だけはそうもいかない。水差しの中の柑かん橘きつ水すいなど、とうの昔に空あけてしまった。

　フェルは今、敵国の皇おう子じの城の中で、自室という小舟に乗って漂ひよう流りゆうしているような状態だった。

（『外出は禁きんじる』って言われた手前、下へ手たに動き回って殺されたら嫌いやだし……そりゃまあ飢うえには慣れてるけど。最高一週間は飲まず食わずでやってけるけど！　でも、動けるうちに早く手を打たないと、このままじゃ、殺される前に餓が死しとか凍とう死しするのもありうる気が）

　豪ごう華かなドレスにくるまれて白はつ骨こつ化かした自分の末まつ路ろが浮かんだ。

　さすがに──嫌だ。

　それに、死体がくるまっていたドレスも廃はい棄き処分になるだろう。それとも、王族が死に際ぎわに召めしていた衣装として高値がついたりするんだろうか。どっちにしても、嫌だ。

　どうする？

　ふと思い出したのは、出がけにセタンタ王がぼそりとこぼしてくれた言葉だ。

　──〝もしも、万が一、のっぴきならない事態が起きたら〟

　嫁入り道具の衣装びつを見ろ、とかなんとか、そういうことを言われたような。

　すぐさま大粒のトパーズやエメラルドが惜おしげも無く象ぞう嵌がんされた派手な衣装びつを開くと、衣装の輝きが束たばになって目を射いてきたが、よくよく見れば底のほうにもう一本線が入っている。

（留とめ金がねと蝶ちようつがいが塗ぬりつぶされてる。これって、二重底……？）

　思いついてすぐ、フェルは擬ぎ装そうされた留め金を外してみた。

　中から現れたのは──

（召めし使つかいのお仕着せぇ!?）

　黒のワンピースに白のエプロンと綿めんのキャップ。

　エルラントの宮きゆう廷ていで召使に支し給きゆうされる、地味なお仕着せが出てきた。

　ついでに、ばさばさした栗くり毛げのカツラと、安物の大きな伊だ達てメガネまで。

（うわ、ちゃんと肩に黒龍公の紋もん章しようついてる規き格かく品ひんだし！　セタンタ陛下、どうやって手に入れたんですか!?　というか、どうせよと!?　あのおかたはほんっと読めない……）

　溜ため息いきをついて、二重底を元に戻そうとしたフェルは、ふと手を止める。

（待って。これ……ひょっとして）

　動物的直感の命じるままに、高価なドレスを丁てい寧ねいに脱ぬぐ。

　野や暮ぼったいお仕着せは、きらきらしいドレスよりよほどフェルの肌になじんだ。

　薄く緋ひ色いろがかった銀髪をきっちり編み込んでピンで留とめ、栗毛で覆おおう。カツラをおさげにして、上から綿のキャップをかぶれば、違い和わ感かんも消えた。

　伊達メガネの黒ぶちは、長めの前髪と相まって、紺こんの滲にじむ茜あかね色の不思議な瞳ひとみを見事に誤ご魔ま化かしてくれる。

（そうだ。眉まゆ墨ずみでソバカス描いたら完かん璧ぺきじゃない？）

　数分後──鏡の前に立ったフェルは、映し出された自分の変わり身っぷりに驚いていた。

　栗色の前髪ぱっつん後ろはおさげ、おしゃれや趣味など何も考こう慮りよしていない黒ぶちメガネ。頰ほおにはソバカス。

（すっごい！　どこからどう見ても、『出で稼かせぎでお城へ奉ほう公こうに上がったばかりの田舎いなか娘むすめ』としか思えない！）

　というか、真実おおむねその通りである。本当の雇やとい主ぬしは別口だが、これも出稼ぎといえば出稼ぎだ。

　これなら、とフェルは頰を紅こう潮ちようさせる。

（お城の中を歩き回っても誰にも気づかれないんじゃない？）

　もう一度、じっくり考えた。

『やめとけ、おとなしくしとけ』と『やっとけ、飢うえ死じぬぞ』が頭の中でゆらゆら揺れる。

　さあ、どうしようか。

　大事なことを決める前に、いつだって思い出すのは、院長先生の言葉だ。

　──〝後こう悔かいは、どう転んだってするものでしょお？　だから決めるのは、やって後悔するか、やらずに後悔するかなのよ〟

「決めた」

　どうせ死ぬなら動いてからのほうがマシだ。

　考えを安全に実行に移すため、フェルは知恵を絞ることにした。

　とりあえずは、夜だ。

　夜、誰もが寝静まった頃を待って行動しよう。それがいい。





[image: ]






「西の国から東の国まで素敵な夢を届けます、エルネットさりたのお時間ですよ！」

　蠟ろう燭そくの灯ひが、ゆらゆらと重厚な内装を照らしている。

　自らの執しつ務む室しつで、使い込んだ樫かしの大机に積まれた書類の山を取り崩くずしにかかっていたクロウは、いきなり降って湧わいたひょうきんな声に手を止めた。

「本日ご紹介の品はぁー、『食事に混ぜてこっそり飲ませれば、気になるあの娘こもコレでイチコロっ！　妖よう精せいのおまじないつきホレ薬』！　お値段なんと今なら金貨百枚！　まあ安い……」

　耐たえようかと一瞬思ったが、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは意外と弱かったらしい。

　最後まで聞かないうちに、クロウは無言のまま持っていた羽ペンをナイフよろしく戸口に向かって投げつけた。

「ぎゃっ」という短い悲鳴の上がった方向を、いらいらと睨にらみつける。

「ケイ、いつもいつもいつも懲こりない奴だな。仕事の邪じや魔まをしたいなら帰れ」

「嫌だなあ我が君。あなた様がお忙しいのはこのサリタもよーく分かってますってえ。だからこそ、こうして癒いやし系商品をご紹介申し上げてるんじゃありませんか。お疲れの顔を見ると、元東方商人の血が騒ぐんですよねぇ」

　部屋に入ってきた眼鏡の男は、クロウを見た途と端たん顎あごを落とす。

「……って我が君。仕事で疲れたときにトリカブトの素す揚あげ喰くうのやめません？」

「別に花だから問題ないだろう。根の部分ならともかくとして」

「まああなた様ならそうでしょうけど、普通はそれでも危険だし、見てて気持ち悪いんですよ！　その紫色が人間の口に吸い込まれていくの！」

　ぎゃあぎゃあわめく家か令れいの声に耳をふさぎ、クロウは書類仕事を再開した。

「悪趣味もいい加減にしてくださいよー？　最近じゃ、夜中に目が光るなんてガセも流れてるらしいじゃないですかあ。まったく、相変わらずの〝毒龍公〟っぷりですねえ……」

　眉まゆ唾つばばかりの〝毒龍公〟の噂うわさの中に、クロウの性質をきっちり捉とらえたものがひとつだけある。

　それは、無類の毒好きである、ということだ。

　三度の飯めしより毒の研究が好きと言っても過言ではなく、寝ても毒覚めても毒、調合も解げ毒どくもお手の物。毒草を育てる庭まで、自分で管理している。

「いやー、自分めもね？　我が君が、幼い頃から毒を盛もられまくったもんで、毒物の知識を磨みがいて対たい抗こうしようとしたってところまでは納なつ得とくするんですよ。でも、それが高じて毒好きの変人に育っちゃうなんてねえ」

　聞き慣れた部下の軽口に、クロウは書類から目を上げもしない。

「毒の何が悪い。少なくともお前の怪あやしげな商品よりはよほど役に立つ」

「きたよこれだよ毒どく舌ぜつですよ。いや、いいんですよ？　人間嫌いの毒好きで、毒舌の毒龍公。毒三さん役やく揃そろい踏ぶみ、一いつ貫かん性せいがあって素敵じゃないですか」

「ああそうだ。毒はいい。飲んでも吐はいても効きくなんて最高だろうが」

「…………本当に口が減りませんねえ」

　ため息をつくケイをちらりと見やり、クロウは文もん句くを聞き流した。

「はあ、心配申し上げますよ我が君。もし自分めがいなくなりでもすれば、この人、ちゃんと社会になじめるんだろうか。何より、ただでさえ敵国に無理くり嫁がされた時点で第一印象最悪なユナイアの王女様とつつがなく夫婦できるんだろうかと。ああちなみにコレ全部独ひとり言ごとですから」

「独り言に注ちゆう釈しやくつける奴があるか」

「しかしユナイアも不思議ですねえ。病弱で王宮から出られないと噂の姫君なのに、本当にお嫁に来ちゃいましたもんねえ。で？　結局のとこ、そのシレイネ王女とは、キャッキャウフフな初夜は過ごせました？　まあ、ワルプルギスまではおままごととはいえ……」

「押し倒して首に剣を突きつけてきた」

「うへえ!?　じゃあ、窓から吊つるしたって使用人たちの話も本当だったんですか!?」

　固まった家令を尻しり目めに、クロウはトリカブトの素揚げに再び手を伸ばす。

　このぴりぴり舌を焼く感じがたまらない。うまくもなんともなさそうな不ぶ気き味みな色合いもいい。毒を含むと、死の気配を感じる。

　だから、毒は好きだ。

　死ねるということは、生きているということだ。毒は、生を実感させてくれる。

「ちょっとちょっとしょっぱなから何やってんですか！　相手は病弱な深しん窓そうの……」

「少しは頭を使え。ならばなぜ、本当に嫁いできたんだ」

「はい？」

「お前も言っただろう。王宮から出られない、それがシレイネという女だと。どうせ嫁いでこられないと見越した上で、こちらはあいつを望んだ。どうせなら一度要求をはねつけさせて、ユナイアにでかい貸しでも作っておこうとな」

「にもかかわらず、彼女はここに来た……なるほど、変ですよね」

「まあ、しばらくは様子を見るべきだろう。俺が見たときは活いきがよすぎるくらいだったが、ひょっとしたら、加減が日によって大きく変わる質たちなのかもしれない。風に当たるだけで熱を出すそうだから、浄じよう室しつを設えた寝間に押し込めておくのが無ぶ難なんだろうな」

「しかし、何でしょうかね。最近はあれもこれもユナイア絡み……」

　ケイのため息を聞きつつ、クロウは、手元にある書類に目を落とす。

　ここ最近、一番の懸けん案あん事じ項こうともいえる、領内に出しゆつ没ぼつするようになった夜や盗とうの件だ。

　ユナイアとの国境に程近い村を中心に略りやく奪だつを繰り返し、風のように消えてしまう。対策には、城内の警護兵まで含めてかなりの数を駆かり出だす羽は目めになっている。

（そして問題なのが、……盗とう賊ぞくどもの使う弓。赤い矢羽根は、ユナイアの正規軍の印であること。情報が領内に広まるのも時間の問題だ）

　絆きずなを深めるための、ユナイアからの花嫁。

　領内に出没する、ユナイアの武器を持つ夜盗たち。

　それが何を示すのか。

「まあ、いい。あの女やセタンタ王が何を企たくらんでいるにしても、来たら来たで、それなりに利用価値はある。俺は、クルヴァッハ領が安あん泰たいであればそれでいい」

「我が君……実は自分めの故郷では、あなた様のようなかたを〝このゲス野郎〟と呼んで賛さん美びするんですよ」

「そうか。参考になる」

　机に頰杖をついたまま、表情も変えずに言い放つあるじに、ケイは頭を抱えている。

「そりゃあね、あなた様が何をおいても自領の安全にこだわる理由は、自分めも分かっちゃあいますけども」

「……」

「だからって初夜にそんな乱暴、ひどすぎますよ。奥方さまですがね、そりゃあ綺麗な妖よう精せいさんでしたよ？　気き遣づかいひとつですこーんと惚ほれてくれそうなもんじゃないですか。あの据すえ膳ぜんに、」

「妖精、か……。知っているか？　妖精は、その名の表す如ごとく美しく儚はかないようでいて、性せい質しつは気まぐれで残ざん虐ぎやく。おまけに極上の呪じゆ毒どくを生み出す能力もあるそうじゃないか。確かに、あの女には似合いのたとえかもな」

　クロウの返しに、家令は一瞬押し黙った。

「黙って据え膳にされるような女じゃない。花のように美しかろうと、あれは毒花だ」

「我が君、それってどういう……」

　ケイの問いかけには直接答えず、クロウはふと書き物の手を止めてみた。

　あの姫君との付き合いは、時間的にはわずかだが、性格はよく心得ている。

　手荒くとも牽けん制せいはしておかないと、何を企まれるか分かったものではない。それが、クロウの知る〝シレイネ〟という娘だ。

　けれど。

「ケイ。相手の衣装を血で汚さずに首を刎はねるって、どうしたらいいんだろうな？」

「はあ？　アタマ大丈夫ですか、我が君。そんなの無理に決まってるでしょう。って、いきなり物ぶつ騒そうな質問しないでくださいよ怖いなあ」

「……そうだよな」

　あの晩こちらを見み据すえて毅き然ぜんと言葉を放った彼女は、──どうも違って見えたのだ。

　逆に咬かみつかれると思ったのは確か。

　でも、その強さは、悪意や裏があるわけではなく。

　たとえば初めて出会ったとき、彼女が自分に向けた、あの──

（少し見ない間に、何があった？　あの女に）

　姿形は同じ。

　けれど、姿形しか、同じではなかった。

（気のせいだ、あんなに似ている人間がいるはずない……だが……）

　考えかけて、仕事と関係はないと振り払う。

　余計な暇はない。なにせ、明みよう朝ちようまでに仕上げなくてはならない書類だけでも大変な数なのだ。

　しかし、一度途と切ぎれた集中力は、なかなか回復しない。彼にしては珍しいことだった。

「じゃあ我が君、もののついでにお耳を拝はい借しやく。そのシレイネ姫絡みで厄やつ介かい事ごとをひとつ」

「……つくづく聴く気の失うせる言い方が得意だなお前」

「聴く気がなくても勝手にしゃべっちゃいますもんね。実は、彼女のために揃そろえた食器、使用された形けい跡せきがないみたいなんですよ。身の回りの品も、いろいろ倉庫に残っているし」

　クロウは顔を上げた。

「……侍女たちや厨ちゆう房ぼうの者が、職務を怠おこたっているということか？」

「まだ確証は摑めてませんから、もうちょっと詳しく調べてみないといけませんがねえ。ちょーっとまずくないですか？　城の秩ちつ序じよに関わりますし、奥方さまの体調だって。シレイネ姫は、部屋に漂ただよう塵ちりやホコリを吸うだけで、肺を傷つけて血を吐はくと聞きますよ？」

「それは確かに……厄介だな」

「あなた様が奥方さまに冷たくするのはねー、牽けん制せいだとか戦で故郷を焼け出された使用人たちの心情を鑑かんがみてとか、まあ色々考えてるんでしょうから、自分めは何も言いませんが。主しゆ従じゆうのけじめは示さなくちゃねえ」

　ケイの言った事情に加え、あのシレイネのことだ。付け入る隙すきを与えれば、侍女への処しよ罰ばつなどで口出ししてくるどころか、受けた仕打ちを種に、両国の関係まで引っ搔き回しにかかる可能性だってある。

「……妙なことを企まれる前にケリを付けてしまうのが吉、か。次から次へと。よくもまあ問題が押し寄せてくるものだ」

　クロウはため息をつき、席を立つ。

　集中力は旅に出た。しばらく戻ってきそうにない。

「あれ？　我が君どこへ？」

「何か夜食を取ってくる」

「トリカブトあるじゃないですか」

「お前が喰え」

「いりませんよ、断固。というより、使用人に申しつけないんで？　そういうのは、自分めの仕事ですけどねえ」

「お前の軽かる口くちに付き合っていたら、気が散ったんだ」

　無理やり話を切り上げる形で席を立ったクロウの背に、間ま延のびした声が突つき刺ささる。

「あ、じゃあ自分は、野菜のチーズ焼きがいいでーす」

　あるかそんなもん、と言い返しかけたが、また不毛なやり取りが始まるのは目に見えていたので、クロウは黙って書斎を後にした。
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（食堂、食堂ってどっちだろ）

　夜の黒龍城を、煮こごったような闇やみが満たしている。

　ランプすら持っていないフェルは、壁にまばらに取り付けられた灯火を頼りに、暗い城内をさまよっていた。

（広い……）

　そっと心でぼやいてしまう。何も食べていないから、さすがに疲れを覚え始めていた。

　声をかけられたのは、長い螺ら旋せん階段をくるくると下っていたとき。そろそろ体力が限界にきて、意識が朦もう朧ろうとし始めたあたりだった。

「ちょっと、あんた」

「え」

　一瞬、幻げん聴ちようかと思う。

　幻聴であってほしいと思いつつ、ぎくしゃくと振り向いたが──残念ながらすぐ後ろには、小間使のお仕着せをまとった少女が立っていた。

「何やってんの？　こんな時間に」

（ぎゃあ！　見つかった!!）

　悲鳴を吞み込めたのは奇き跡せきに近い。

　とっさに頭をよぎった選せん択たく肢しは、傍かたわらの小窓から外に飛び出すだとか、壁に張り付いて壁のふりをするだとか、男らしいのか頭が悪いのか分からないものばかりだ。

　混乱が通り過ぎると、頭が冷える。

（あれ、この人）

　目の前に立った少女の顔を、フェルはぽかんと見つめた。

　年頃は、フェルと同じか少し上くらい。少しきつい印象を与える目元に、高い背。巻いて束たばね、綿のキャップの端から垂たらした黒髪。

　見覚えがあった。初日に部屋まで案内に立ち、あなたに居場所なんてないんだからと言った、あの少女だ。

「あんた新入り？　見ない顔だけど」

「え？」

「ああ、殿下が花嫁を迎えられたから、下働きの手が足りなくなったのね。あたしも侍女に昇格したばっかりだし」
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　一人納得する少女は、フェルがその花嫁と同一人物だと気づいてはいないらしい。変装しているのだから当然か。

「何やってんのよ、こんな時間に。迷子にでもなったの？」

「迷ったのもそうだけど、実は……」

　おずおずと、詳しよう細さいは伏せつつ事情を話すと、彼女は目を剝むいた。

「来たばっかりで勝手が分からなくてぼーっとしてるうちに食事を取り損そこねた!?　何それ馬ば鹿かじゃないの！　ドンくさい子ね」

「おっしゃる通りです」

　否定する要素もないので、フェルは全面同意した。毒どく気けを抜かれたのか、彼女は忌いま々いましそうにため息をついてそっぽを向く。

「もう……使用人の食堂に行っても、何も残ってないわよ」

「ですよね」

　フェルは肩を落とした。こんな時間だ、予想しなかったわけではない。

（どうしよう……かくなる上は木の皮とか靴くつ紐ひもとか）

「何ぼーっとしてるの。ついてきなさいよ」

　落らく胆たんと空腹であさっての方向を見ていたフェルは、棘とげのある声に我に返った。

「あの、どこに」

「決まってるでしょ、厨ちゆう房ぼうよ。なに、それも知らないの？」

　花嫁姿のときのきつい態度を知っている身としては、少々緊張してしまう。こっくり頷くフェルに深々とため息をつき、少女は注釈を加えた。

「食事取り損ねた使用人はね、ここじゃ、厨房で自じ炊すいなの。あたしたち用の材料なら好きにしていいけど、作り方には気をつけなさい。自炊といっても、火は使っちゃ駄目よ」

「え、そうなんですか」

　意外だった。

　火を使ってはダメだと言われたことではなく、厨房で自炊していいという部分が、だ。

「驚いた？　割と自由なんだって」と侍女の娘は片かた眉まゆを上げる。

「そりゃ、このお城で働くのは、覚かく悟ごがいるもんね。なんてったって、ご主人があの毒龍公殿でん下かじゃない。庭木は全部怪しげな毒草だし？　噂にも事欠かないわよー、侍女を夜な夜な一人ずつ殺して生き血を啜すすってるとか、面白半分に千人の召使を殺したとか」

　フェルは沈黙した。地元でも噂は健在どころか、地元のほうが強化されていやしないか。

「あとね、これはホントの話。このお城の地下牢、ものすごぉく広くて暗くて怖いのよ。入るとこ想像するだけでも発はつ狂きようしそうなくらいなのに、百人くらい押し込めそうなの。それが、クロヴィス殿下の代になってから増改築した結果なんだって。誰をどんだけ入れるつもりよ、って感じじゃない？」

「……そそ、そっか」

　改めて、ざあっと気分が急落する。

　えらいところに嫁とついでしまったものだ。身代わりとはいえ。

「とかまあいろいろ言われてるけど、そういう現場、実際に見た人はいないのよねえ。そもそも、ほとんど使用人と口なんてきかないかただもの。いつも眉間に皺しわを寄せて、不ふ機き嫌げんそうで」

　笑ったところなんて誰も見たことないんじゃないか、と侍女の娘は言う。

「あ、でも嘲ちよう笑しようか冷笑ならあるかも」

「それ笑うって言わないと思います」

「あはは。けど、意外に慈じ悲ひ深いの？　って思うとこもあって、なんともいえないのよ」

　ここにいるのは、戦争で働き口をなくした人ばっかりよ、と侍女は言う。

「去年ユナイアが攻めてきたときだって、兵たちに、無用な殺さつ戮りくや略りやく奪だつは絶対に許さなかったって。戦争にだって、最後まで反対してたって聞くし」

「え？　そうなの？」

「有名な話じゃない。今さら何言ってんの」

「でも、ユナイアが……攻めてきた？　戦争に反対？　だって、旦……クロヴィス殿下は」

　フェルの知っている話では、冷れい酷こくな毒龍公がいきなり辺へん境きようの街に奇き襲しゆうをかけ、そこから戦せん端たんが開いたということではなかったか。

「馬鹿。クロヴィス殿下が指し揮きを執とりだしたのは、戦の後半からだったでしょ！」

「あ、そういえば」

「まあ、あっちが攻めてきたっていっても、……大きな声じゃ言えないけど、あの戦争はイグレック殿下の差し金だって噂もあるし。ユナイア嫌いのあのかたが裏で糸を引いて、戦いくさ上じよう手ずのクロヴィス殿下を前線に担かつぎ出したんだって……みんな知ってることよ」

「イグレック殿下」

　誰だっけ。

（って、思い出した。資料に載のってた）

「『翠すい龍りゆう公こう』……クロヴィス殿下と腹違いの、第二皇子殿下、で合ってますか？」

「他に誰がいるの」

　呆あきれたように半はん眼がんを向ける彼女に、フェルは混乱した。初めて聞く話ばかりだ。

「イグレック殿下は、捕とらえたユナイア前王コノールを、ウーベル陛下の許可も無く勝手に処しよ刑けいしちゃったでしょう。しかも、クロヴィス殿下がやったなんて噂まで流して」

（そうなんだ。コノール陛下は、てっきり毒龍公が殺したんだと思って……知らなかった）

「着いたわよ」

　いきなり手にランプを押しつけられ、フェルは立ち止まった。

「はい？」

「これ、使うといいわ。あたしはこのお城、目をつぶったって歩けるもの」

　驚くフェルに肩を竦すくめて笑い、彼女は「あたし、ラナ」と名乗った。

「分かんないことあったら、これからもあたしに訊きいていいわよ。まあ、あたしは奥方さま付きの侍女だから、ちょっと離れてるけどね。この城、働きやすいけど、きちんと仕事をしていればの話なんだからね？　命令違い反はんとか、職務怠たい慢まんにはとても厳しいわ」

「まあ、そうですよね」

　あるじの不ふ興きようを買った使用人は、どこの国でも解かい雇こは当然として、オマケに罰ばつがつけられることもしばしばだ。

　よくて鞭むち打うち、悪くすると城壁に吊るされたり、冬の川に放り込まれたり……。

　あの毒龍公なら、即座に殺されるのもありうるかもしれない。

「……ここじゃ、殿下のご機嫌を損ねたら毒草の肥ひ料りようにされるんだとか、言うし？　勝手の分かんない子がへましたら、みんなに迷めい惑わくがかかるじゃない」

「ありがとう……ございます。ラナさん」

　久しぶりに受ける親切だ。頭を下げると、ラナは「ちょっと、やめてよ」と手を振った。

「あと、さん付けしたり、いちいち敬語使うのもやめて。遠えん慮りよとか、面めん倒どうくさいわ」

　言い捨てると、彼女はさっさと背を向けてしまう。

　言葉は刺とげ々とげしい。けど、優しい人だ。

　遠のく足音を聞きながら、フェルは思わず笑えんでしまった。




　ランプのほのかな明かりに照らされ、厨房の様子が浮かび上がる。

　鉄の大鍋に、肉切り包ぼう丁ちよう。天井から吊るされた、何種類ものハーブ。

　棚にころんと置かれた、オレンジ製のポマンダー。橙だいだい色の表皮に、クローブをびっしり刺したポマンダーは、虫よけを兼かねた飾りの一種だが、かけてある赤いリボンを見るに、厨房長はなかなかに洒しや落れ者ものなのかもしれない。

　ここは、高貴な皆々様とは、無縁も無縁な空間だ。料理人は下働きの仲間であり、純じゆん然ぜんたる庶しよ民みんの領りよう域いきである。

（あーいい空気！）

　そういうわけで、フェルはまず、思いっきり深呼吸してみた。

（そうそうそう、これ、この空気！　ごちゃごちゃしていて、使い古されてて、生活のにおいがするの。落ち着く！　素晴らしい！　庶民最高……）

　親しみのある空気をひとしきり堪たん能のうした後、フェルはほくほくと悦えつに入る。

　さて、これからどうしようか。

（材料、好きに使っていいんだっけ？　なんか、残り物ないかなあ……あ、このかぼちゃだいぶ熟うれてるし、早く食べないとやばそうな感じ。けど、火は使えないんだった。いっそ生でかじる？　歯が折れそう）

　かたん、と。

　かすかな音とともに、入り口に人の気配を感じたのはそのときだ。

「誰かいるのか？」

　突然の闖ちん入にゆう者しやは、どうやら男のようだった。

　ランプの光が届かず、相手の姿は見えない。しかし、誰すい何かの声が少し鋭するどさを帯びているような気がして、フェルはぎょっと身構えた。

「あ、怪しい者じゃないんです。あまりのひもじさに放ほう浪ろうしていたら、こちらに案内してもらえてですね、好きなもの作っていいと言われまして」

　取りつくろうのも忘れ、ほぼありのままでしどろもどろに釈しやく明めいしていると、相手の男がふっと肩の力を抜いたのが分かった。

「ああ。お前、召使か？　……新顔だな。入ったばかりか」

　どうやらこっちの姿は、相手にはよく見えるらしい。

「え、あ、はい。まあ、そのようなものです」

　そうか、と相手があっさり納なつ得とくしてくれたので、ほっと息をついた。

「そういうあなたは？　こんな時間に厨房にいるってことは、ひょっとして夕飯食いっぱぐれ仲間だったりとか」

　安心すると気安さが出てきたらしい。今度はこちらから質問する。

　厨房にやってきたくらいなのだから、彼も、きっと下げ男なんか何かなのだろう。

「…………まあ、そんなものだな」

　肯こう定ていには一瞬の間が空いた。ちょっと戸と惑まどっている風でもあった。

　その間に、フェルはお城の夜や警けいの人だと当たりをつける。

「何か腹に溜まりそうなものはあるか？　もう一人仕事場に残してきた奴がいるから、できればそいつの分も」

「残念だけど、何も見当たらないですね。チーズとかワインとか簡単なものしかありませんから、お仕事が朝までかかるなら、それだけじゃ持たないかも」

　問われるまま、きょろきょろとあたりを確認したあと、フェルはふと提案してみた。

「よかったら、何か作りましょうか？　冷たいものだけになりますが」

「ああ、それは助かる。火を使うのも構わない。俺がいるから」

「え……」

（どういうこと？　この人はそこそこ偉い人なのかな。夜警の団長さんとか？）

　訝いぶかしむのも一瞬、すぐに気を取り直した。

「了解しました！　何かご希望は？」

「俺は別に……ああ、そういえばあいつ野菜のチーズ焼きがいいとか抜かしてたな」

「お安いご用です」

　彼が何者かはこの際どうでもいい。

　ついでに自分も数日ぶりの食事にありつけるなら、それに越したことはないのだ。




　かぼちゃの皮を洗って二つに割る。

　綿わたを取って軽く蒸むし、クリームソースで和あえた茄な子すや鶏とり肉にくを詰めてオーブンに放り込んだ。削けずったチーズをたっぷりかけたから、しばらくすれば香ばしい匂いが漂ただよってくる。

　かぼちゃを焼くだけでは薪まきがもったいないので、スープも作ることにする。いい具合に、これまた使いかけの玉ねぎが転がっていた。

「たいしたものだな」

　フェルの手元を覗のぞき込んだ彼が、ぽつりと呟つぶやく。

　ちなみに、彼については、名前を知らないどころか、いまだに顔すら見えていない。

　調節をしていないから、相変わらず、ランプの光は手元までしか照らしてくれないのだ。冷静に考えると、奇き妙みような状況だった。

「そうですか？　お料理しませんか、そりゃそうですよね」

「秤はかりやら匙さじやらには調合でしばしば触れるんだが」

（……調合？）

　なんとなく引っかかり、フェルは首を傾かしげた。

　しかし、細かいことは気にしても仕方ない。

　せっかく振ってもらった話題だ。さっそく乗っかることにする。

「ってまあ、このご時世ですからね。男のひとは、剣は握にぎるけど包ほう丁ちようは触さわらないし、編み物とか庭いじりとかしませんもん」

「いや？　庭いじりなら、俺もする」

「えっ、珍しいですね。何育ててるんですか？　観かん賞しよう用ようですか、それとも実用のもの？　花？　野菜？」

「実用だ。野菜じゃないんだが、そういえば花を咲かせるものが多いな……。もうすぐ見頃なのはヘレボルスか。鈴すず蘭らんやベラドンナはかなり先かな。今盛りなのは、さしずめシュア・ノーツァの黄色い花といったところだ」

「わ、なんだか聞いたことない名前ばっかり。鈴蘭だけしか分かりません。それにしても、実用で庭いじりが趣味なら、奥さんは大助かりでしょうねー。お嫁さん思いの旦那さんです」

「それはどうだろうな」

「え？　あ、すみません。まだ……？」

「結婚はしたところだ、つい最近な。……だが、心は別の話だ」

　空気の動きで、彼が肩を竦すくめたのが分かった。

（あれ、触れちゃいけなかったかな。気をつけよ）

「すみません、変なこと言いました。まあ、どーしても相性合わない相手っていますもんね！　たとえば、今わたしが請うけてる、仕事の契約取引先がそうです」

「仕事？　ここ以外の？」

「……えーとまあ、そうです」

　正確には、契約の内容は『結婚』という取引である。

「へえ。そんなに嫌なのか？」

『推定・夜警のお兄さん』はフェルの話に興味を持ったようだ。

「はい。相手の男がとにかくイヤな奴なんです。怖くて乱らん暴ぼうで目つき悪くて鬼き畜ちくで不ぶ気き味みで何してくるか分かんない未知の生き物で、おまけにどうもわたし嫌われてるみたい」

「相当だな」

　相手の声に動揺が混じる。ちょっと罵ののしりすぎたかもしれない。見た目はすごくかっこいいんですけど、と言い訳のようにはさんでおいた。

「そこまで嫌なら、逃げ出すわけにはいかないのか？　仕事といってもひとつじゃないだろう。相手もお前と相性が悪いと感じているなら、互いに不都合はないはずだ」

「いろいろ事情があるんです……。まず、相手は身分のある人だから、こちらからは絶対に契約を切れないっていうのがひとつ。それと何よりも」

　基本、事なかれ主義のフェルは、いつもならいざこざも穏おん便びんに済めばいちばんいいと考える。

　しかし、事なかれ主義以上に、負けず嫌いな性格も自覚があるのだ。

　玉ねぎを腹立ち紛まぎれにダカダカ刻きざみながら、フェルはきっぱり宣言した。

「こっちだって仕事です。嫌われるなら、職人的にいっそ蛇だ蝎かつの如くまでとことん突き詰めて、相手にドン底気分味わわせてカネづるにした挙あげ句くポイしてやりたくて」

「カネづ、……。そうか。したたかだな」

「したたかですよ」

「……そして口も悪いな」

「ついでに頭も悪いですよ」

　減らず口に呆れた声を聞き流しつつ、みじん切りの玉ねぎを炒いためる手を止める。

　しんなりとして飴あめ色いろに染まった玉ねぎに、コンソメスープの残りを注ぐと、ほわんと甘い匂いが漂った。塩と黒コショウで味を調ととのえて卵を割り入れれば、でき上がりだ。

　オーブンから取り出したかぼちゃの上で、溶けたチーズがとろりとした光こう沢たくを放っている。かぼちゃを丸ごと器にしたチーズ焼きは、フェルの得意料理のひとつでもあった。

「できました。簡単なものばっかりですけど」

　手早くこしらえたチーズ焼きと、スープをテーブルに並べる。

　かぼちゃを皮ごと切り分けると、相手がわずかに訝しむ気配がする。

（ああ、皮ね）

　フェルは、底光る眼鏡めがねのつるを、指先で押し上げた。

「皮まで食べられますよー。というか捨てるなんて有り得ない、お貴族さまじゃあるまいし。芋いもの皮だってイケるのに、かぼちゃなんて初歩ですよ、初歩。食べられないかどうかなんて食べてみてから決めればいいことです」

　レンズの奥で、かっと目を見開いて、「残すことは許さない」と言げん外がいに匂わせる。

「は？　芋の皮……？」

「ええ芋の皮。細かく砕くだいてカリカリに炒めて揚あげ物ものの衣に混ぜると美お味いしいです。野菜屑くずは出るものではありません、出すものなのです。魚の骨も同じ手で再利用できますよ！」

　誰だったか、偉い人が言っていた。「もったいないは世界を救う」と。

　しかし、彼がためらいがちに皮にフォークを刺すのを見ているうちに、ちょっと反省する。見ず知らずの相手に、我ながらずいぶん偉そうに演説をぶってしまったものだ。おまけに、調子こいて込み入った話までしたような。

「そういえば、あなたはこのお城のどのあたりで働いてらっしゃるんですか？」

　お持ち帰りの分を別の皿に取り分けながら、フェルは何気なく訊いてみた。

「…………」

　しかし、返ってきたのは沈黙だ。食器のこすれ合う音が消えると、暗がりに静せい寂じやくだけが残る。

「あ、あの……夜警のかた、ですよね？」

　不意に、テーブルの向こう側から黒衣に包まれた腕が伸びる。

　薄闇の中に浮かぶ指には、剣だこがある。思わず目で追ったフェルは、彼がランプを引き寄せたのだと気づくのに数秒かかった。

「……ああ、そうか。そちらからは、俺の顔はよく見えないんだな。道どう理りで、妙に肝きもの据すわった召使がいたもんだと」

　納得したように、『推定・夜警のお兄さん』は手元のランプを掲かかげた。

（……黒い服？）

　光につられるように、フェルはゆっくりと視線を上へとずらしていった。

　口元から半分も見えなかった顔が、硝子ガラス越しの炎ほのおに照らし出される。

　胸元にかかる編んだ黒髪、よく鍛きたえられた細身。

　問題は、その上に乗っかる顔だ。精せい悍かんな面ざしに、猛もう禽きんを思わせる鋭い目つき。

「え」

　がたん、反射で椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。勢いがつきすぎて後ろにすっ転んだ。

　見覚えがあるどころか──つい先日殺されかけたばかりの。

　さっきなど思いっきり悪口を言ったところだ。

　あろうことか……本人に。

「ぎょええぇええ!?」

　ど、

（毒龍公──ッ!?）

　夜の厨房に、フェルの身も世も無い悲鳴が響き渡った。




　よく考えれば、気づく機会はあったのだ。

　城主が一緒なら火を使う許可もへったくれもない。けったいな名前の植物ばかりの庭いじりだってそう。実用も何も、鈴蘭にあるのは猛もう毒どくである。

　馬鹿じゃないか自分。いっそ脳みそ交換したい。でも、ベルファスティスの夜間市で脳みその特売は無かった気がする。どうしよう。

「……い、おいっ！　大丈夫か」

　頰にぺちぺち軽い衝しよう撃げきを感じ、フェルは床にへたり込んだまま自じ失しつしていたことに気づいた。すぐ目の前に、凍こごえた水みな底そこ色いろの双そう眸ぼうがある。

「ひいっ」

　干かん潮ちようをしのぐ勢いで、ざあっと顔から血の気が引いた。

「すすすみません、知らなかったというか暗くて顔が見えてなくてですね」

「だろうな」

「ですから、申し訳ございません、その」

　申し開きをしようにも、べらべら気軽にくっちゃべった挙げ句、その内容が本人目の前にして鬼畜だの変人だの悪口三ざん昧まいだから救いようがない。

　間違いなく死んだ。与えられる罰ばつはなんだろう。毒龍公は侍女の生き血を吸うって噂もあったし、こんがり焼かれて塩で味つけされるとか！

「わたし骨ばっかりで食べてもおいしくないんです……！」

　うずくまってぶるぶる震えていると、ふと、耳が「ぷ……」と噴ふき出すような音を拾う。

「へ？」

　改めて顔を上げると、『推定・夜警のお兄さん』──こと、確定・毒龍公クロウは、何やら横を向いて肩を震ふるわせている。

「……ひょっとして、笑ってます？」

「いや、だってお前、その頓とん狂きような許しの乞こい方はどこから出てきたんだ」

　その言い回しに、あ、とフェルは気づく。

（ひょっとして悪口言いまくったのに気づかれてない？　ああそっか、だって今、わたし変装してるんだ！　仕事の契約先が自分のことだなんて分かるわけないもんね）

　さりとて、気安く接していたのを咎とがめられる風ふ情ぜいでもなく。口元に手を当て、くつくつと喉のどの奥を鳴らす様子を見ていると、なんだかどっと力が抜けた。

「しかも、最初の悲鳴。二十一年生きてきたが、今まで聞いた中でダントツに色気のない悲鳴だった。いくらなんでも『ぎょええ』はない、『ぎょええ』は」

「……それだけびっくりしたんです。人間、黄色く『キャー』なんて叫ぶのは、本当の非常時じゃないんですよ」

　力が抜けたら腹も据すわった。

（もう取りつくろっても仕方ない。こうなればとことん開き直ってやる）

　ぼやき半分に返しながら、まだ笑い続ける相手をとっくり見る。

（あれ……ちゃんと、笑うんだ？）

　まるで雪ゆき解どけのようだ。

　魔物もかくやという凶きよう悪あくな目元だが、笑うとずいぶん印象が柔らかくなる。

　もともと、顔立ちは相当に整っているのだ。まとう空気が和やわらぐと、常つねより少しあどけなくて、段違いに親しみやすい。

　立ち直りが早かったのは、この空気に安心したせいかもしれない、と少し思った。

「お前、面白いな」

「……ありがとうございます。不本意です」

　笑い含みの評価を聞き流していたフェルは、次の一言も過ごしかけた。

「名は？　新入り、では呼ぶのに体てい裁さいが悪い」

「フェルディアです」

　とっさに本名を答えてしまった。噓うそを教えたほうが良かっただろうか。ちらりと考えたものの、不思議と後こう悔かいはない。

「名付け親は聖職者か？　神話に出てくる英雄の名とは、ずいぶん勇ましいことだ」

　フェルディア、と。彼は舌の上で聞いたばかりのそれを転がしている。妙に気き恥はずかしくなってきて、「長いので、フェルとでも」と小さく付け足しておいた。

「あの、……ご無礼を。すみませんでした」

　改めて頭を下げてみたが、返すほうは鷹おう揚ようである。

「別に。その程度で無礼と咎とがめているほど暇でもない」

「……参考までに。その程度が『ある程度』まで達するとどうなるんですか？」

「さあ？　実験台にするくらい、かな」

　ああ、毒のですね。分かりますとも。……訊きかなきゃよかった。

「でも、なんで皇子殿下が厨房になんてお出ましなんですか……？　貴とうといご身み分ぶんのおかたといえば、お夜食なんて、運ばせるのが常だとばかり」

　恨うらみがましく呟くと、「まあ、そうなんだが」と返される。

「近々大事な来客も控ひかえているし、使用人たちは昼間さんざん働いて疲つかれているんだ。叩たたき起こすのは忍びない」

「そう、ですか」

　新鮮だった。

　ずっと使われる側にいたフェルだが、こんなふうに考える人は初めて見たのだ。

（貴族のかたがたって、わたしたちを空気みたいに考えてるのかって思ってた）

　おまけに、手を引かれ、「ほら」と助け起こされた。

　見ているだけでは気づかなかった。大きな手だ。

「手間をかけたな」

　ぼんやりしているうちに、クロウはいつの間にか食事を終えていたらしく、仕事仲間──おそらくはケイのことだ──用の夜食の包みを持って席を立ってしまう。とっさに「あ、お運びします」と言ってしまったのは、長年の使用人根性のなせる業わざだ。

「いい。俺が持って行ったほうが早い。お前も疲れているだろう？」

「あ、……ありがとうございます」

「そうだ、それと」

　一度背を向けかけ、クロウはふと何かに気づいたかのように振り向いた。

「この時期に新入りということは……お前、シレイネの下げ女じよか？」

「いぃええ!?　ぜんっぜん!?」

　反射で答えたフェルに、クロウはちらりと何か考え込むような顔を見せる。

「そうか、残念。あいつについて気がかりな報告を聞いたから、もし何か知っているようならと思ったんだが……」

「……気がかり、ですか？」

（ひょっとして、侍女たちから受けている無視のこと？）

　思い当たる節に、ふと真顔になる。ごく微び妙みような変化ではあったのだが、クロウは、そんなフェルの様子に、わずかに目を眇すがめた。

「いや、なんでもない。早く休めよ、フェル」

　呆然としているうちに、かすかに微わ笑らう気配を残し、黒い背は厨房の扉に消える。こつこつと響く硬こう質しつな足音も、すぐに静かな闇に紛まぎれてしまった。

　初夜で花嫁の喉のど笛ぶえに剣を突きつけた野や蛮ばんな男と。

　使用人にまで、優しい気遣いをしてくれる城主さま。

　働かない頭を、ぎこちなく傾かしげる。

（えーと。……同一人物？）
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　思いがけずあたたかな夕飯にありつけたフェルだが、残念ながら侍女たちの職務放ほう棄きは終わったわけではなかった。

　さらに三日ほど経たったものの、世話どころか、姿も見せない。

　さすがに食事だけは、出してはくれる。毎日、扉の外に一杯の水と冷えたスープ、パンがひとつだけ置かれているのだ。

　結論からいうと、フェルとしては──

　実に、気楽だった。




「どーしてぜんぜんこたえる気配がないのかしらね、あの女!?」

　目の前で綿のキャップごと頭を搔かきむしる『同どう僚りよう』を見て、フェルは苦笑した。

　あの晩知り合ったラナとは、その後もなんだかんだで交流が続いている。

　あまり顔が割れるとまずいので、ほかの使用人たちの目を避けるべく細心の注意を払いつつ、世話焼きな彼女について回るうちに、お城の勝手が分かってきたものだ。

（嫁いできたばかりの花嫁に、理由もなく意地悪するような人には見えないんだけど……）

「ねえフェル、あんたも変だって思わない!?　あのお姫さま、たまに窓辺で見かけるときは、いっつも平然としてんのよ！　病弱なら熱のひとつも出せってのよ」

　ぼんやり考え事をしながら藁わら箒ぼうきでざかざか中庭の落ち葉を掃はいていたフェルは、突然水を向けられてびくついた。

（そりゃあまあ、掃そう除じも洗せん濯たくも、勝手にやっちゃってるから……）

　フェルとしては自助大歓迎である。タダ飯食らいは気が引けるし、働かないと暇ひますぎて死んでしまう。

　最近は気に入った洗濯桶おけや箒を見つけては、部屋にこっそりと拉ら致ちしている。襤ぼ褸ろを譲ってもらって雑ぞう巾きんも縫ぬった。たいそう楽しかったことは告白しておくが、おかげでベッド下が掃除用具で混こん沌とんと化し、とても他人さまには見せられない。

「なによ。……あたしたちが、あたしがバカみたいじゃないの」

「ラナ」

　唇くちびるを嚙かむラナを見て、フェルは不思議に思う。

「どうして、そんなにわた……奥方さまを目の敵かたきにするの？」

　シレイネ──正確にはフェルだが──を無視するよう扇せん動どうしているのはラナだと、フェルはここ最近でよく知っている。

「……あんたは違うっての、フェル」

「え？」

「あんたは、ユナイアのお姫さまが憎にくくはないの」

　あたしは憎いわ、とラナは吐はき捨てる。

「あたしの故郷、ユナイアとの国境にあったのよ。この前終わったばかりの戦争……最初に焼かれたのがあたしの村だったわ」

　虚きよを突つかれてフェルが黙り込むのと裏うら腹はらに、ラナの声は大きくなっていく。

「別に、あのお姫さまが何かしたってわけじゃない。ユナイアのほうも、コノール王が死んだ。戦争なんだから仕方ないことだし、誰も恨うらまなくていいのは分かってる。でもね」

　憎くて仕方ないの、と続けるラナの声が震えている。

「父を……亡なくしたの。友達だって、何人も。みんな同じよ。だから」

「ユナイアのお姫さまに八つ当たりするのは仕方ない？」

　フェルが返すと、かっと頰に朱しゆを走らせ、ラナは黙り込む。それから、小さな声で「悪いことをしてるって自覚はあるわ」と呟いた。

　フェルは首を傾げる。

「まあ、悪いことではあるんだけど。それは相手にっていうか自分にね」

「え？」

　わしわしと頭を搔かきかけ、そうだカツラだったと慌てて自じ重ちようする。

「恨まないわけはないし、憎むのだって普通だと思うけど……ラナの場合、嫌がらせをするたび自分がどんどんイヤな人間になってく気がしてるんでしょ？　結局、苦しんでるのはラナじゃない。損してるって絶対」

　呆あつ気けに取られるラナを見て、フェルは思い出す言葉があった。

　──かわいいフェル。王族っていうのはね。

　ユナイアの王宮の奥、緑したたる中庭にフェルを呼び寄せて。いたずらっぽく微ほほ笑えみながら、シレイネ姫は教えてくれた。愛らしい仕草にまるでそぐわないことを。

　王族は血を流すためにいるのよ、と。

　──わたくしが、きれいなものに囲まれてきらきらふわふわ優ゆう雅がに笑っていられるのはね、国同士のことで誰にどう恨まれても、この首ひとつで全部おさめるときのためなのよ。

　そう話す彼女の瞳は、どこか冷たく無む機き質しつで。なぜだか、少し怖くも感じた。

（そう。だから、嫌がらせされるのも、身代わりの仕事のうちだし。平気なのよ、わたしはね）

　けれど、それはフェルにしてみればの話である。

　毒龍公の見方は違う。どんな理由であれ、勝手な職務放棄は契約違反だ。

（あの晩、シレイネ姫の身辺で何か変わったことは、って訊かれたっけ。調べてたんだろうな、きっと）

　本人いわく、無礼がある程度まで達したら──

（じ、実験台……）

　フェルが受け流すだけで済めばいいが、このままでは、ラナのほうが危ない。

　それをどう伝えたものか悩んでいると、ラナはふっと息をついた。

「そう……そうよね。ありがと、なんかスッキリしちゃった。あたしが言い出したことだけど、そろそろいい加か減げんにしないとよね。今日なんか、おなかでも壊せばいいやと思って、もっと意地悪企たくらんでたの。今からでも厨房に行ってやめてもらわな……」

　ばたばたと慌ただしい足音が近づいてきたのは、そのときだった。

「ラナ、大変よ！」

　息せききって現れたのは、顔を青くしたほかの侍女だ。

「殿下が、急に奥方さま付きの使用人を全員集めろって……」

　慌てて身を隠したフェルに気づきもせず、彼女はまくしたてる。思わず天を仰あおいだ。

（──やっぱり、きた）




　顔色を変えたラナが連行されていった後、フェルは大急ぎで自室に取って返した。

　クロウが新妻にあてがったのは、三階の部屋だ。それが「逃げ出すな」という警けい告こくも兼ねていることは、言われなくてもよくよく分かった。

　しかし、実のところ、彼の思おも惑わくはまったく用をなしていない。

　なぜなら、フェルの逃とう走そう経路は毎回同じである。初しよ犯はんのあの日から。

　誰もいないことを確認し、スカートの裾を膝ひざの上で結んでしまうと、石壁に手をかける。

「せーの」

　小さく気合を入れ、垂すい直ちよくの壁を、わずかな足がかりだけでよじ登った。高級キノコ採とりの仕事で崖がけ登のぼりをしておいて良かったと、今ほど実感したことはない。

　バルコニーから部屋に入って早々に、召使のお仕着せを脱ぎ、手際よく畳たたんで衣装びつの底にしまう。むしり取ったカツラやキャップも放り込んだ。

（……よく考えなくても、すっごく無む謀ぼうなことをしようとしてるのよ、わたし）

　今は身代わり花嫁の身だ。ただでさえ薄はく氷ひようを踏ふむような危険の上で生活しているのに、進んで余計なことにまで首を突っ込もうとしている。

　目的を忘れたわけじゃない。最優先は、一日も早い離り婚こんと帰国。分かっては、いる。

（でも。……ここで見捨てたせいでラナたちがひどい罰ばつを受けるんだとすれば、そっちのほうが院長先生は悲しむ気がする。わたしが後こう悔かいすることに、なるから。それに──）

　ソバカスを拭ふき取り、クローゼットから一人でも着られるドレスを選び出す。

　カツラに押し込んだせいでぐっちゃぐちゃの髪は、[image: 櫛]くしを通せば、淡い緋ひ色いろを帯びた銀色の滝となって輝きを放つ。

（転ぶからには、タダで起きてちゃもったいない。この危機、離婚の好機に利用してやろうじゃないの！）

　数分後。

　大きな鏡の中には、見事な『シレイネ姫』ができ上がっていた。

　姿見の中に、完成した我が身を認め、フェルは最後ににっこり微笑んでみた。

「よっしゃ、──行きますわよ」
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　呼び出された大広間で頭こうべを垂たれながら、ラナはぐるぐると回る思考を持て余していた。

（どうしよう……！）

　ちょっと意地悪をしてやるだけのつもりだった。

　甘くも見ていた。少しくらいなら大丈夫だろう、と──

「さて」

　静かな大広間で、一人上かみ手てに座したクロウの声はよく通る。

「なぜここに呼ばれたか、皆、言わなくても分かっているんだろう？」

　ずらりと集められたのは、侍女から厨房長まで、直接シレイネの身の回りに関わる者全員だ。

　水を打ったような静せい寂じやくの中、誰しもが、視線を交わすことすらできない。ただ俯うつむき、跪ひざまずいたまま、じっと耳を傾けるしか。

「別に、あれ自身のことなどどうでもいい。だがお前たちは、少し調子に乗りすぎた。命令違反どころか、なかなか舐なめた真ま似ねをしてくれる。……覚かく悟ごはできているだろうが、な」

　その一言を聞いた途と端たん、石になる呪いでもかけられたみたいに、ラナは指先から身体が冷えていくのを感じた。

（早く引き返せばよかった。バレたらただじゃ済まないって分かってたはずなのに……！）

　もう、お終しまいだ──唇を嚙んだところで、唐とう突とつにその声は響いた。

「お待ちくださいな、旦那さま」

　侍じ従じゆうの手で、重い扉が軋きしみながら開かれる。

　その奥から、軽やかな足音とともに入ってきた人物に、誰もが息を吞んだ。

（シレイネ姫……!?）

　ラナは、ぽかんと口を開けていた。彼女の登場が意外だった以上に──その容姿に目を奪われる。

　妖精のような、とは、彼女にしばしば贈られる賛さん辞じだ。

　腰を飾る大きな白いリボン飾りが、薄桃色のシフォンドレスに、まるで羽根のようにゆらめいて見える。たっぷりした銀髪を一房だけルビーの飾りで留とめ、ミルク色の肌に咲く赤い唇に微び笑しようを湛たたえたシレイネ姫は、まさに花の化け身しんのようだった。

「お前を呼んだ覚えはないが、シレイネ。……それに、外出は禁止したはずだがな？」

　誰もが声もなく見守る中で、唯ゆつ一いつ不ふ快かいげに眉まゆをひそめたのはクロウだった。

「まあ。だって、わたくしたち夫婦なのだもの。お城のことなら、わたくしも加えていただかなくては。特に、わたくしに関するお話をされていらっしゃるときには。違って？」

　つかつかと歩いてくると、クロウの前で足を止める。

　誰もが言葉さえ封じられた毒龍の視線を、彼女は平然と受け止めた。

　ラナは歯を食いしばる。

（この期ごに及んで、何を告げ口しにきたのよ）

　とどめのように、自分が受けた仕打ちを並べ立てるつもりなんだろうか。

　かと、思いきや。

　縮こまって平伏した使用人たちをぐるりと見渡して、シレイネ姫は意外なことを口にした。

「旦那さまは、むやみに使用人たちをいじめるのがお好きなのかしら」

「……ほう？」

　この人はいったい何を言い出すんだ。

　呆気に取られるラナの前で、挑戦的なシレイネ姫の言葉に、クロウは唇の端を上げた。

「そう来たか。……何が狙いだ？　まあ、いい。ここは、俺の領。俺の城。召もち使ものにどういう理由でどんな処分を下そうがお前に断るまでも無いことだ」

「あら。では、その理由とやらを当てて差し上げましょうか。みなさまがお仕事を放り出していたというお話でしょう？」

（ほらね、やっぱり。このお姫さま、仕返しに、あたしたちを断だん罪ざいしに来たんだ……）

　改めて確信し、ラナはいよいよ目の前が暗くなりかけた──のだが。

「全部、事じ実じつ無む根こんのことでしてよ」

　シレイネ姫の続けた言葉に、ラナは思わず息を吞んだ。

「お部屋はきちんと片付いておりますし、こうして身なりだって整えて人前に出ていることが、何よりのあかしでなくて？　いったい、どういう咎とががあるのでしょう」

「確かに健康そうではあるな」

　冷たい視線を妻に投げ、クロウは静かに問う。

「……要は。お前は、俺が誤あやまった情報に踊らされた愚おろか者ものだと？」

「ふふふ。心外ですこと。旦那さま、わたくしにそこまで言わせるおつもり？」

　クロウは指で眉間を軽く揉もむと、「お前の言い分はよく分かった」と続けた。

「罪のない者を咎めるなら、それは俺の罪だ。だが、咎を受けるべき者を庇かばい立だてすることも、やはり罪深い。違うか？」

「埒らちが明あきませんわね。では、こうしましょう」

　唇に当てていた人差し指を天に向け、シレイネ姫はこんな提案をした。

「わたくしのお部屋においでくださいませ。お部屋がちゃんと片付いていれば、みなさまがきちんとお仕事をされていた証明になりますわね」

「では、荒れていれば？」

「夫を侮ぶ辱じよくしたのです。みなさまが受ける罰をわたくしも受けますわ。鞭むちで打つなり毒を盛るなりどうぞお好きに」

　無言のまま、クロウは、椅子から立ち上がる。

　段から静かに下りてくる彼に、シレイネ姫は少したじろぐような気配を見せた。

「──勘違いのないよう言っておくが」

　シレイネ姫を見下ろしたまま、嚙かんで含めるように口を開き。

　それから彼は、おもむろに手を伸ばすと、シレイネ姫の白い咽の喉どを無む造ぞう作さに摑む。

「俺が望むのは、城と領内の厳格な秩ちつ序じよ。花嫁の身の安全など、所しよ詮せんは二の次にすぎない。噓うそいつわりあらば、お前でも容よう赦しやはしない。それでもあくまで、彼らを庇い立てすると？」

「……！」

　締め上げるように指に力がこもるのを見て、場が凍こおりつく。

　さすがにこれにはシレイネ姫も苦しげに顔をゆがめたが、すぐに夫を睨み返すと、手を引き剝はがして押し返した。

「なんなら神誓ゲツシユにしましょうか。たとえ天が我が上に崩れ墜おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞み込まんとも、我が誓い破らるることなし。わたくしは、真実を告げていると誓います。なんら害を受けることなく生活してきたと。噓いつわりあらば、どんな罰でも受けると」

　これには、当の二人を除き、その場にいた誰もが血の気を失くした。

　神誓ゲツシユ──それは、神に立てる誓いだ。

　特定の文もん言ごんを枕まくらにすれば、すなわち神誓の体てい裁さいを成す。

　守らねば死あるのみという、強力なまじないだ。

　聖職者の前で立ててこそ本来の形だが、ただ口にするだけでも十分効力を持つ。ましてや、こんな大勢の証人がいては。

「そんなのダメ！」

　思わず恐怖も忘れ、ラナは叫んでいた。

（お姫さまは家事のことなんて分からないから、ほとんど使ってない部屋なんて綺麗なものだと思ってるんだろうけど！　数日も放っておけば、煤すすで壁や天井も真っ黒になるし、埃ほこりだってたくさん積もる。ちょっと調べるだけで、まる分かりだわ……！）

　負けるのはシレイネ姫だ。

　おまけに、神誓など口にすれば、どんな罰を受けても文句は言えなくなってしまう。

　確かに、彼女は憎らしかった。けれど、こんなことがしたいわけじゃない。

「あたしが……みんなを煽あおったんです。だから、お咎めならどうぞあたし一人に……」

「心配なくてよ」

　震えながら俯うつむいていたラナは、おずおずと顔を上げる。晴れやかな笑顔を浮かべ、シレイネ姫は、いつの間にかラナを見ていた。

「でも」

「まあ、見ておいでなさいな」
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　一方。

（こ……怖かった！）

　涼すずやかな微笑は崩さないまま──清せい楚そなシレイネ姫の中身ことフェルは、背中にびっしょり冷や汗をかいていた。

（神誓まで出したのはやりすぎかもだけど……だ、大丈夫よ。とくと見ればいいんだわ）

　部屋までの廊下がひどく長い。侍従が扉を開く動作が、妙にゆっくりに思えてしまう。

　しかし、結論から言うと──

「……え？　なに、こんなに綺麗な部屋だった……!?」

　ラナの呆然とした声が、すべてを物語ってくれた。ともに部屋に赴おもむいた者たちも、そこに広がる光景に啞あ然ぜんとしている。

　天てん蓋がいつきのベッドは、真新しいシーツに皺しわひとつなく、清せい潔けつに整えられている。

　艶つや消けしの金で模様を押した柱も、ぴかぴかと輝いていた。

　窓ひとつ取っても、硝子ガラスは水のように透とう明めいで、『曇くもりってなんですか』と言わんばかりだ。

「いやあ、クローゼットや天蓋の上まで完璧ですよ。こんなとこ誰も見ないってのに、すごいもんです」

　梯はし子ごから下りてきたケイが発した一言が、決め手となった。

「どういうこと……？」

　侍女たちはざわめき、顔を見合わせている。仏ぶつ頂ちよう面づらをひっさげた夫に、フェルはくるりと向き直った。

「ご納得いただけまして？」

「そうだな……職務を果たしていたかどうかについては、納得するしかなさそうだ」

（ふっ、そうでしょうとも！　こちとら、家事で仕事で掃除三ざん昧まい送ってきたのよ、ケチをつけられるような仕上げはしてないわ！）

　衣装びつの中やベッドの下まで見られやしないかと肝きもを冷やしたのはご愛あい嬌きようだ。見つからなかったのだから無問題である。

　取り澄ました表情はそのままに、フェルは仕上げとばかりに畳たたみかけた。

「もし、あなたのお話が本当だったとしても。見て見ぬふりで寛かん大だいなご処置を下されることを、誠実な誓いの神はお怒りにならないかと思いますけれど」

「……なに？」

「長年の敵国の姫が、のうのうと身近に暮らしているのです。八やつ裂ざきにされても不思議ではないところ、お仕事をしない程度の嫌がらせで済んでいるなら、御おんの字じなのではなくて？」

　箱入りの姫君の口から飛び出した過激な言葉に誰もがぎょっと目を剝く中、クロウだけがため息をつく。

「正論だ。お前の口からだけは聞きたくなかったが」

「ええ。わたくしも、夫が猫の額ひたいみたいな心の持ち主だなんて思いたくありませんもの」

　皮肉に満ちたやり取りの中、フェルは確信した。──「勝った！」と。

　こちとら出合い頭がしらに殺されかけたのだ。その毒龍の面メン子ツをぶち壊しにしてやれた。それも、思いつく限り華か麗れいなかたちで。

　クロウが〝召使フェル〟にかけてくれた優しい言葉を思うと、ちょっぴり良りよう心しんの呵か責しやくが無いでもないが──意い趣しゆ返し以前に、何よりも。

（家来の前で大恥かかせてくれた嫁なんて。体面上、離縁でもせずには済まないはず！）

　怪け我がの功こう名みようではあるのだが、このままトントン拍びよう子しに離婚にこぎつけたい。ここで、彼のほうからみっともなく罵ば倒とうでもしてくれれば、手て応ごたえは十分だといえるのだが。

（さあどう？　ほら言ってきなさいよ。この毒女！　とか）

　心の中で盛大に拳こぶしを天に突き上げていたフェルは、次の瞬間、鼻先に突きつけられたものにきょとんとする。

「では、これはどう説明をつけるつもりかな、お姫様」

　クロウが指先でつまんでいるのは、一枚の葉だ。

「……なんですの？　これは」

「シュア・ノーツァ。若葉三枚と一杯の水で人を殺せる、猛もう毒どくの木だ。先ほど、お前のために用意されたスープに入っていた。彼らを召しよう喚かんした主な理由は、実はこっちのほうなんだが……おや？　聞いていなかったか？」

　もちろん聞いてない。

（そんな恐ろしい毒を……？）

　さすがに血の気が引いたフェルのそばで、ラナが泣きながら地にひれ伏す。

「違っ、あたし……知らなかったんです！　そこまで怖い葉だなんて……！」

「だ、そうだ。お前のおかげで言げん質ちが取れたな、シレイネ」

　墓ぼ穴けつを掘ったことに気づいたラナが、ひっと息を吞む。

「少なくとも、料理人と、そこのラナという侍女の害意については、動かぬ証しよう拠こが挙あがっている。毒殺を謀はかられたのでは、『なんら害なく』ともいかないな？」

「……っ！」

　薄く笑みを浮かべながら、淡々と追い詰められ、フェルは返す言葉を無くした。

（まずい、何かうまい言い訳！　……そう、この葉っぱは毒じゃなくて、ええと）

「ジャスミン！」

　思いつくまま声に出す。クロウの手にある葉は、つやつやと光る表面といい、尖とがった形といい、ジャスミンにとてもよく似ている。

「これは毒じゃありませんわ。ジャスミンの若葉です。知らなかった、と、そう彼女は言ったではありませんか。きっと、スープに香り付けしようと入れられたものですのよ」

　よし、しのいだ。これでどうだ！

　一度は安心しかけたフェルだが。

「では、お前は当然、これを口にすることができるんだろうな？」

「え」

「ただのジャスミンなのだろう？　問題はないはず」

「そ、それは」

　ざあっと青ざめるフェルを見かねたのか、ケイが焦あせったように口をはさむ。

「いやあの、我が君？　さすがにそろそろいい加減にしておかないと、奥方さまが……」

「ああ、そうだな。貴婦人相手に──一杯の水もなしに生の葉を飲み下せとは酷こくな話だったか。ではケイ、糖蜜酒ラ　ムを」

（そういう問題じゃなーい!!）

　内心絶叫するが、もちろん表には出せない。驚いたのはフェルだけではなかったようだ。

「はいぃ我が君ィ!?　シュア・ノーツァは酒と一緒に飲むといちばん危険なんですよ!?　葉っぱ一枚だろうと、臓ぞう腑ふが焼けただれて死んじゃう可能性だって……！」

「命令だ」

　ケイも顎あごを落としていたが、促うながされておずおずと酒を取りに走る。さらりと酒精の強い種類を選んでくれるあたり、この旦那さまは鬼おにそのものだ。

「さて、……神誓の内容をおさらいしようか？　噓をつけば、使用人たちと同じ罰を受けると、そう言っていたな。葉を飲み下せなければ、俺の決めた罰を受けるか、それとも神誓の不ふ履り行こうで死ぬか、どちらか好みのほうを選ぶことになるわけだ」

　淡々とうそぶき、唇を冷たい笑みで彩いろどる毒龍公に、フェルは口をぱくぱくさせた。

（ちょっ、待って。さっきまでわたしのほうが確実に優位に立ってたはずなのに!?）

　いつの間にか立場逆転どころか、圧あつ倒とう的てきな窮きゆう地ちに陥おちいっていやしないか。

　受け取った葉を、穴が開くほど凝ぎよう視しする。というか、見ていたら穴が開いて消えないかと願ったりもしたが、残念ながらひんやりとした植物の感触はそのままだ。

　間もなくケイにためらいがちに糖蜜酒を手渡され、フェルは後に引けなくなった。

（どうしよう!?）

　手に、嫌な汗が滲にじんだ。ぐるぐると足元が回り、耳鳴りがやかましい。

　──だが。

「庭木に勝手に手をつけたことに加え、職務怠たい慢まん。きわめつけに主しゆう筋すじの暗あん殺さつ未み遂すいと揃えば、よくて縛しばり首くびというところだな」

　クロウの言葉を聞いた瞬間、ふっと頭の芯しんが冷える。

（庇うって決めたんでしょ。飲まないってことは……ラナたちの罪を認めてるじゃない。悪いことは悪いけど、わたしを殺そうとはしてないことも、改心しようとしてたことも、知ってるのよ！）

　息を詰めて目をつぶる。覚悟を決め、フェルが葉を一気に口に放り込もうとしたときだ。

　その手が、くっと止められる。

（え？）

　驚いて目を開ける。フェルの腕を摑んだのは、クロウだった。

　おまけに彼は──その手を口元に引き寄せると、咬かみつくように葉を食べたのだ。

（え、えぇえ噓!?　それ毒っ……平気なの!?）

　目を白黒させるフェルに対し、毒を含んだクロウのほうは涼すずしい顔だ。

「見て見ぬふりで寛かん大だいな処しよ置ちを下しても、誠実な誓いの神は怒らないんだろう？」

　先ほどの自分の言葉をなぞって揚あげ足あしを取られ、フェルはかっと耳が熱くなる。

（や……られた！）

　面子を潰してやったはずだった。

　けれど、気づけば恥はじをかかされたのはこちらだ。おまけに、大きな借りまでこしらえて。

「皆、戻っていい。邪魔をしたな」

　その言葉を合図に、使用人たちは一礼すると、波が引くように立ち去っていく。

（どこで間違えたの？　最初に、ちゃんと話を全部聞き出しておけば良かった？　でも、だからって反論ができるわけじゃなし……ああもう！　次よ。次は失敗しない）

　唇を嚙み、脳内で一人反省会を開いていたフェルは、扉が閉まるばたんという音で我に返った。いつの間にか、部屋には誰もいなくなっている。

　否いな、〝誰も〟──ではなかった。

「意外な方法で引っ搔き回してくれたものだな。まさか、お前が侍女を庇うとは」

「！」

　背後から、いきなり耳じ朶だに触れた声に、フェルは息を吞んだ。

「だ、旦那さ、……」

　気配も足音も、全然なかった。反射的に振り向きかけるも、万年雪並みに凍えた声を聞いて、やめる。この部屋はこんなに寒かっただろうか。

（先に戻ったんじゃなかったの!?　っていうか、もしかしなくても今この状況って）

　がらんどうの部屋に、旦那さまと二人っきりだ。家令のケイすらいない。

「あらいやだ、お話は終わりでしょう。みんな、引き取ってしまいましたのよ」

　無理やり「ではわたくしもこれで！」とぶち切ろうとしたが、腕を摑まれて引き留められてしまう。

「使用人の話は終しまいだが、別口だ。罪を裁さばかれていない奴が一人だけいるだろう」

「ほほほ。な、なんのお話ですかしら？」

「俺は、お前に『外出は禁じる』と言ったはずだが……シレイネ？」

　ばくばくと早鐘を打つ心臓は無視し、フェルは覚悟を決めて振り返る。

　ふんと鼻を鳴らし、できるだけ小こ憎にくらしく聞こえるように言い放った。

「あなたの言葉になんの力があって？　だいいち、錠前もかけない部屋にひと一人を閉じ込められるわけがなくてよ。わたくしは自由ですの。勝手にどこにだって行きますわ」

「へえ……？」

　クロウが口元を緩める。

　ぞっとするような冷笑だった。目がちっとも笑っていない。

「と、とにかくっ。離してくださ……」

　摑まれた手を無理やり振り払おうとしたときだ。

　急に腕を強く引かれ、フェルはのけぞるように均きん衡こうを崩した。

　仰向けに倒れる前に、ふわりと身体が浮く気配がして、横抱きにされたのだと気づく。

　まったく重さを感じていないような様子で、クロウはフェルを抱えたまま歩き、暖炉脇の長椅子に腰を下ろす。自然、膝ひざの上に座らされるような格かつ好こうになる。

「え、あの」

（なな、なにこの状況!?）

　男性とこんなに密みつ着ちやくしたのは初めてだ。

　普通に考えれば胸を高鳴らせてもいい状況なのに、意識したのは「四し肢しの自由を奪われた」こと──まるで違う体格に、すっぽりと抱え込まれ、本当に龍の爪つめで押さえつけられているかのような気分になる。

　こくんと咽の喉どを鳴らすフェルは、クロウが膝ひざ裏うらから辿たどらせた手を踵かかとにかけてくるのを、呆然と眺ながめるしかない。脱がされた金色の飾り靴が、絨じゆう毯たんの上に転がる。

　同じ手で、ぐっと足首を摑まれた。極薄の絹の靴下越しに感じるそれは冷たく、鉄の足かせのようにも思える。

「……いきなりなんですの？　こんなところで淑女レデイの足を触さわるものではなくてよ」

　ビロードを張った肘ひじ掛けに追いやられるように背を預けつつ、フェルは毅き然ぜんと顎あごを反らせ、精いっぱいの虚きよ勢せいを張った。間近にある青の双眸を、きっと睨みつける。

「足ではなくて、爪」

「え？」

「爪裏の肉は、人の身体で最も痛みを感じる場所だそうだな。ごく細い針はりを刺されるだけで、気が狂くるうほどの激痛を味わう。そうやって生なま爪づめを剝はいでもしばらくすればまた生えてくるが、当分立ち上がれなくはなるだろう」

「……！」
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　指先で、いたずらをするように爪の上をくすぐられる。

　うなじを支える手が滑り、顎に添えられた。親指で唇を割られ、歯し列れつをなぞられる。

「痛つう覚かくが鋭いといえば、歯。それに目。眼球は目立つから、歯が妥だ当とうか。歯に順繰りに強い酸さんを塗ぬっていくだけで、大の男でものたうち回って悶もだえ苦しむとか？　夫の言いつけを守らない妻には、少し仕置きが必要そうだ……」

　試してみようか？　──と。

　耳たぶを唇がかすめ、湿しめった吐と息いきが首すじにかかる。背がぞくぞくと粟あわ立だち、フェルは必死に悲鳴を耐たえた。

　肌を撫でる掌てのひらは、壊れ物に触るみたいで、その落らく差さが逆に恐ろしい。

「ほら、お前はこんなに無力だ。楽にへし折れるようなか細い腕で、一体何ができるつもりだった？」

　淡々とした口調が、フェルの答え方如い何かんでは、本当に凶きよう行こうに及ぶだろうと予感させる。

　心臓が、いい加減ばくばくドキドキ、そろそろ胸きよう骨こつをぶち破って出てきそうな勢いで、こちらの緊張なんてとっくにバレているんだろう。きっとそれも、この男は愉たのしんでいる。

　一方で、胸の奥で、恐怖になりきらない違和感が顔を出す。

　──〝早く休めよ、フェル〟

（あの夜中に見た毒龍公と、この人は本当に同じひと？）

　分からない。どうして、『シレイネ』相手には、こんなに態度が違うのだろう。

「余計なことは何も考えず、ただこの城にとどまること。俺がお前に求めるのは、それだけだ。──どうせ逃げることもできないのだから、少しは利り口こうに立ち回ってみせろ」

　意外に丁てい寧ねいな手つきで長椅子の上にフェルを残すと、彼はさっと立ち上がってしまう。

（……どうして。どういうことなの。何、考えてるの？）

　それきり興味をなくしたように部屋を出ていくクロウの後ろ姿を見送りながら、フェルは胸を占める戸惑いを持て余していた。
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　見る目が変わった。

　一連の騒動の後──そうはっきり感じ取れるほど、フェルに対する周囲の態度は、明らかに軟なん化かした。

　使用人たちとの距離も縮まりつつある。もちろん、なんのお咎とがめもなしとはいかなかった彼らだが、大ごとにはならずに済んだようで、「か弱くても、身を挺ていして侍じ女じよを守った奥方さま」として、フェルの評価はぐんと上がったのだ。思いがけない展開だった。

　もっとも、おかげで落ち着かない姫君生活に突入したわけだが、何も四六時中誰かがそばにいるわけではない。病弱設定も使いようで、「ごほっ、咳せきが」「ふう、めまいが」「にわかに差し込みが」などと演技交じりに頼めば、そっとしておいてもらえる。

　そういうわけで、フェルは現在、例の変装で部屋を抜け出して、下働きに励はげんでいる。




　黒こく龍りゆう城じようは、数種の大だい理り石せきをふんだんに用いた彩いろどり鮮あざやかな内装が美しい。

　特に正面玄げん関かんは、歴代城主たちがエルラント文化の粋すいを集めた芸術だ。白大理石を基調にした壁を金の蔦つるが這はい伝い、床一面には赤や緑の切きり石いし細ざい工くで聖せい詩し篇へんの場面が描かれている。

　そんな大理石のお手入れは、磨みがき粉こで表面をこすって凹おう凸とつをならし、松まつ脂やにを注さして丁てい寧ねいにつやを出さなければならない。なかなかに、根気と体力の要る仕事なのだ。

　だが、床磨きの仕事はフェルの十お八は番こだ。だだっ広いホールなど格かつ好こうの獲え物ものである。

　その獲物に向かい、まだ冷めやらない怒いかりを、フェルは思うぞんぶんにぶつけていた。

（あんのド鬼き畜ちく！　しかも、毒を飲んだはずなのにぴんぴんしてるし、びっくりして損そんしたじゃない。もう本当、絶対、絶対絶対離り婚こんしてやるんだから今に見てなさい！）

　がっしがし力を込めて磨き粉をこすりつけた端から、色石につやが出て、輝いていく。

　それに、と一瞬手が止まる。

（やっぱ……気になるし。どうして、あんなに違うのよ？　毒龍公。花嫁のシレイネと、召使のフェルとで、まるっきり態度が別人じゃない）

　夏までに、ワルプルギスまでに離婚するだけで終わると思っていた。

　けれど、今、フェルは戸惑っている。

（もう、わけ分かんない。なんなの、あの人。いっそ、ただの鬼畜なら話が簡単なのに、モヤモヤするったら）

　軽く頭を振り、フェルは考え事を頭から締め出した。

（ああもう、悩むのやめやめ。深入りしたところで、相手はただのカネづるでしょ。とっとと別れればよし。孤こ児じ院いんのみんなが、わたしの稼ぎを待ってるんだから！）

　額の汗を拭ぬぐいつつ作業に没ぼつ頭とうするフェルは、いつの間にか頭上に影が差したことに気づかなかった。

「精せいが出るな」

「そりゃ恨うらみつらみ込めてますし。せっかく腹が立ってるんだから経済的に発散させないともったいなくて、精っていうかオバケが出……」

　何げなく返しかけ、はたと手が止まる。今のは、誰だ？

　ぎぎ、と軋きしむようなのろさで顔を上げたフェルの目に飛び込んできたのは──

「まあ、怨えん恨こんは力になるな。あいつ絶対ブチ殺すと思えばだいたいの窮きゆう地ちはしのげる」

　やはり、予感的中の人物だった。

「ひぃょいええぇ」

　カネづること毒龍公クロウは、「いい反応じゃないか」と愉ゆ快かいそうに片かた眉まゆを上げる。

（うっそ、ついてなさすぎ！　まさか、この格好でまた会うなんて……！）

　光の速さで後ずさるフェルに、クロウはくつくつと咽の喉どを鳴らして笑っている。

「お前、本当に残念とも思えないほど色気がないな」

「余計なお世話です。飯めしのタネにならないもの全般、母のおなかに置いてきたもんで」

　フェルはぶすっとして、減らず口で応じた。しかし、結局余計に楽しませて終わったらしい。とうとう噴ふき出した彼に、ますます口をひん曲げる羽は目めになる。

　それから、ふと、フェルは彼の顔に見入った。

　人を驚かせて楽しむなんて悪趣味な！　という文もん句くはこの際わきに置いておくとして。

（やっぱりだ）

　笑うと印象が全然違う。まるで、少年みたいな人懐っこさが覗のぞく。

「笑ったほうが素敵ですね」

　思わずぽろりとこぼれた感想に、フェルは自分で慌あわてた。

「……なに？」

　クロウも目を瞠みはっている。

　とはいえ言ってしまったものはどうしようもない。自や棄けになってフェルは続ける。

「殿でん下かは、厳しい顔してるより、笑っていたほうが似合うんじゃないかなって思っただけです。あたたかい感じで、わたしはいいなあって、思ったん……で。つい……」

　クロウが、呆あつ気けに取られたようにフェルの顔を見つめているものだから、最後は尻しりすぼみになった。

「……お前、以前どこかで会わなかったか？」

「はい、厨ちゆう房ぼうで」

　生き真ま面じ目めに返すと、クロウは「いやそうじゃなくて、もっと前に……」と何か続けようとして、結局言い淀よどむ。

「……気のせいか」

「？　なんでしょう」

「いや……」

　それきり、彼は目を伏せ、何か考え込んでしまった。その眉み間けんに深く皺しわが寄ったのを見て、気に障さわったのかもしれない、とフェルは焦あせる。

「すみません、わきまえないことを申しました。お許しを」

（召使姿だから？　なんか、すごく気さくだし……）

　今の彼なら、さらっと許してくれるんじゃないかと踏ふんでいたのだが、

「残念、許さない。罰を言いつけようか」

「へ」

　──甘かった。

　あっさり目もく論ろ見みが外れて青ざめるフェルに、クロウは外に向かう扉を顎あごでしゃくってみせた。

「ちょっと付き合っていけ」




　どうも妙な状況になった。

　今、フェルは玄関ホールを出て、広大な前庭の、噴ふん水すいのひとつにいる。

　白はく亜あの女神像が傾ける水がめや、架か空くうの海かい獣じゆうの口から、滔とう々とうと水が流れ落ちる。クルヴァッハは湧わき水みずの豊ほう富ふな土地であり、目に入る噴水はどれも大がかりなものばかりだ。

（そんなに失礼だった!?　罰ってなに！　ついに歯に酸？　ツメに針!?）

　すでに逃げ腰のフェルを面白そうに眺ながめ、クロウは、不意にひょいと手を伸ばしてくる。

「！」

　ぎょっと身を竦すくめたが、ぽんぽんと頭を撫なでられて終わり、拍ひよう子し抜けする。

　先日、抱え上げられてのあれやこれやな経験から、思わずいろいろと身構えてしまった。

　ぽかんと口を半開きにしていたフェルは、隣でクロウが脇わきを向いて肩を震わせているのに気づき、慌あわてて顔を引き締める。不覚を取った。

「分かりやすい奴だな。何もしない。進しん捗ちよくを聞いておきたいだけだ。悪だくみは順調かと」

「……わ、悪だくみ？」

「仕事の相手先。嫌な奴がいるんだろう」

　そういえばそういう話をしたんだった。

「いるんだろうっていうか、……」

　はい、まあ、目の前に。続きは伏せるしかない。

「順調では、ないです。やり込めてやろうとしたら、逆にやり込められました。わたしのことなんか嫌いなくせにベタベタ触ってくるし、もう最低。殴なぐりたいくらい悔くやしいです」

　殴りたい、の部分に恨みを込めてみたが、どうせこの格好では届くわけがない。

　届くわけがないんだから、言いたい放題だということだ。

「ぜんぜん動じてないように見えるし、何考えてんだかサッパリなんですよ。いつもだったら、仕事して家事して、小銭数えて町内数周走り込みして小銭数えて組み手のひとつもして小銭数えたら気が晴れるんだけど、今回ばかりはそうはいかなくて」

「お前はいつも気晴らしで何をやってるんだ」

「もう、どうにかして縁ブチ切りたい。一刻も早い契約の解除を心の底から切望してます」

「まあ、お前の情熱と怒りはよく分かった。で、何か秘策は思いついたか？」

「……そ、それは」

　いいえ何も。そう答えるのが悔くやしくて、フェルは意地になった。

「やっぱり、向こうがドン引くような趣味なんかを披ひ露ろうするのが効きくんじゃないかと。こいつとはもう致ち命めい的てきに合わない！　って思わせるような」

「へえ、趣味な。で、お前にはどんなけったいな趣味があるんだ？」

「ええと……けったいかどうかはともかく、貯ためた小銭を夜中に一人で数えることとか」

「……四回目だぞ」

「それで、検けん分ぶんしてる途中で、新しいぴかぴかのとか、自分の生年に鋳ちゆう造ぞうされたのなんかを見つけると、嬉うれしくなってヒャッホーと叫びます。ってか、やりませんか。え？　わたしだけ？」

「まあ、……俺はしない。だが、ドン引くかと言われれば、別にというところだ。俺の基準だがな」

「……ダメですか」

　それじゃあ、とフェルは気を取り直す。

「仕し草ぐさとか、格好とかで勝負してみるのはどうでしょう。相手の目の前で、これ見よがしに小指で鼻をほじってみるとか、見る影もなくぶよぶよに太ってみるとか」

　やけっぱちで続けたあと、ちょっと待てそれは結構イケるんじゃあるまいかとひらめいたところで、当のクロウから水を差された。

「やはり、それも違うんじゃないか？」

「え？」

「だってお前、そもそも『相手が何を考えているのか分からない』んだろう？　そんなことを言っている時点で、負けが確定しているも同然だ」

「ど、どういうことですか……？」

　うろたえるフェルに、クロウは諭さとすように目を覗き込んできた。

　瞳の色に気づかれるとまずい、などと引いたのも束つかの間ま。続きが胸に刺ささった。

「要は、な。自分のイヤなところを相手に見せて対たい抗こうしてやろうと思うのは、鏡の中の自身に立ち向かっているのとどう違う？　自分ならこれが厭いやだとか、普通はこんな人間が嫌いだとか、それはお前の物差しだ。相手も同じとは限らない」

「！」

　確かに。

「世の中、いろんな趣味嗜し好こう持ってる人っていますもんね！　縛しばったり叩たたいたりが好きとか、踏みつけられて罵ののしられたらキュンとくるとか」

「いやまあそこまで言わないんだが」

　眉間を揉もみ、黙もつ考こうしばし。クロウはおもむろに手を組み直す。

「戦いくさでいちばん大事なのは何か知っているか、フェル」

　唐とう突とつな話題に、フェルはきょとんとした。

「それは……武器とか、腕っ節とか、どれだけ兵隊が要るかとか……？」

「残念。外れだ」

　じゃあ、分からない。フェルがふるふる首を振ると、クロウは指を一本立てる。

「情報だよ」

「情報？」

「そう。生きた人間を相手にしているんだ。自分の倒すべき相手が、何を見、聞き、考えて生きているのか。どういう動きをすれば、どう返すのか……。知りもしないで、出たとこ勝負に戦うほど命知らずなことはない」

「なるほど……！」

　明めい快かいな答えに、フェルは膝ひざを打つ。

「敵を倒すにはまずは味方からって言いますもんね！」

「……何か違う、というか味方は倒したら駄目だけどな。とりあえず」

　誰かをやり込めてやりたいなら、それは立派に戦だ、と。

「戦うためには、敵を知れ。策さくを練ねるにしても、まずはそこからだ」

（うはあ、そっか。そうだよね！）

　確かに、嫌なことを嫌なことで返しているのでは、自分のしっぽを追っかけているのと変わらない。

「勉強になります！　……ちなみに参考までに。殿下は嫌いなものってあります？」

「俺か？　そうだな……調理法にもよるが、ジギタリスは概おおむね好かん」

「なるほど！　えーと、じぐ、ジギタリス？　……ですね！」

（聞いたことない名前だけど、高級食材かなんか？　とりあえず、いいこと聞けた！）

　目を輝かせるフェルの頭を、クロウはもう一度軽く撫でてくれる。髪の手て触ざわりが気に入ったのかもしれないが、残念ながらカツラですよとそっと申告したくなった。

「頑張れよ、フェル」

　夜よ闇やみの化け身しんみたいに、冷たい印象の人なのに。ほのかに笑う彼の瞳の碧あおは透すき通り、明るい陽射しの色も似合うのだと、ふと思う。

　髪に触れた手は、やっぱり大きくて、少し骨張っていた。剣を持つ人のそれ。

　──って。

（よく考えなくても、その相手ってあなたなんですけどね……！）

　だって、まるで別人だから。忘れようのない事実まで、すっ飛んでしまいかける。

（なんだろ……気づくとどっと力が）

　うなだれたい衝しよう動どうに、フェルは気力で耐たえた。

　脱だつ力りよくするというか、なんでだか「がっかり」した。

　おかしい。何がどう、「がっかり」なんだろう。貴重な情報を得たのだから、そこは喜ぶところだろうに。

（なんにせよ、一歩前進？）

　敵を倒すにはまず知るところから。その敵が言うんだから、間違いない。
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　──で、さっそく実行に移してみた。

　まずは順当に『シレイネ』姿で出方を窺うかがってみようと、クロウに面会を申し入れたのだ。

　あの事件の後、締めつけはさらにきつくなるかと思いきや、意外にも彼は条件付きながら外出を許してくれるようになった。

　どこに行くにも侍じ女じよを同伴すること。そして、必ず城内の、それも中庭などのごく限られた空間で済ませること。窮きゆう屈くつは窮屈だが、ずいぶん気が楽になった。

（もとはといえば、わたしを部屋に閉じ込めたせいで騒ぎが起きたんだものね。さすがにそこは考えてくれたのかな。その割には最後までやたら脅おどされたけど……）

　なんにせよ、これで〝シレイネ姫〟としても動けるようになったわけだ。あわよくば、雪せつ辱じよくも兼ねて離婚のきっかけのひとつも作れたらと、そうも目もく論ろんでいたのだが。

（一回目、領内の視察で留る守す。二回目、原因不明の留守。三回目、『忙しいから来るな』の一言。四回目、居留守。五回目、また視察で留守……ふふふ、確実にわざとよね）

　フェルは、うつろな目で戦績を復ふく唱しようした。

　身体が弱く、よく部屋で寝ついている『シレイネ』としては、夫と話す機会も限られる。だからこそ、予定を合わせるべく、きちんと遣いをやって約束しているのに。

（どんだけ嫁が嫌いなんだ、あんたは！　わたしが召使姿のときは、会いたくもないのにどっからともなく現れるくせに。追いかければ消えて、逃げれば追いかけてくるって、骨の髄ずいから根性悪すぎるんだけど!?）

　よっぽど不ふ仲なかの夫婦と見て、使用人たちは「殿下も悪いお人では……」と慰なぐさめてくれる。というか、彼らの話で驚いたのは、城でのクロウの評判が、意外に好意的なことだ。

（兵も、使用人も。庭師に至るまで。自分のもとで働くすべての人の、顔と名前を把は握あくしてるって……まさかすぎるんだけど。自軍の黒龍師団の人数だけでも、二千はいくんじゃない？）

　ますます人柄が分からなくなる。よく考えれば、花嫁の扱いについても疑問だらけだ。

　会ってもくれないくせに、部屋や衣装は、細やかな気配りに満ちていたし、驚いたことに、肺はい腑ふの弱いシレイネ姫を気き遣づかって専属の侍医や浄じよう室しつまで用意してくれていた。

　けれど、なんとなく、それは異国の王女を愛そうという努力というより、単純に「人ひと質じちに死なれると困るから」という理由によるとしか思えない。

（で、結局どうなの。嫌われてるなら希望はあるわけ？　……離婚、できるよね？）

　そんなこんなで、じりじりしつつも十日ほど浪ろう費ひした。これ以上無駄にはできない。

（こっちには時間がないのよ。六度目の正直で、今日こそは必ず……！　厨ちゆう房ぼうに頼んで、苦手だっていうジギタリスのお菓子だって作ってもらってきたし）

　大きく息を吸い、クロウの書斎の扉を叩く。

　こんこん、かんかん、ガンガンと三段階で叩き分けてみたがさっぱり反応がない。

（またか！）

　思わず扉になつきかけたところで、耳が奇き妙みような音を拾った。

「……うぅ……た、たす……け……」

　低く押し殺した呻うめき声。

（まさか。誰か、中で拷ごう問もんか毒実験されてる!?）

「ちょっと、何やってますの旦那さ、ま……!?」

　思わず、蹴けり開けるようにして部屋の中に踏み込んだものの、拷問現場はおろか、そもそも人の姿が見当たらない。

「あら。空そら耳みみ？」

「ここですよぅ……た、助けてください……」

　声は、前方のクローゼットから響いてきた。おまけに、かりかりと内側から戸を引っかくような音まで追加され、ちょっとした怪かい談だんである。

「その声……ひょっとして」

　ぎょっと身を引いたのも束の間、フェルは慌あわてて駆かけ寄って開け放つ。
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　クローゼットから生せい還かんを果たしたのは、家か令れいのケイだった。器用に奥の隙すき間ま部分にぴったり挟はさまっていたもので、腕を摑つかみ、引っ張り出して救出する。

「助かりました奥方さま……！　ありがとうございます、ありがとうございます！　このケイ、今まで幾いく多たの艱かん難なん辛しん苦くを克服して参りましたが、今回ばかりは死ぬかと思いました」

「ど、どうされたんですのケイさま、こんなところで？　まさか旦那さまに閉じ、」

「なぜ人は隙間に入るのか。そこに隙間があるからですよ！」

「……は？」

　眼鏡めがねのブリッジを押し上げてきりりと宣言するケイに、フェルはぽかんとした。

「山があるから登る、海があるから船出をする、隙間があるから入る。特に、出られるか出られないか、あーコレきっと入ったこと後こう悔かいするんだろうなーってなギリギリの隙間には、飽あくなき未知への欲よく望ぼう、果てなきロマンが詰まっているものではありませんか」

「は、はあ」

「いえね、挟まってもいいかあるじに一応確認してはみたのですよ。ところが『鼻からカワウナギの血を流し込まれたいか？』とすげなく断られてしまい、仕方なくこっそり」

「あ、もう結構です」

　とりあえず、隙間愛好者の自じ爆ばくだったらしい。それにしてもこの家令、第一印象と実際の人柄がまるで違う。

「旦那さまはお留守なのね。残念ですわ、慰い問もんのお菓子を届けにきたのですけれど……。ケイさま、代わりにいかが？　ジギタリスの蜜みつ漬づけのパイですわ」

「おや、これはあるじの好物じゃないですか。よくご存じでしたねえ、奥方さま。でも、自分めはご遠えん慮りよいたします。ジギタリスって毒花ですから、たぶん死んじゃいますんで」

「え、そうなんですの」

（噓っ、蜜漬けにすると好物になっちゃうの？　塩しお漬づけにしときゃよかった！　っていうか、それ以前に、ジギタリスって毒なんだ!?）

　顔の皮一枚の下に動揺を隠し、全体的にぼろっとしたケイをソファに導いてやりつつ、フェルはついでなので自分も正面に腰を下ろす。

「しかし、おいでいただかなければ、それはそれで今頃ぽっくり逝いっておりました。奥方さまは命の恩人でございます。なんとなれば、ひとつお礼をさせてくださいませ。はい」

　にこにこ笑ったケイに、有う無むを言わさぬうちに何か手渡された。藤ふじ色いろの小さな木札だ。

「？　なんでしょう、これは」

「奥方さま。実は自分めの前身は、東方の貿易商だということは先日お耳に入れましたね」

　そこから、話は思いがけないほうに発展した。

「家令としてお仕えして以降、商売は人に任せているのですが、これでも東方では手広く事業を展開しておりまして。我が『エルネットさりた』の売りは、ご希望の品をなんでもどこでもすぐにお届けすることなのです」

「え、エルネット……さりた？」

「はい。『エルラントを飛び出して・西の国から東の国まで・心安らぐゆとりの生活伝てん馬ま一本届けます、あなたのまちの熱ねつ闘とうキャラバンさりた』、略りやくしてエルネットさりた」

「熱闘キャラバンなんですの」

「熱闘キャラバンなんですよ。商人だって戦やるときゃ戦るのです。会かい歌かもあるんですよ？」

　高らかに「エールネット、エルネット」と歌いだしたのを聴きき流す。なんだ、会歌って。

「なんでもどこでも、すぐにでも……本当に、なんでも？」

「もちろんですとも！　こちらでお品物をご用意することは元より、ご依頼いただいたお荷物を扉から扉へお運びすることもできますよ。ええ、なんでもです。愛犬・愛猫、家畜にいたるまで、たとえそれが、人であっても」

「ひと、……ですか」

「そんな当商会の無料ご利用券を、奥方様にさしあげます！　まあすごい、太っ腹！　おためしなので有効なのは一回限りですが」

「……ちなみに、通常はおいくらかかるんですの？」

「ふふふ。『でも、お高いんでしょ？』とお思いですか。それがなんと！」

　──目ん玉が飛び出るような額が返ってきた。本当に高かった。あほか。

「ご利用方法は至いたって簡単。この都の中でも国境に近いところに、薄うす紫むらさき色の旗はたを掲かかげた小屋があります。そこが、当商会クルヴァッハ支店です。そこに行って、この札を渡すのです。もちろん、お客様情報はいっさい洩もらしません。たとえ敬けい愛あいするあるじ相手でも」

　フェルは、ケイの目をじっと見た。切れ長のそれ。藤色の虹こう彩さいは神秘的な深さで、何を考えているやらさっぱり分からない。

「ですので、安心して！　どんと！　のしかかってください」

「それこそ調子に乗ってケイさまが潰つぶれるほどのしかかってしまうかもしれませんわよ」

「よろしゅうございますよ自分めのモツは奥方さまにお見せするためにあるんですから」

　何も臓モ物ツまで出せとは言ってない。

　フェルは目を逸らし、ついでに話も逸らすことにした。

「旦那さまはまた視察にお出かけですの？」

「ご存ぞんじでない！」

　表情を全く変えず、声だけ素すっ頓とん狂きように驚いてみせたケイに、フェルのほうがぎょっとした。

「あるじときたら、奥方さまにお知らせでない！　お菓子までお届けくださるけなげな奥方さまに、なんたる嫁よめ不ふ孝こう、このサリタ涙がちょちょぎれます、よよよ」

「あの、そんなに……」

　大事なことなのですか、とフェルが訊こうとしたときだ。

「イグレック殿でん下かです」

「え？」

「第二皇おう子じ殿下が、もうすぐお見えになるのですよ奥方さま。最近、頻ひん繁ぱんに夜や盗とうが出て、領内が物ぶつ騒そうになってまいりましたからね。派は兵へいの数をぐぐいと増やしたせいで、お城の警備が手薄なのです。心配した兄君が、ご自分の兵隊さんを貸してくれると申し出てくださいまして。弟の顔も見ておきたいと。ついでに、結婚のお祝いもしてくださるとか？」

（イグレック殿下……って最近聞いたばっかのような。ああ、そうだ！　ラナが言ってた、毒龍公にコノール前陛下殺害の濡ぬれ衣ぎぬを着せた人）

　しかし、弟の顔を見に？　領地まで訪問してくるとは、結局仲がいいということなのか？

「いやあ兄きよう弟だい愛あいですねえ」

「兄弟愛、ですか」

「愛ですねえ。うさんくさいですねえ、愛はお金で買えませんからねえ」

　商人上がりの自分めには、銭ぜにで換かん算さんできないものの価値は分かりませんと彼は言った。

「──たとえば、忠誠心とかもね？」

　ふとフェルは思う。ケイの笑顔は、にかわで固めたみたいに変わらないな、と。
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　あるじが戻るまでここで待ちますかというケイの申し出を断り、現在、フェルは自室でうだうだと考え事にふけっている。

　まずは、なんでも運べるという札。こちらは、ひとまず衣装びつの底にしまい込む。

　問題は、第二皇子が来ること。

（……前にラナが、戦争を仕掛けたのは、ホントは、第二皇子のイグレックだって言ってたよね……ウーベル前陛下を殺した真犯人でもあるって。どんな人なんだろう。実際会ってみないとどうとも言えないけど、なんだか、あんまりいい予感がしない）

　それに、同じ話の中で、クロウは開戦に反対していたとも聞いた。

（毒龍公。話だけ聞いていると、どんどん理性的でちゃんとした人に思えてくる……。嫌な奴なのかいい人なのか、ますます分かんなくなってきた。けど、情報収集しようにも、逃げられるし。まずは、そう、なんでそこまで毛嫌いされなきゃいけないの）

　彼のことを思うたび、胸の奥がぎゅうっとなる。もどかしくて、苦しい。

　そうだ、こういう感覚。言葉にするなら──こう、

（イラっとくるんだよね！）

　ふとした瞬間に顔が浮かぶとか、どうして避けられているのか気になるだとか。理り不ふ尽じんに脳内を席せつ巻けんされているみたいで。

（や、気になるのは、別に仕方ないでしょ？　敵を知らなくちゃ戦えないんだから。えーと、ようするに、……嫌われてるのが明らかなら、そこんとこ理由をもっと突き詰めてガンガン攻めれば、離婚のきっかけにも繫がるんじゃないかってことよ！）

　やっぱり、なんとかしてクロウの真意を聞きださなければ。

（変装のことバレるのは怖いし……自分からあの姿で会いに行くのはものすっごく、気が進まないけど。背に腹は代えられないか）

　だから──結局また、召使のお仕着せが活かつ躍やくすることになる。




　黒龍城は庭が多い。建物に囲まれた内ない庭ていやら、部屋に溢れる緑は、クロウの趣味らしい。

　もともと聖堂だったこの建物も、床石の大半を剝がし、彼は植物でうずめてしまった。ステンドグラスを板硝子に替えた大きな窓から光が射し込み、さんさんと降り注いでいる。

（嫁姿で避さけられてるなら、召使フェルで探りを入れるまでだわ。気晴らしに仕事もできて一いつ石せき二に鳥ちよう！）

　経験上、ここで待ち伏せていたら毒龍公が現れる、とフェルは踏んでいる。

　実際、今まで、何度か『召使のフェル』として硝子磨きをしていて、彼に出くわした。

　おまけに話すことといえば、毒薬毒草のことばかり。たぶん、植えてあるもののせいだ。

　解げ毒どくの方法とか、鉱毒と植物毒と生物毒の違いとか種類とか、いたって物騒な内容ばかりなのだが、彼の語り口は明めい快かいで分かりやすく、つい乗せられて時間を費ついやしてしまう。

　そろそろ、昼過ぎだ。彼がよく、ここに来る時間。

　つぼみをつけたアプリコットがあった。春までまだ遠いのに気が早いものだ。大きく切った窓のおかげで、日当たりがいいからだろう。

（ん？　アプリコット？）

　フェルは首を傾げた。

「なんでアプリコット？　べつに毒じゃないのに」

「ああ。アプリコットは果実こそ無毒だが、種から結構な毒が取れるんだ。砂糖に触れると質が変わって消えてしまうがな。そうやって毒消しした粉ふん末まつをミルクと混ぜ、東方では菓子を作ったりもするそうだ」

「へえ、そうなんですか！　詳しいんですね……え」

　なんで独ひとり言ごとに返事がある。

「殿下おかえりなさいませ！」

　ぐるんと首を回して喰くいついたフェルに、クロウはわずかに驚いた顔をした。

　さあ、何から探ろうか。

　あれこれ考えを巡めぐらせていると、クロウはさりげなく手招きしてくる。

「？　なんでしょ……」

　う、のところで、唇くちびるにふにっと何か押し込まれた。

「!?」

　泡立てた卵らん白ぱくを使った焼き菓子特有の、さっくりと軽い歯触り。ほろほろ崩くずれ、舌の上で弾ける甘み。

（……メレンゲ？）

　後を引く甘みに反し、爽さわやかな香りが鼻を抜ける。

「美お味いしい」

　フェルが思わず呟つぶやくと、「そうか」とクロウは満足そうに手元の包みを指でつついている。

　白いレースペーパーの中には、薄紫に淡く色づけされたメレンゲがたくさん入っていた。

　毒龍と甘いお菓子。ひどく違和感のある組み合わせである。

「あ、ありがとうございます……何か香りづけに花が入ってますか？」

「トリカブト」

「うそ!?」

「噓うそだ。ラベンダー」

「……驚かせないでください！」

　彼は咽の喉どの奥で笑い、「じゃ、これで手打ちにしておけ」といくつか口に放り込んでくれる。

　手打ちというか、口にものを詰め込まれて物理的にしゃべれない。無言で、もそもそメレンゲを味わっていると、「で」と彼は何げなく振ってくる。

「その後、首しゆ尾びはどうだ？　うまく何か摑めたのか」

「それですが」

　あなたさまの部屋でジギタリスのパイが冷めてますよ、と喉元まで出かけた。

「失敗しました。訪ねていったのに、相手が運悪く不在で」

「そうか」

　自分で尋ねたくせに、彼は気のない返事をした。

「結局ただの差し入れになって、水の泡です。せめて、皮肉なり鬱うつ陶とうしい発言のひとつもかましてやれれば良かったんですが」

「ああ、皮肉な。『別にあんたのためにやったんじゃないんだからね！　ちょっと太らせてやろうと思っただけなんだから！』とかなんとかか」

「それは……確かに鬱陶しいですね……というかむしろ、殿下が器用に裏声で乗ってくださったことが、今、純粋に驚きですね」

「言うな。若じやつ干かん後悔してきた」

（って、また流されてる場合じゃないよ。なんのために危険を冒おかしてこの姿で待ってたのよ）

　いつも通りの応おう酬しゆうに発展しかけたところで、フェルは慌てて頭を切り替える。

「あの。ちょっと男性の趣しゆ味み嗜し好こう一般としてお伺うかがいしたいことがあるんですけど。もう本当、あくまで一般的な話なんですけど」

「なんだ、やけに前置きがくどいな。言ってみろ」

「結婚したばかりの妻にわざと辛つらく当たる夫の心境について」

「……嫌いや味みか？」

　ほう、お心当たりがあるらしい。とはいえ、こちらもやや直球すぎた。

「めっそうもない、一般論ですとも！」

「やれやれ。あてこすりに聞こえるが、そういうことにしておくか」

（そうそう、だから、どこがそんなに気にいらないか早く教えて！　さらに徹底してさしあげるから！）

　瞳を輝かせるフェルの前、ため息混じりに髪をかきあげると、クロウはおもむろに唇を開く。

「辛く当たる心境か……。さっさと逃げ出せばいい、とでも思ってるんじゃないか？」

　え、とフェルは面めん食くらう。嫌う理由が聞けるかと思っていたのに。

「とにかく、わけもなく嫌いなもんは嫌いだから、早く別れたいってことですか？　じゃあ、なんでわざわざ結婚なんか……」

「さあ？　一般論の話だろう、俺に訊かれても困る。だが、死んで欲しくて妻を娶めとる奴はいないだろうな」

（……？　今のはやっぱり『シレイネさま』について、だよね。病弱だから……ってこと？　それじゃあ、前の一言をどう判じろと）

　もっと詳しく訊いてみたくはあるが、このあたりが『召使フェル』の限界だろう。一般論にかこつけてはぐらかしたのは、おそらく、真実を悟らせる気がまったくないからだ。

（でもこれ、情報どころか悩みが増えただけのような。あっれ、なんだこの……お得だと思って飛びついた特売で傷いたんだリンゴ摑まされたような気分）

　眉間に皺を寄せていると、「えらい顔をしているぞ」と軽く指先で弾はじかれる。

「なんでもありません。それより、お話たいへん参考になりました。また、いろいろ教えてください。ええ是ぜ非ひに」

（いいわ、こうなったら開き出せそうなところから探ってやるんだから！　お得意の毒についてとかね！　そうしたら次に毒を飲まされそうになっても安心だわ。まさか自分の口で嫁に旦那対抗策を伝授しているなんてさしもの毒龍公も思わないでしょうし。いい気味！）

　次こそ出し抜いてくれよう、と。まっすぐ目を合わせて拳こぶしを握るフェルに、唇の端を上げ、──それからふと、クロウは含むように呟く。

「フェル。恐れないんだな、お前は。……俺を」

「へ？　いや、怖いですよ？　相当」

「そこは噓でも同意しておけよ」

　さっくり切り替えるフェルに、彼は片かた頰ほおを引きつらせる。

「はい、最初に十分怖がったんで、もう平気です。まあ、今でも怖いときは怖いんですけど、それはわたしの事情なんで。ちゃんと相手を見なくていい理由にはならないでしょう」

　あっけらかんと返すと、クロウは一瞬虚きよを突かれた表情をする。

「まったく……本当に、裏うら表おもてがない。お前ときたら、まるで騙だまし合いには向いていないな」

「余計なお世話です」

　そっぽを向くフェルの頭を宥なだめるように撫で、彼は眩まぶしいものでも見るように目を細めた。何もかも見み透すかすようなその瞳の青に、少しだけどきりとした。
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「奥方さま？」

　心配そうなラナの声で、はっとフェルは我に返る。

「どうされました？　……ご気分が悪いのですか？」

「いいえ。なんでもありませんの」

　フェルは淡あわく微笑み、手元の刺し繡しゆうに目を落とす。木枠でぴんと張った白しら絹ぎぬには、目にも鮮やかな羽色の孔く雀じやく。

（そっか、中庭に出てきたんだっけ。姫君姿のほうでも、庭に出て待ち伏せをしようと思って……外の空気が吸いたいって、ラナに言ったんだ）

　五ご弦げん琴きんの演奏、それに刺繡は、『シレイネ姫』の趣味のひとつだ。

（つくづく、お針はり子こ長年やっといて良かった……こういうお役立ち方は予想外だけど）

　刺繡枠の載った自分の膝ひざは、葡ぶ萄どう酒しゆ色のドレスに包まれている。

　黒いレースで縁ふちを飾り、スカート部にたっぷりとドレープを取ったそれは、色こそ大人びているものの、胸や腰にあしらわれたピンクのリボンが愛らしい。

　小春日び和よりだった。穏やかな陽射しが、常じよう緑りよく樹じゆの葉を透かして降り注いでくる。

　瑠る璃り色いろの空に、ちぎって浮かべたみたいな白い綿わた雲ぐも。葦あしの月も半なかばに差しかかり、暦こよみは冬至ユールを迎えようとしているので、今日のように暖かい日は珍しい。ぶあつい毛皮のケープのおかげで、外にいるのにうっすら汗ばむほどだった。

「あの、やっぱり侍じ医いを呼びましょうか。それともお部屋の浄じよう室しつにお戻りになられては」

「わたくしは大丈夫よ、ラナ。暖かくて、気持ちがいいわ」

　にっこり微笑んでかぶりを振る。ラナも、姫君姿のときでもずいぶん接しやすくなったものだ。

「そういえば今、旦那さまはどうしていらしたかしら」

「殿下ですか？　今日は翠すい龍りゆう公こうイグレック殿下が見えるので、お出迎えにいかれて……」

「ラナは、面白くなさそうですわね」

　まるで、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたみたいな渋じゆう面めんになっている。

「いえっ、そんなことは！　ご兄弟だし、殿下が歓迎されるのだから、あたしからは何も言いやできませんけど……」

　目を逸らしてもごもごと口ごもるラナを見て、ふと思い出すものがあった。

　こっそり猫を拾ってきたときの、孤児院のちびたちの顔だ。

　言いたくてたまらないことがあるが、黙っていたほうがいいような気がしている、そういう顔。

「そういえば、どなたが教えてくださったのだったかしら。先の戦、旦那さまの扇せん動どうではないと知って、驚いたの。そのとき、イグレックさまのお名前も出たような？」

　以前ラナから聞いた話を、フェルはあえて直接ぶつけてみた。

　イグレック＝ゼルク＝エルラントは、エルラント現皇帝ウーベルの第二妃、メイヴの長男で、五人いる兄弟の中では第二皇子に当たる。皇おう都とにほど近いゼルク領を拝はい領りようし、称号は『翠龍公』。フェルの知識はそこまでだ。

「あの、あたしは……侍女として翠龍城に上がっていた、ゼルクの従い姉と妹この話を思い出して」

「？」

「お通りに際して跪ひざまずいていたら、なんのお言葉もなく、髪を摑まれて切り取られたと」

「！　どうして？」

　ラナはしばらく唸うなりつつ悩んでいたが、やがて「ご気分を害されないでくださいね」と前置きした。

「薔ば薇らの髪飾りをつけていたから」

「……？」

「ユナイア王家の紋章は、紅べに薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子し。薔薇はユナイアの特産、縁ゆかりが深い植物です。もっと怖い話だと、国境沿いの出身でお城に仕えていた者で、ユナイア風の訛なまりがある人の唇を、耳まで切り裂さいたって……」

　ユナイアの、とフェルは繰り返す。氷を背に滑り込まされたみたいな心地がした。

（……ひょっとして。戦争を煽あおったのも、ユナイア嫌いが高じて……？）

「奥方さまは、翠龍公がお帰りになるまで、あまり外にはお出にならないほうがいいかも……しれません」

　ラナはひどく言いにくそうな顔をした。

「もともとは、翠龍公の母君、メイヴさまの影響だそうです。エルラントで最も由ゆい緒しよ正しい大貴族、ロシュ侯こう爵しやく家のご令嬢でいらっしゃいますから」

　大帝国エルラントの拡大を阻はばむ目障りな蛮ばん国こくユナイアを、ロシュ家は血族ぐるみで忌いみ嫌っているのだという。

　イグレックは、その血の権ごん化げのような人物だ。

　クロウの「毒龍」ほど周知されてはいないが、彼にも二つ名があった。

　傲ごう慢まんにふるまいつつ、狡こう猾かつで、他者を陥おとしいれるのに決して自らの手だけは汚さないことから、「ゼルクの狐きつね」と呼ばれていると。

「翠龍公は、殿下が奥方さまを娶めとられるとお決めになったときも大反対だったんです。それに今まで、この城をご訪問なんて一度もありませんでしたのに……。その、嫌がらせをしていたあたしに言えることじゃないんですけど。奥方さまに何かよくないことがあったらと……」

　確かに、気味の悪い話だ。──けれど。

（なんだか、嬉しいな。だって、ラナには最初はあんなに嫌われてたのに、こっちの姿でも心配してくれるんだ。やっぱ、優しい）

「ありがとう、ラナ」

「あたしは別に、知ってることを言っただけで……」

　ほくほくしてお礼を言うと、ラナはばつが悪そうにそっぽを向いた。耳が赤く染まっている。

「そうね、では、今日はそろそろお部屋に戻りましょうか……」

　フェルがそう提案したときだ。

「へえぇ？　本当に魔ま女じよみたいな色だねえ」

　唐とう突とつに、声がその場を切り裂さいたのは。

　耳に絡からみつくような、ねっとりと重い声。フェルが顔を上げる前に、ぶしつけに続く。

「さて、さて、さて。可愛かわいい弟が妻を迎えたと聞いたのだけれど。血を含んだ霧きりみたいな銀の髪、薄気味悪い黄昏たそがれの目。ユナイアのシレイネってのはきみのこと？」

　本来は、貴族の作法では、名乗りもせずに相手の名を尋ねるのは御ご法はつ度とだ。高いところから相手を見下ろして話しかけるのも、とても失礼に当たる。

　とはいえ、それら全てを黙認して、フェルは軽く笑んだ。

　今のフェルは、シレイネ姫。

　相手が無礼だからこちらもなんて、そういう発想は論ろん外がいだ。

「はい。シレイネ＝アリステル＝ユナイアでございます。以後お見知り置きを」

「そう。下げ女じよとべったり座り込んでいる品のない女が、まさかの王女様とはね」

　フェルはゆっくりと視線を上げ、自分を見下ろす相手に据すえた。

「……翠龍公イグレックさまでいらっしゃいますか？」

「ひどいユナイア訛り。エルラントの宮きゆう廷てい語ごは、ちゃんと習ってきたのかな」

　その返答から、彼が、呼んだとおりの名であると分かる。

　ぱっと見た印象は、華はながある男だった。

　短く切った濃こい金髪は、クロウの鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろの髪より目に鮮やかで、姿形はいかにも貴き公こう子しめいている。

（でも。あまり、らしくはない……かた？）

　読めないところは、ある意味クロウに近いかもしれない。

　けれど、まとう空気はクロウよりずっと奔ほん放ぽうで、得え体たいが知れない。

　笑みも口調も、軽薄さと、明確な嘲あざけりの色があった。青というには淡い、水色の瞳も、なぜか蛇へびを連想する。向かい合うと、まるで底無しの深しん淵えんを覗き込んでいるようだ。

　まずは、相手の出方を窺うかがおうと決めたときだった。

「これは、刺繡？」

　はっと気づけば、今まで手がけていた刺繡が、彼の手にある。

「イグレックさ、……？」

　制止する暇ひまも無く、べきり、と木枠が音を立てる。そのまま、貴婦人の悲鳴みたいな音を立て、完成したばかりの刺繡が引き裂かれた。

「何をなさいます!?」

　呆気に取られるフェルに、彼はうっそりと笑った。

「ゴミの始末だよ。ユナイアの雌めす犬いぬが触った布など、汚けがらわしくて何にも使えたものじゃないだろう？」

「汚れた布なら雑ぞう巾きんにできますわ、イグレックさま」

　生真面目にずれた答えを返すフェルに、イグレックはあからさまに気を害したようだ。

「は、さすがは蛮国育ちだな。雑巾なんて言葉、姫君の口から出るとは知らなかった」

「でしたら、今日お知りになれましたわね」

　しゃあしゃあと返しつつ、正直、腹の底は煮えくり返っている。

（なんなのこの男!?　ひとが作ったもんを、平気で破るなんて。というかこの布も刺繡糸も木枠もタダじゃないのよ!?）

「人ひと質じちふぜいがよくも戯ざれた口をきくね」

　あからさまな[image: 蔑]さげすみにも平静を保っていたフェルに対し、血相を変えたのはラナのほうだ。

「で、殿下！　そのおっしゃりようはあまりにも奥方さまに対して失礼ですっ！」

　思わずといった様子で叫ぶラナに、「ん？」とイグレックは片眉を上げた。

「おやおや、おや？　きみは、彼女の侍女かな？」

「は、はい」

「そう。躾しつけがなっていないのは、どうも一匹じゃないらしい」

　言い終わらないうちに、ごきりと鈍にぶい音が重なった。

　ラナが悲鳴を上げて草地に倒れ込む。

「ラナ！」

「う、……」

　驚いて駆け寄ったフェルが助け起こすと、ラナは小さく呻うめきを漏もらした。

　その頰が、あっという間に赤黒く腫はれていく。

　──殴なぐられたのだ。

「下げ賤せんの身の分際で……皇こう族ぞくに盾たて突つくなんて、いったい弟の領はどうなっているのかな？　卑いやし女めの声で、耳が汚けがれた」

　腰に帯びた剣に、彼の手が伸びるのを見て、フェルは息を吞む。

（噓うそ、待ってよ。まさか）

　自らの上で、すらりと引き抜かれた鈍にび色いろのそれを、倒れ込んだラナは呆然と見上げている。何が起きようとしているのか分からない、という顔で。

「い、いや、お許しを……」

　震える唇で、ラナがどうにか口にしたのと、イグレックが薄笑いを浮かべたまま剣を振り下ろすのは同時だった。

「ラナ！」

　──考える前に身体が動いた。

　気づけばフェルは、イグレックの懐ふところに飛び込み、腰から鞘さやを抜き取っていた。

　両腕で持ち替えたそれに銀光を受け止める。肩にかかる衝しよう撃げきは重く、反動で、尖とがった踵かかとが庭に沈んだ。

（院長先生に仕込まれた『護ご身しん術じゆつ』、こんなところで披ひ露ろうすることになるなんて！）

　ちなみに、鞘を抜き取るのは、昔、農作業の手伝いでやったカブ引き百本勝負の要領だ。

　まさか女に剣を止められるとは思ってもみなかったのだろう。一瞬自じ失しつの体ていを曝さらしたイグレックは、状況を理解すると、一緒に不ふ快かいも思い出したらしい。

「……なんの真ま似ねかな？　皇族の剣の鞘に、戦に関わらぬ女ごときが勝手に触れるだなんて。僕はただ、身分をわきまえない召使に必要な制せい裁さいを加えようとしただけだけれど」

　フェルは無表情に答えた。

「失礼。手が滑ったのですわ。ついでにこれから口も滑らせますから適当にお聞き流しくださいましね」

　それから、おもむろににこりと微笑んでみせる。

「下賤の身？　卑し女？　まあ、嫌ですわ。難なん癖くせつけて女性の顔を平気で殴って斬きりつけるようなおかたに、侍女を馬ば鹿かにされるいわれはなくってよ」

「なっ……ん、だと！」

　容よう赦しやなく毒づいた瞬間、視界ががくんと揺れ、息が詰まる。

（い、っ……）

　すぐ目の前には、イグレックのゆがんだ形ぎよう相そう。髪を摑まれて引き寄せられたのだ。

「よく吠ほえる口だ」

　押し殺したその声は静かで、逆に、心の奥底に蠢うごめく暗い感情を窺うかがわせる。彼はそこで、ふと握りつぶしている銀髪に目を落とす。

「……そう、珍しい毛色だよねえ？　一目でお前のものと分かるだろう。……なに、僕の命令とあらば弟も花嫁の髪ぐらい喜んで捧げるだろうね」

　女性にとって、長い髪は命だ。特に、貴族の女性が髪を失うことは、死ぬよりも辛い恥はじになる。

　──けれど。

（絶対、負けるもんか。たとえ頭皮ごとひん剝むかれようと、惜おしくもなんともないわよ！）

　フェルは、答える代わりに、その顔を睨にらみ据すえた。

「髪では足りないか？　ならば目玉をくりぬいて、ちょうどいい硝子ガラス玉でもはめ込んでみようか。今の不吉なその色より、ずっといい色を選ばせてあげようね」

「お、奥方さま……！　イグレック殿下、お咎めはあたしに！　どうかおやめくださいませ！」

　後ろで、ラナが真っ青になっている。

　刃やいばが髪をもてあそぶようにかすり、やがて眼に向けられる。

　切っ先が迫り、まさに突き立てられようとする瞬間にも、フェルは目を閉じなかった。

　──抉えぐられる。

　覚悟を決めたとき、視界を覆おおったのは闇やみの色だ。

　フェルが最初に認識したのは、編んで垂らした漆しつ黒こくの髪。

　かん、と音を立て、イグレックの刃やいばがはねのけられる。

「旦那さま……？」

　呆然と呟く声には答えず、フェルを背に庇かばい、クロウが兄と対たい峙じしていた。

「旦那さま、あの。これは」

「お前は黙っていろ」

　急いで説明をしようとすると、ぴしゃりと遮さえぎられる。

「兄上、彼女が何かご無ぶ礼れいを？」

「可か愛わいいクロウ。なに、僕は悲しくてね。自じ慢まんの弟が娶った相手を見て。嘆なげきのあまり、つい熱くなってしまったようだよ」

「……彼女が何か」

「反抗的な雌犬だからさ。よく吠えて癎かんに障さわるからねえ。お仕置きでもして黙らせようとしてただけ」

　花嫁を愚ぐ弄ろうするのみならず、なんの説明にもなっていないイグレックの言葉にも、クロウは、顔色ひとつ変えなかった。

「仕置き？」

「毛並みを整えて、目玉を美しい色に変えてあげようとしたんだよ。そう、少し、人らしく体てい裁さいをね。何か問題かな？」

「……さようで」

　しかしクロウはこれにも無反応だった。

　クロウの手には、イグレックの刃を跳ね返した短剣がある。

　そしてイグレックの手にもまだ、抜き身の剣が握られたままだ。

　固かた唾ずを吞んで見守るフェルの前で、クロウは短剣を引き寄せる。かちりと音を立て、鉄の細さい工く鞘ざやに収めた。

「そうですか。兄上、あなたが気分を害されたのなら、彼女は目玉のひとつも捧げて然しかるべきかもしれない」

「ふ、くく、あははは！　だろう？」

（う、うそっ……）

　イグレックは腹を抱え、心底愉快そうに笑う。剣を握る彼の手にふたたび力がこもるのを見て、フェルは息を吞んだ。

　クロウは彼をじっと見つめていたが、やがてふうっと息をついた。

「けれど、できれば勘かん弁べんしていただけませんか？　それは俺の妻なのです。銀の髪も、夕焼けの瞳も、無む下げにするには惜しい」

　その言葉を、フェルのほうが意外に思う。彼が自分の顔を気に留めていたこともだが、何よりも『妻』という単語をその口から聞くと思わなかったのだ。

　しかしそれも、続くやり取りを耳にするまでのことだった。

「ほう？　なんだい。ただの人質でも、顔さえよければ情のひとつも湧わくものかい？」

　面白そうなイグレックに、「いいえ」とクロウは平然と返した。

「もの珍しい容色以外、これといって取り柄も無い女です。──その顔を失えば、彼女のどこに存在価値が？」

　がつん、と。

　頭を殴られたみたいな衝撃を、フェルは必死にやり過ごした。

「違いないねえ」

　イグレックは鼻を鳴らし、フェルの手から鞘をむしり取る。されるがままに手放しながら、フェルはぼんやりと宙空を見ていた。

（……そんなふうに）

　思って、……いたのか。

　べつに、彼が花嫁に興味が無いのは知っていた。

　シレイネとしての自分が、疎うとまれていることも分かっていた。

　けれど、こうしてはっきり言葉にされると、なぜか足元が突き崩されたような感覚に陥おちいる。クロウとイグレックの会話は、もう耳に入ってこない。

　気づけば、イグレックは後ろ姿になっていた。

　不機嫌そうにこちらを見下ろすクロウの顔を、フェルはぼうっと見つめ返す。

「お前は俺に恥をかかせるのが趣味なのか」

「わたくしの趣味は、刺繡と五弦琴の演奏ですわ、旦那さま」

　反射で即答すると、クロウはため息をついた。

「言い方を変える。後先考えずに勝手に動き回るのが、ユナイアの流りゆう儀ぎか？」

「勝手は謝ります。けれどあのかたは、ラナを……」

　しどろもどろな説明につられ、クロウはラナのほうを見る。変わり果てた頰の様子にも、やはり青い瞳になんの感情の色もなく。フェルは不満にも、不安にも思う。

「何もするな。目を閉じ、耳をふさいで、ただそこにいるだけがお前の仕事だ」

「それでは人形と変わりませんわ」

「……」

　クロウは何も答えない。フェルはますます不安になった。

「お聞かせ下さいませ。……わたくしは、人形ですの？　ユナイアから贈られた、毛色の珍しい？」

「……そうだ」

　短い肯こう定ていとともに逸らされた目。その瞬間、フェルの中で何かがすっと冷えた。

（こういう人なんじゃないか、やっぱり）

　笑いかけてくれたり、時にからかわれたり……『フェル』に見せてくれた豊かな表情が、

うたかたみたいに浮かんでは消えて。

（ただの仕事なのに……馬鹿、わたしも。一瞬でも思ってたの？　この人のことが少し分かる気がするだとか……分かりたい、とか）

「そう……、そうですね。結婚だなんて、所しよ詮せんは〝契約〟ですもの。心なんて伴ともなわなくて当たり前ですもの、ね」

　小さく返し、くるりとクロウに背を向ける。

「殿下！　奥方さまは、あたしのことを庇かばってくださっただけで……あっ。奥方さま！　お待ちください！」

　ラナの声が、どこか遠い。棘とげでも刺さったみたいに、ずきずきと胸が痛んだ。

　そのまま駆けだしたフェルのことを、彼は追ってはこなかった。
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（好きで嫁いできたんじゃない……！）

　散らばった思考の破は片へんで、頭の中が、ぐちゃぐちゃに乱れている。

（心が伴ってないただの契約……ってことなんか知ってたわよ冷れい血けつ漢かん！　そんなにわたしが気に入らないならとっとと離婚してくれればいいでしょう！）

　少しでも、理解したい。そう考え始めていたことに、その想いをばらばらに砕くだかれた後で気づく。

　──なんて。

（グダグダ凹へこんでられっかっての……！　時は金なり、んな暇あるなら有効に使うわ！）

　部屋に駆け込み、ゆっくり息を吸い、止める。冷たい壁に頭をくっつけて三十秒。

「……よし」

　フェルは顔を上げた。──そうだ。傷ついてなんか、やるものか。

　そう自分に言い聞かせないと泣きたくなるなんて、絶対に気のせいだ。

　衣装びつからカツラとお仕着せを手荒く摑み出す。ひとつ、確認したいことがあった。




「ちょっと、ラナ大丈夫!?」

「……あらフェル。何よ血けつ相そう変えちゃって」

　ドレスの貴婦人から、おさげに黒ぶちメガネの召使に。

　怒ど濤とうの早変わりを果たしたフェルが駆けつけたとき、ラナは平然と洗濯に勤いそしんでいた。

　予想はしていたが──思わず、抱えてきた薬草水の桶おけを取り落としかける。

「何やってるの」

「見て分かるでしょ。奥方さまが、誰も部屋に近づけるなっておっしゃったらしくて。殿下にも、もう今日は休めって言われちゃったし。することなくって、洗濯の手伝いよ」

「そういうこと言ってるんじゃないって。怪け我が！　休んでないと駄目じゃない！」

　強気な口ぶりはいつも通りだが、殴られた頰は、〝いつも〟からかけ離れているのだ。

　腫はれは引くどころかますますひどくなり、熱だって持っているかもしれない。

「ラナ、ちょっと顔貸して」

　フェルはラナの腕を摑み、無理矢理その場から連れ出した。




「ちょっと情けなかったのよ、あたし」

　薬草水に浸ひたした布を頰に当てつつ、ラナはぽそぽそといきさつを話した。フェルも当事者なのだが、黙って耳を傾ける。

「あのかたには助けていただくの、これで二度目だわ」

「情けないって……敵てき国こくのお姫さまに助けられたのが、ってこと？」

「違うわ。もうそんなのどうでもいい。二回も助けていただいたのに、何もお役に立てないことよ。借りっぱなしよ。ガラじゃないわ」

　きついまなざしで宙ちゆうを睨むラナに、フェルはきょとんとする。

「イグレック殿下に怒ってるわけじゃないんだ」

「あたしの顔、そんなにひどい？」

「……鏡はしばらく見ないほうがいいかも。でも大丈夫。わたしも、城壁修理の仕事で変な落ち方したときとか、怪かい魚ぎよ退たい治じの仕事で頭から喰われかけたときとか、顔面腫はれ上がったこと無数にあるけど、全部痕あとも残らなかったし」

「あんたホントここに来るまで何やってたのよ」

　やせ我が慢まんもあるのだろうが、ラナはフンと鼻を鳴らした。

「バカね、イグレック殿下もどうでもいいわ。もとから期待してないもの。……ああでも、クロヴィス殿下には腹が立つかしら。そりゃ、夫婦仲が険けん悪あくなのは周知の事実だけど、あんなひどいこと言うなんて。実は割と奥方さま想いなんじゃないかって思ってたのに」

「え？　……奥方さま想いぃ？　クロヴィス殿下がぁ？」

　思わずしかめっ面つらになるフェルに、「そっか、あんたは見てないからピンとこないのね」とラナはしたり顔で頷いている。

「この間、あたしが起こした騒ぎのとき……クロヴィス殿下、毒の葉を飲もうとした奥方さまを庇って、ご自身でそれを含まれたのよ。さっきだって実の兄君の前に立ちふさがってまで奥方さまを守って。なかなかできることじゃないわ。びっくりしたし、尊敬もしてたの。この人すごい！　って」

（イヤその前に、嫁が毒を飲む展開に持ってったのはほかでもないあの野郎ですんで）

　フェルが内心、なまぬるい笑みを浮かべている前で、ラナは握りこぶしで宣言した。

「豚がブヒブヒ餌エサを食い散らしても何も思わないでしょ。けど、憧れのひとが尻を搔きながら小指で鼻ほじってる現場には幻滅するじゃない！」

「言うね」

　清すが々すがしいほど遠えん慮りよない物言いを、嚙かみ締めて。フェルはおもむろに告白した。

「……わたし、あなたのこと大好きよ、ラナ」

「？　何よ突然気持ち悪いわね。そうね、あたしもあんたが嫌いじゃないわよ」

　フェルは笑った。なぁんだ、と息をつく。

〝フェル〟には〝シレイネ〟に向けるそれとは違う顔を見せるクロウに、勝手に夢をみていたのかもしれないし、勝手に幻滅もしていたのかもしれないけれど。

　簡単に言葉で表現されると、なんだか悩むのがバカバカしくなってくる。

　目の前でラナは、思いっきり落ち葉を蹴ける。それは、青い空に土ぼこりごと舞い上がった。

「フェル、ちょっと付き合ってよ。今すっごく暴ぼう言げん吐きたい気分なの、あんた得意でしょ」

「あー乗る乗る。死ね！　とかそういうの？」

「そこまで言いたくないし。もっと軽くて、命より心に響くようなのがいいわ」

　じゃあ、とフェルは考える。

「ハゲろ！　とかどう？」

「いいわねそれ。ハゲろ！」

「あいつら毛もう根こん呪われてあれ！　跡地にジャガイモ作付けしてくれるわ！」

「残念ながら家系的に安あん泰たいなんだ、これが」

　なぜか第三者の声が聞こえ、フェルは続く罵ば倒とうを吞み込んだ。

　一拍置いて、ラナともども揃ってゆっくり後ろを振り返る。

　確かに黒々とした髪に、秀しゆう麗れいな顔立ち──が台無しの、泣く子も黙るどころか心臓発作で永遠の眠りにつきそうな凶きよう悪あくな目元。

「出ぇた──!!」

　声を合わせて叫んだ二人に、クロウはわずかに口元を引きつらせる。

「出っ……、なんだ人を毒虫みたいに。ドクアマガエルが潰つぶれたような悲鳴を上げるな」

　たとえはやっぱり毒物らしい。

「も、申し訳ございません……お通りと知らずご無礼を!!」

　よりによって、今世界で最も見たくない顔が来た。そっくりさんだったらいいなと現実逃避に走ったフェルは、地に額をこすりつけるようにして跪ひざまずいたラナに、一拍遅れた。

「馬鹿っあんた何やってんの！　すみませんこの子まだ来たばっかりで」

　慌ててフェルの腕を摑んで引き倒そうとするラナを、「いいから立て」とクロウは制する。

「お前たちに用があった」

「……たち？　それぞれですか」

　フェルとラナは、ぽかんとして顔を見合わせた。意外な言葉に、恐怖も忘れかける。

「ああ。まずはラナ」

　標準装備の冷めた表情に戻ると、クロウは上着の隠しから小さな透とう明めいの棒を取り出した。手渡されたラナは、びっくりして見入っている。

「わ、つめたっ……氷じゃなくて、水すい晶しよう？　青みがかって綺き麗れいです、けど……」

「これでその顔を冷やしておけ。ちなみにこの石は、折ると光る特殊な鉱こう物ぶつだ。近いうちに使う機会があるかもしれないから、しばらく捨てず、肌身離さず持っているように」

「使う機会？」

「ああ。『奥の壁にある、白い石』を見るためにな。だが、今はひとまず忘れろ。これはお前もだ、フェル」

「あの、忘れる以前に、さっぱり意味が分からないんですが……」

「誰にも言うなということだ。守っておけば、皇族の毛根を全力で呪っていたことは不ふ問もんにしてやる」

　二人して黙り込む。

　首を傾げつつ棒を頰の腫れに当てるラナに、了解と取ったのか、クロウは今度は「さて、今度はお前だ」とフェルに目を向けた。

「フェル、ちょっと顔を貸せ」

「へっ？　わ……わたしですか!?　わたしが何をしたと！」

（いやまあ毛は呪ったけど！）

　ざあっと青くなるフェルに、「質問を許したか？」とクロウは片目を眇すがめる。

　正直、丁てい重ちようにお断りしたい。なにせ、状況が状況だ。

（そっちはわたしのこと知らないからいいかもしれないけど！　わたしのほうは、せっかく持ち直しかけてきたとこだったのよ！）

　フェルはラナに縋すがるまなざしを送る。薄情な友人には目を逸らされた。

　この際、助けてとは言わないから、胸元で十字を切るのはやめてほしい。縁えん起ぎでもない。

「こっちだ」

「うう……はい」

　先に立って歩き始めるクロウに、しぶしぶフェルはついていった。




　目の前を歩く男の、編み込まれた黒髪を追いかける。

　明るい昼日中の庭にあって、クロウの背は、そこだけまるで夜が訪れたかのようにくっきりと浮き上がっていた。

「何を難しい顔をしている」

　声をかけられて気づく。

　いつの間にか、聖堂に着いていたようだ。今日が珍しく暖かいとはいえ、冬の寒さはますます厳しさを増し、外の雪は深いというのに、常緑樹が青々と生い茂るこの聖堂は、やはり不思議な空間だった。春がまだ遠い先のことだと、忘れかけてしまう。

「フェル。ここに、お前の好きな花はあるか？」

「え……」

　突然の問いに、フェルは驚いた。何を訊きくんだろう。訝いぶかしみつつ、あたりを見回す。

　レースみたいな葉のヘムロック。春に咲くだろうアネモネも、きっと美しいけれど。

「あの、この中にですか？　……全部毒草なんですけど」

「二度言わせるな。質問を許したか？」

（う……召使姿なのに、いつになく性悪なんだけど。なに、ハゲろって言ったのそんなに響いてたの？　髪の毛ネタって、やっぱり男性には死し活かつ問題なわけ？）

　仕方なく、フェルは庭を物ぶつ色しよくする。

「あ、……これ。この花は、大好きです。全部の花の中で、いちばん」

　フェルはしゃがみ込み、見慣れたひとつを指さした。

　まだ、つぼみも無いものばかりだが、いくつか狂い咲いているのか、つらなった白い釣つり鐘がねをかかげている。まるで、小さな妖よう精せいが指先で触れて咲かせたように。

「鈴すず蘭らんか」

「はい。不思議ですね。春の終わりに咲くはずなのに……」

「特に手をかけているからな」

　フェルは顔を上げた。

「鈴蘭は俺も気に入っているから。だが、お前にはどうも特別な思い入れでもありそうだな？」

　尋ねられて、言葉に詰まる。

「あのう、わたしに拒否権は」

「訊くだけ無む駄だなことだろう」

　ですよね。ちくしょうめ。フェルはため息をつき、思い出す。

　──〝かわいいフェル。鈴蘭には、ね〟

　あなたに幸運が訪れますように。そういう意味があるのだと、教えてもらったことを。

「わたしの敬けい愛あいする人が、春先に必ず贈ってくれるんです。鈴蘭の花を」

　ユナイアでは、ベルティナの直前は鈴蘭祭りだ。大切な人に、幸せを願ってこの花を贈る。

「敬愛する人？」

「はい、恩人なんです」

「男か？」

「は？　いえ、違いますけど」

　急に声を低めたクロウを訝いぶかしく思いつつ、フェルは昔を語りだす。

「わたし両親いないんです。戦争で亡くなったって。だから、救きゆう貧ひん孤こ児じ院いん育ち」

「……そうなのか」

「はい。わたしの孤児院、ものすごく貧乏で。建物も穴だらけで……」

　そういえば、ガウェイン院長は、ちゃんと身代わり業の前金は受け取ったんだろうか。

　いや、あの人のことだ。フェルが心配なあまり、手もつけずに思い悩んでいるに違いない。

　みんな、寒い思いはしていないだろうか。

　そう思うと、シレイネ姫に助けられたときのことが、まざまざと瞼まぶたの裏に浮かんだ。




　寒い寒い聖せい燭しよく祭さいの晩だった。

「孤児院の仲間が一人、熱を出したんです。まだ幼い子で、呼吸もまともにできないくらいひどくなって。あたためようにも火を起こす薪たきぎもなければ、薬も買えない。院長先生が頑張ってくれたけど、どうしようもなくて」

　当時十一歳だったフェルは、まだできることも少なかった。だから、援助をしてくれる貴族を探して、赤い蠟ろう燭そくのちらつく夜の王都を走り回った。

　家々の窓からこぼれる明かりに、豊ほう穣じようの女神をたたえる歌声。

　綺麗な月夜だった。空気は乾き、きんと冷え、息は凍こおり、月は病的なほど青白く。

「どこのお屋敷も取り次ぎすらしてくれなくて、もうだめだって思ったときに助けてくれたのが、そのかただったんです」

　最初に彼女を見たとき、フェルは本当に女神さまが舞い降りてきたのかと思ったのだ。

　当時まだそこまで持病をこじらせていなかったシレイネ姫は、お忍びで聖燭祭の街を見に来ていたところだった。

　──あなた、しっかりなさい！

　ぼろをまとって石いし畳だたみに倒れた小こ汚ぎたない子供のために、彼女は馬車を駆かけ降り、手てずから助け起こしてくれた。

　──見捨てられるわけがありませんわ。立場が違えば、ここで倒れていたのはわたくしだったのかもしれなくてよ。

　狼ろう狽ばいし、しきりと放っておくよう勧すすめる従じゆう者しやを[image: 叱]り、馬車に乗せてくれた。延のびたのだ。

「……いつのことだ？　それは」

「かれこれ六年も前になりますね」

　六年、とクロウが繰り返す。

「いろんな人に助けられてるんです、わたし」

　フェルは独ひとり言ごとめいて続ける。

「わたしにとって、院長先生や孤児院の仲間たちは家族です。いちばんの宝物で、わたしの全て。みんなを助けるためなら、なんでも、どんなことでもします。だから……命よりも大事な人たちを守ってくれたそのかたにも、どうにかして恩返しがしたいんです」

　けれど、自分を囲む誰も彼もから、受け取ってばかりで、何も返せていないんじゃないかと、よく不安になる。

　院長先生。頑張れば、もっと楽をさせてあげられるんじゃないか。真冬の夜も明けないうちから、都中の家々を一軒一軒回ったりさせずに、済むんじゃないか。

　ちゃんとした壁と天井のある、寒風なんか吹き込まない家で、暮らせるぐらいは、せめて……。

（だから、なんとしてでも、この仕事だけは）

　──と。

「ほら」

　急に、髪に細いものを挿さし込まれる感触に、もの思いを遮さえぎられた。

　ぎょっと驚いて反射的に引きむしると、手のひらからかすかな芳ほう香こうが漂ただよう。

（鈴蘭……）

　何かと思えば。ほっと息をつくフェルに、クロウは「なんだ。似合っていたのに？」と面白そうにしている。
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「ありがとうございます……？」

　庶民の習性のひとつに、とりあえず貰もらったものはポケットに入れてしまうというものがある。フェルはエプロンのポケットに花を押し込んだ。

　ちなみに豆知識だが、だいたいポケットに入ったものは忘れ去られる運命にある。

「どうしたんですか？　急に。殿下、今日はなんだか妙みようですよ」

「妙とはいい度胸だな。それに、妙なのはお前のほうだろう？　いつもの威勢がない。例の『契約相手』の悪口はどうした」

「あ。……それは、今日は……いいんです」

　今日ばかりは、とても本人を目の前にして愚ぐ痴ちを言える気分ではなかった。

「まあ、かくいう俺も、お前にとっては『厄やつ介かいな契約相手』の仲間だからな。なにせ毛枯れの呪いをかけられるぐらいだ」

「そんなこと、」

　まあ、ありまくりなんですが。

　自分で続けておいて、自分で凹へこんだ。なんだかはっきりと線引きしてしまった気がして。

「……だが」

　彼が何気なく続けた言葉に、フェルは目を瞠みはる。

「お前にとってはただの契約相手でも。──俺はお前に感謝している」

「！」

　心臓が跳ねた。

「妙な悲鳴と言動でよく笑わせてくれるからな」

「って、そこですか!?」

「冗談だ、そう目くじら立てるな。ほら、やっぱりお前は面白い。こうしてお前と話している時間は、不思議と落ち着くし、愉ゆ快かいなものだと思うよ」

　フェルの前で、片膝を折り、彼は足元にある柔らかな鈴蘭の葉を撫でる。そうすると、こちらから見えるのは、広い黒衣の背だけになってしまう。

「お前はどうだ？」

「わたしは、……」

　わたしも、と。そう口をついて出かけたことに、フェルは自分で驚いた。

（……あれ。わたし……今、すごくラクだ）

　先ほどまでは確かに、顔も見たくなかった。それが気づけば、警けい戒かいも怒いかりもどこかに行ってしまっている。受け答えに、ぜんぜん気を遣っていない。

　落ち込む原因がクロウなら、引っ張り上げてくれたのも、やっぱり彼で。

　正直、異常事態だ。

　こんなはずじゃない。割り切って接し、そして別れるべき相手なのに。身分だってまるで違う。弱みを求めて腹を探って騙だまして、それだけのはず。

（ああ、ほんとに）

　さっぱりだ。何を考えているのか。

　彼も──そして、今を心地いいと感じる、自分もだ。

　意識したとたん、無む造ぞう作さにポケットに放り込んだ花が、強く香る気がした。

　考え込みかけたところで、追加がくる。

「ちなみにその鈴蘭、俺が品種改良したものでな。通常より即そつ効こう性せいのある強い神しん経けい毒どくを持っていて、万一口に入れでもすれば、死にはしなくても十数分は指一本動かせない」

「……」

　なんだその物騒な花！

（というかそんなもん人の髪に挿さすなっての！　ああもう結局はただの嗜し虐ぎやく趣味!?）

　怒りの突っ込みに紛れ、結局覚えかけた疑問はすっ飛んだ。
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　フェルがクルヴァッハに来てから、そろそろひと月が経とうとしている。

　もうすぐ冬至ユール。それが終われば、次の季節の祝祭は春の訪れを寿ことほぐインボルグだ。春が迫り、その向こうの夏が近づいてくる。

　つまり──立夏ベルティナの前夜祭、ワルプルギスの夜が。




（やばい、やばい、やばい！）

　薔ば薇ら水すいを振りまいたベッドに頭から突っ込み、、フェルは一人呻うめいていた。

　ちなみに、金きん糸し織おりのクッションは汚よごれるのが恐ろしくて、ハンカチを一枚敷いて使っている。豪ごう華かな生活が続いても、庶しよ民みん根性はいっかな衰おとろえない。

（ワルプルギスが……期限がどんどん近づいてくるよ。このままじゃ……）

　自分は身代わりのまま、名実ともにあの男の妻になってしまう。

　ということはつまり、報ほう酬しゆうは入ってこない。

（楽しい成金計画が！　金貨ガッポリ孤児院新築ウッハウハの予定だったのに……！）

　荷車いっぱいの金貨が遠ざかるのはもちろんのこと──懸け念ねん材料はそれだけではない。

（シレイネさまに、早く名前を返さないと、でしょう）

　フェルが帰らない限り、存在を偽にせ物ものに奪われ、あのかたは名もなき幽ゆう霊れいだ。

　さっさと任にん務むを果たせないもどかしさの陰かげから、不安の芽も顔を出す。

（……シレイネさまに申し訳が立たない、っていうのはもちろんだけど。……わたしが失敗したとき、孤児院はどうなるの？　お金が入らないだけで、済むの）

　ふとした瞬間に思い出す。セタンタ陛下やシレイネ姫が時折見せる、どこか冷たい瞳。

　万が一、お役目を果たせずに終わることがあれば、ひょっとして──胸騒ぎを、必死に振り払う。恩おん義ぎがあるかたがた相手に、何を、馬鹿なことを考えているのだ。

（残り、五カ月）

　その間に、なんとしても離縁させる。

　じりじりと減っていく時間とともに、気がかりがもうひとつ。

　このクルヴァッハ領の近況だ。




　実は、フェルの輿こし入いれ前くらいから、領内には盗とう賊ぞくの被害が頻ひん発ぱつしていたのだという。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、正体不明と思いきや──ついに夜や盗とうたちが手がかりを残したという噂うわさが、黒龍城を駆け巡っている。

　それが問題なのだ。

　賊ぞくの使う矢の矢羽は、赤く染めた山鳥の羽。

　──すなわち、ユナイアの正規軍を示すものだったのだから。




（おかげでこっちは針のむしろよ……）

　気分転てん換かんに部屋から出てみても、やっぱりどうして、気は晴れない。

　ユナイアがまた、性しよう懲こりもなく仕掛けてきてるんじゃないのか？

　得え体たいの知れない不安に冒され、向けられるまなざしは、また二つに割れつつある。友好と、敵意とに。

「気にしないでください。噂は嫌だけど……でもそんなの、奥方さまご自身とは、ぜんぜん関係ないじゃないですか」

　一緒にするなんて間違ってる、と励はげましてくれるラナに、フェルはかなり救われていた。

　皮肉なことに、ラナをはじめ、最初フェルを率そつ先せんして敵視していた者たちのほうが、今は味方になってくれている。

「……それにしても、イグレック殿下の兵、増えましたね。故こ郷きようが心配で、宿下がりする人も多いし。ケイさまも、ウーベル陛下にご助じよ力りよくを賜たまわるためにお出かけになりました」

　すれ違う兵を見ながら、隣でラナが呟つぶやく。

　城内では、警戒に出払っているクロウの黒龍師団兵に対し、緑の軍服を着た翠龍師団兵の割合が、ぐんと増えてきた。賑やかなケイが不在ということもあり、城の中は殺さつ伐ばつとしている。

（まさか本当に、セタンタ陛下が……？　ううん違う。あのかたは優しい人だ、疑うなんてどうかしてる）

　でも、馬車の中で話したとき、彼の見せた、蛇へびのような笑み。

　クロウに一泡吹かせてやりたいと言ってもいた。そのための計画を、実はずっと進めていたのだとしたら？

（信じるんだ……信じないと……）

　見捨てられた、とか、[image: 囮]おとりに使われた？　とか、間違っても、考えちゃいけないのに。

　なんだか、不意にケイのくれた木札のことを思い出した。

　あの札を使えば、仔し細さいを尋ねず、人だろうと運んでくれるのだっけ。

（院長先生。みんな。会いたいよ。……帰りたいな、ユナイアに）

　今は、身代わり花嫁の身。そういうわけには、もちろんいかないのだけれど。

　固く目を閉じ、フェルは長く息を吐はき出した。
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（も、もったいない……普ふ段だんならこそげて食べるのに！）

　苺いちごのタルトに添えられていたレースペーパーには、ごっそりとカテージチーズのクリームが付ふ着ちやくしている。

　孤こ児じ院いん育ちのフェルならともかく、今はユナイア王室出身のシレイネ姫。無む駄だになるクリームに未み練れんのまなざしすら送れないのが苦しいところである。

　苦しいといえば、この現状こそが苦しい。

　凹おう凸とつの少ない上等の薄うす硝子ガラスを張った高窓から、さんさんと陽光が降り注いでくる。柔らかな萌もえ黄ぎの漆しつ喰くいに、白を基調にした調ちよう度ど。テーブルには、可愛かわいらしい甘いお菓子。

　問題は居並ぶ面メン子ツである。

　フェルは、務めて平静を装よそおいつつ、そっと同じテーブルに着く二人を見やる。

　円まるいティーテーブルを挟み、右手に黒こく龍りゆう公こうクロウ。左手には、翠すい龍りゆう公こうイグレック。

　タルトは美お味いしかったし、紅茶もあたたかな湯気を立てている。東洋のお茶を練ねり込んだという淡あわい緑のクッキーにも惹ひかれるけれど。

（気が休まらない！）

　なんで、こんな蛇二匹に睨にらまれたカエル気分のお茶会やってるんだろう。

　おかげで、肝かん心じんのお茶はまだ一口も飲めていない。

　この状況、設定したのはほかでもないイグレックだった。

（この間、弟の新にい妻づまと思わぬ喧けん嘩かをしちゃったから、仲直りしたい、だなんて……）

　正直、とても本心とは思えない。案あんの定じよう、飛び交う会話は剣吞なものばかりだ。

「さてさて、さて？　実はねクロウ、面白いものを手に入れたんだよ」

　やけに嬉しげにイグレックが己おのれの従者に持ってこさせたのは、ぼろぼろの皮かわ鎧よろいだった。胸のあたりに、薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しらしき紋もんがうっすらと見て取れる。

（うっ……！）

　フェルは顔をそむけた。皮鎧には、茶色く変色した何かが点々とこびりついているのだ。

「この間、国境沿いに出た例の夜や盗とうのものだってさ。ご覧、はすがけに返り血が飛んでいる。なんでもこの血の主ぬしはね、逃げ遅れて、かわいそうに肩口から……」

「兄上。我が領民のご心配はありがたいですが、できれば場所を選んでいただきたく」

「堅いことを言わずに。その夜盗に襲おそわれたある村では、民家が全部焼き払われて、あやうく死者も出るところだったってねえ。今までの被害を合わせたら、怪け我が人にんの数なんて、とうとう大台に達するとか……」

　わざわざこんな話ばかり出してくるなんて、確実に嫌がらせの一いつ環かんだ。

　おまけに、夫婦仲が良くないのは織り込み済みなのだろう。

「そうそう、城の者たちが噂していたよ？　ユナ──おっと。あの国にとどめを刺さずに、下へ手たに花嫁なんて貰うから、逆に恨みを買ったんじゃないかってね」

「ご安心を。恨うらみなら、彼女を迎える前から存分に買っています」

「そう？　じゃ、恨みを残せる程度に手加減するから、後の憂うれいが残るんだよ、と言い換えようかな。某ぼう国こくの王が、妹大事で何を血迷うやら分からない……気持ちなら、僕も弟が大切だから分かるがねえ。これは僕のというより、お前のしもべたちの意見だけど」

　わざわざ、城の中にもシレイネ姫を快こころよく思わない者がいるのだと繰り返し匂わせるイグレックから、フェルは視線を逸そらす。

（妹大事で云うん々ぬんってのはない。だってわたし、身代わりだし）

　しかし、シレイネの名を、フェルが持ったままにしているのは事実で。

（もし本当に、なかなか目的を果たせないわたしがじれったくて、陛下が何らかの強硬手段に出たんだとしても……だったら、なんでわたしが来る前から被害が……）

　悶もん々もんとしながら、居心地の悪さを誤ご魔ま化かすため、フェルは紅茶に指を伸ばした。

　澄すんだ赤あかを湛たたえた、白はく磁じのティーカップ。

「！」

　触れる前に、横からひょいと搔かっさらわれる。

（なんでわざわざわたしの分を取り上げるかな、この人は。人前でぶざまに茶を啜すするなって？）

　澄ました顔で紅茶を口にするクロウに、フェルは笑顔を張り付けたまま呆あきれた。

　絶対わざとだ。腹は立つものの、横顔を見ているうちに、なんだかすっと気が落ち着く。

　お茶を飲む所しよ作さひとつ取っても、洗せん練れんされて隙すきがない。付つけ焼やき刃ばのフェルと違って、育ちの中で身につけたもの。

（ああ、この人はやっぱり皇おう子じさまなんだ）

　ぼんやりフェルは思った。

　──と。

「かはっ、」

　口元を押さえた彼が、むせるように低く呻うめいた。手から落ちたカップが、かしゃんと鋭するどい音を立てる。お茶の赤が白いクロスに広がる。

「え、……」

　一瞬、何が起こったのか分からなかった。

　呆ぼう然ぜんとしていたフェルは、クロウの身体からだが傾かしぐのを見て、慌あわてて席を立って支え起こした。激はげしく咳き込む背を叩き、肩を押さえる。

「旦那さま!?　どうなさったんです、しっかりしてください！」

「毒だ！」

　同じように席を立ったイグレックが、青い顔をして叫んだ。

（毒……!?）

　目を閉じたまま眉まゆ根ねを寄せ、浅い呼吸を繰り返すクロウに、フェルは戦せん慄りつする。

「医師を呼んで、早く！」

　フェルは叫んだが、イグレックの優先事項は別にあるようだった。

「すぐに、部屋に出入りした召めし使つかいを調べろ！　厨ちゆう房ぼうにいた者も含め、疑わしきは全て捕らえるんだ！」

（そんなの後回しでいいのに！　シュア・ノーツァの葉を飲み下しても平気だった旦だん那なさまがこんなに苦しんでるなんて。何か、とんでもないことに違いないのに……！）

　フェルは唇くちびるを嚙かむ。

（素す性じようの分からない毒に対処するには）

　いつだったか、召使姿のフェルにクロウ自身が教えてくれたことだ。暖だん炉ろまで走ると、消けし炭ずみを火ひ箸ばしで探し出した。

　考えている暇ひまはない。フェルはかけらを割って口に含むと、クロウの唇に唇を押しつけ、嚙み砕いた炭を流し込む。

　続けて、花瓶の水で口をゆすぐ。飲むための水は信用できない。

　何度も呼びかけると、睫まつ毛げが震え、わずかに開かれる。現れたうつろな青が、一瞬だけ、フェルの顔の上で焦しよう点てんを結んだ。

「お気がつかれました!?　今、医師を呼びますから……！」

「……、……」

　色の抜けた唇が動き、彼は名前を呼んだ気がする。それが誰のものなのか、フェルにははっきりと聞き取れなかった。クロウはそのまま、再び瞳ひとみを閉じてしまう。

　握り締めた指は、氷のように冷たい。

「旦那さま、旦那さま！」

　祈るように肩を揺さぶって叫び続けるフェルは、イグレックの手で無理やりクロウから引き剝はがされた。




　あっという間に、城は上を下への大騒ぎになった。

　厨房働きも召使も庭師も、使用人たちはイグレックの指示で一カ所に集められた。

　あるじに毒を盛もられたという動どう揺ようもあり、ろくな抵てい抗こうもできないまま、彼らは問もん答どう無む用ようで牢ろうに放り込まれてしまう。広い地下牢は、少なくなった使用人たちをすっかり収めてしまうのに、打ってつけだった。

　放り込まれたといえば、場所は違えどフェルもである。

「どういうこと!?　城の者をみな、調べもせずに牢に入れるなんて！」

　憤ふん然ぜんと抗こう議ぎするフェルに何も答えず、イグレックの兵たちは、引きずるように彼女を自室に押し込んだ。

（いったい、何がどうなってるの！）

　廊下から、無理やり引き立てられる使用人たちの戸と惑まどう声や、時に悲鳴が聞こえる。

「おやめなさい！　何をしているの!?」

　止めようと扉に駆け寄ったが、取っ手はびくともしなかった。

（！　……外から鍵かぎをかけられたんだ）

　無駄と知りつつ、フェルは固い扉に拳こぶしを打ちつける。焦あせりと怒りと不安とで、じっとしていられない。

　どうしても開かないと知ると、仕方なく、まるで檻おりに囚とらわれた獣けものみたいに、ぐるぐると広い部屋の中を歩き回る。

（みんな……旦那さま、どうなったんだろう……様子を見に行きたい。でも、下手に動いていいのかな。毒には強いはずだし、一度は目を覚ましたけど、でも……）

「……おやおや、おや？　お疲れのご様子だね、弟の花嫁どのは」

　とうとう変装して窓から出ようかとまで考えていたフェルは、扉の開く気配と声とにはっと顔を上げた。

「イグレックさま？」

　戸口にもたれるように立ち、彼は曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべている。

「旦那さまは……」

　慌あわてて駆け寄りかけたフェルに、彼は貴き公こう子し然ぜんとした顔立ちに刻きざんだ笑みを深めた。

「さあね、逃げ出してしまったから。まったく、あいつがあれを飲むことになるとはね」

「……え？」

　イグレックの言い回しに微び妙みようなものを覚え、フェルの足が止まる。

「あの毒。……イグレックさまが仕組んだことですの？」

「本当はね、きみに飲ませるはずの毒だったんだ。あそこできみが死にさえすれば、もっと話は簡単だったのになあ。そうすれば僕は弟と手を取り合い、怒り狂くるって報ほう復ふくに来たユナイア兵どもを一いつ掃そうできたのに。でも、仕方ないね」

　言葉に続くように、イグレックの後ろから、何人もの兵たちが踏ふみ込んでくる。

　足音荒く追ってきた彼らの姿を見て、フェルは口元を押さえて後ずさった。

　薔薇に獅子の紋を押した皮鎧。えびらに差した、赤い羽根の矢。

「それ。ユナイア兵、の……まさか、領内に出没していた盗とう賊ぞくたち、って……？」

「よくできているだろう？　翠龍師団にこの格かつ好こうをさせて、クルヴァッハ領を荒らさせていたんだよ。人じん心しんなんて簡単なものだね。婚こん姻いんでちょっと友好に傾きかけていた世せ情じようも、これで一気に反ユナイアだ。ここまでが下準備」

　脈が速くなる。聞いたこと全てが、まるで夢のようにふわふわと頭を素通りしていく。

「そう、最初は弟は生かしておこうと思ってたはずが……。様子を見ていたら、気が変わってね。さっきも試しに、クロウにも効くような毒を選んでみたら……結果は案の定だよ。だから、夫婦仲良く犬死にするような筋書きも用意してみたのさ」

　芝居がかった仕草で顔を覆おおってみせると、イグレックは大おお仰ぎようにため息いきをついた。

「ただ、ちょっと予定が狂った。だから、きみにも少し手伝ってほしいことがあってね」

「手伝う……ですって？」

「クロウを仕し留とめるためにさ。予想外にしぶといんだ、あの子が」

　言うが早いか、イグレックは大おお股またに歩み寄ってくると、無む造ぞう作さにフェルの顎あごを摑んだ。

　愉ゆ快かいそうに見下す水色の双そう眸ぼうを、フェルは負けじと睨にらみ返す。

「黒龍師団の兵はほとんど領内の警けい護ごで出払ってるし、残りは捕らえて牢に放り込んであるから、まさに孤こ軍ぐん奮ふん闘とう。それでもまあ……軍ぐん神しんの異い名みようを取るだけあって強いのだよねえ」

　──不意に、耳のすぐそばで、ぶつりと鈍にぶい音がする。

「さぁて、さて。そこで考えたのだよ。この髪を見せれば、あれも少しはおとなしくなるかもしれないな、とね」

　フェルを突き放したイグレックの手には、緋ひ色いろがかった長い銀髪の束たばが握にぎられている。

　顔の脇の一房が不揃いになっているのに気づき、フェルは唇を嚙かんだ。

「人間、不安な想像にこそ、より恐怖を煽あおられるよね？　クロウにはこの髪を見せて、抵抗するごとに、きみの耳を切り落とすとか、鼻を削そいであげると言ってやろうと思うんだ。新しい筋書きでは〝夫を騙だまし討うった〟きみは、〝ひそかに呼び寄せていたユナイア兵〟と〝逃げ出す〟んだけど、国境付近で捕まって無残に切り刻まれちゃう寸法さ。すぐには死体にしたくないし。ちょうどいいよね」

「そんなもの、役に立ちませんわ。だって、旦那さまはわたくしを嫌っておいでだもの」

　フェルは笑い、鼻であしらってやろうとした──だが。

「おやぁ？　勘かんの鈍にぶいことだ。庇かばって毒まで飲んでやったのに、まったく気づいてももらえないなんて。クロウも報むくわれないねえ」

「え……」

「でもまあ、どうせ死の国の海辺で逢あえるよ。そのときに、睦むつ言ごとのひとつも囁ささやいておやり」

　扉の向こうに消えていく背を、フェルは呆然と見送った。

　ふたたび鍵かぎを外からかけられ、一人部屋に取り残される。じゃらりと音がしたから、きっと取っ手に鎖くさりまで巻かれたのだ。

（……どういうこと？）

　聞いたばかりの台詞せりふが、胸の中でわだかまっている。領内に出しゆつ没ぼつする盗とう賊ぞくの正体や、イグレックの企たくらみ。けれど、何よりも。

（……庇って毒を飲んだって、言った。『シレイネ』のわたしを？　本当に？　なんで？）

　しんと冷えた静せい寂じやくの中、自分の心音だけが鼓こ膜まくを打つ。

　ラナの言葉を、ひどく唐突に思い出した。

　猛もう毒どくの葉を飲もうとしたときも、彼はフェルを守ったと。

　今さら気づく。冷たい態度を取っても、怖い言葉で脅おどしても。クロウは絶対に、決定的な危き害がいだけは加えなかった。

（わたし……何か重大な思い違い、してるんじゃ……）

　凍こおるような瞳、優しいまなざし。冷たい声、穏おだやかな声。髪に挿された鈴すず蘭らんの香り。すべてが混こん然ぜん一いつ体たいとなって渦うず巻まき、胸の奥で爆はぜる。

　そこから弾き出された結論は、単純で。

（ああもう、こんなとこでグチャグチャ思い悩むだけ脳みその無駄遣いだってのよ──！）

　あっさり離り婚こんするはずが、とんだ回り道ばかりだ。

　悪あく態たいをつきつつ、腹は決まっていた。

（院長先生、みんな。シレイネさま。……少しお待たせすることになりそうです）

「──よし」

　フェルは気合を入れ、衣装びつに駆け寄った。




　一度決めれば行動は早い。

　お仕着せに手早く身を包み、カツラに髪を乱らん暴ぼうに押し込む。しゃれた飾り靴ぐつを、走りやすい革かわの靴に履はき替える。

　ソバカスは時間が無いので割かつ愛あいし、代わりにベッドシーツの端はしを裂さいて紐ひもを作った。申し訳程度の長さにしたものを、窓を開けて垂たらす。

　スカートをまくり、余あまった布で、小ぶりな銀の燭しよく台だいを太ふとももに括くくりつけた。ベッド下からモップを取り出し、ドアに駆かけ寄る。

　壁にぴったりと寄り添そって、フェルはすうっと息を吸い込んだ。

「大変……！　奥方さまが!!」

　できるだけ甲かん高だかく聞こえるように、大声を張り上げる。

　間もなく鎖くさりが外される音がし、乱暴な足音を立てて、イグレックの兵が踏み込んできた。

「どうした!?」

　召使姿のフェルが『シレイネ』だと気づかず、彼らは窓からぶら下がる紐に息を吞む。

「おい、シレイネ王女がいないぞ！」

「庭だ!!」

　呼よぶ子この笛が鳴り響き、邸やしきの中の兵が外に雪な崩だれを打って飛び出す。

「あれ？　けど、召使はみんな地下牢に押し込んだはずじゃ……」

　がしょん。

　兵の一人が訝いぶかしむのと、そっとドアから抜け出したフェルが、外から扉に錠じようを下ろすのは同時だった。ついでに、鎖も巻かせていただく。

「ご愁しゆう傷しようさま」

　内側から何事か怒ど鳴なる声を無む視しし、フェルは駆かけだした。

「おい、なんだ、召使が逃げ出したのか!?」

「焦あせるな！　小娘一人、べつに上玉でもなし、殺しちまえ」

　出くわした兵が振り下ろした剣を、太ももから抜いた燭台の枝でがっちり受け止める。

「なっ……」

　驚いた兵が、一瞬動きを止める。その隙すきを狙ねらい、フェルは剣を横に弾くと、そのまま身体を回転させてみぞおちに燭台を叩き込んだ。

　短く呻うめき、仰あお向むけに倒れてもがく男の腹を踏ふんで固定する。さらに、容よう赦しやなくモップの穂ほをその顔に押し付けてやった。

「お掃そう除じしましょうねぇえ」

　使い込んで黒ずんだモップに窒ちつ息そくさせられ、白目を剝むいて痙けい攣れんし始めた彼を見て、駆かけつけた仲間の兵たちが「ひでえ……！」と慄おののく。

「長年溜め込んだ汚よごれに加え、目に入ったら劇的にしみる害がい虫ちゆう駆く除じよ用ようハッカ油をたっぷり吸わせたモップの切れ味……ふふふ、次は誰に味わわせてあげようかしら」

　眼鏡めがねを底光らせ、ゆらりとモップを構えたフェルに、兵たちはじりじりと後ずさる。

「あんたたちが剣やら槍やりやらいじってんのと同じようにね、伊だ達てに掃除用具触り続けて十ン年じゃないのよ、わたしも」

　勢いのまま三人まで仕し留とめたところで、燭台を持つ腕を摑まれてつんのめる。取り落としたモップが、床で硬かたい音を立てた。

「この小娘……！」

　怒いかりに燃えた兵が、剣を高くかざす。振り払おうにも、さすがに腕わん力りよくではかなわない。

（やばいっ、……何か武器！）

　そんなものあるはずがないと分かっていても、ついエプロンのポケットを探ってしまう。だが、指先に当たった萎しおれた感触に、ぴんときた。

「召し上がれ！」

　気合一発、フェルは手の中のものを力任せに相手の口に突っ込んだ。「ぐへっ」と短い悲鳴を上げ、兵はあっという間に昏こん倒とうする。

「……し、死なないって言ってたよね？」

　返事はない。効きき目は絶大のようだ。

「まったく、ここにきてから、何がどこで役に立つか分かんないことばっかだわ……」

　庶しよ民みん習性でポケットに入れっぱなしだった、クロウの品種改良鈴蘭を食らった兵は、ぶくぶく泡を吹いている。
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　視界の端で、折れて散らばる赤羽の矢。

　累るい々るいと横たわる〝ユナイア兵〟たちを一いち瞥べつし、クロウは息を整えた。

　毒を盛もられて倒れてから、ユナイアの武器を身に着けた兵が部屋になだれ込んできた。

　白い壁布に、硝子ガラスの燭台──いつの間にか、朝ちよう餐さん室しつに来ていたのか。応戦しながら逃げてを繰り返していたから、自分がどこにいるのかも考えていなかった。

（あの毒……あいつが飲んでいたら、死んでいたな）

　こういう事態のために、毒を普段から口にして身体になじませてきた甲か斐いがあった。

（にしても、ただの毒ならまだしも。ご丁てい寧ねいに呪じゆ毒どくを盛ってくるとは……さすがは兄上、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないか）

　呪じゆ術じゆつによって造つくられた毒は、効果がはっきりとしない半面、人じん知ちを超えた作用を生みもする。精神を冒おかし、幻覚を見せ、時に人を思いのままに操るものもあるという。

　強いめまいに、斬きりかかってくる兵たちが二重三重にぶれる。クロウはままならない身体に苛いら立だった。

　腕はたいしたことのない者ばかりでも、数が多い。一度部屋から抜け出したものの、まだクロウは同じ階で足止めを食らっていた。

「おや？　しぶとく生き延のびているなんて、兄想いじゃないねぇ、クロウ」

　気づけば、少し離れた位置にイグレックが立っている。

　時刻はすでに黄たそ昏がれとなり、窓から射し込む西陽を浴びた兄の姿は、全身返り血を浴びたように見える。

「弟想いでない兄にだけは言われたくないものですね」

「ひどいなあ。僕のせいだとでも言うつもり？」

　頰の傷からしたたるものを指先で拭ぬぐうクロウを眺めやり、イグレックは物思わしげにため息をついた。

「そもそもはお前がいけないのだよ。先の戦いくさで、せっかく捕らえた前ユナイア王を解放しようなどとするから。……虫の息だったあの国と、講和したいなんて言いだし、おまけにシレイネ姫まで妻にして」

　僕としては、兄弟仲よく、末長く暮らしていければよかったのだがねえ。

　そうイグレックは嘆なげく。

「可愛いクロウ。ちゃあんとあのままユナイアを叩たたきのめしておけば、国境のクルヴァッハを守る番犬として大切に飼ってあげたのに」

　要は、役に立つ駒こまであればよかったと言いたいわけか。

　クロウが黙ると、イグレックは気を良くしたのかさらに言葉を続ける。

「ああ、残念、実に残念だ。この僕に、血を分けた弟を手に掛けさせるなんて。いけない子だね、クロウ」

「誰が殺してくれと頼みましたか」

「ふふ、余よ裕ゆうだねえ……」

　不意に、イグレックがばさりと投げ出したものに、クロウは目を瞠みはる。

　銀色に緋ひの混じった独特の色合いは、見間違えるはずもない。

「分かりやすいだろう？　あの雌犬の髪だよ」

「……シレイネは？」

「部屋に閉じ込めてあるよ。まだ、ね」

　その言葉に、クロウは自分の目もく算さんに狂くるいが生じたことを知った。

（どうせ後で始末するだろう召使たちと一緒に、地下牢に押し込んでくれればと思っていたんだが、あいつだけ別にされてしまったなら……まして、呪毒にやられたこの身では）

　床に落ちた髪を踏みにじり、イグレックは愉たのしげに笑う。

「本当は連れてきて目の前で首を刎はねてあげても良かったのだけど」

「兄上こそ、砂糖菓子のような脳みそを持っておいでだ」

　内心を隠し、クロウは鼻先で笑い飛ばす。

「あの女を、俺が命をかけるほど重んじているとお思いですか？　所しよ詮せんは人質だとは、あなたご自身がおっしゃったことです」

「甘いのはお前だよ、クロウ。まさか、芝居に気づかない僕だとでも思ったかい？」

　クロウは舌打ちしたくなった。

　さすがは次兄。他人の顔色を見るには抜け目のない、ゼルクの狐きつねだ。

「わざわざつれない態度で接して、相手に自分を頼らせない。政略結婚で夫婦仲は冷えきっていると見せかけたほうが、せめて余計な危険を避さけられると思ったのだろうけれど……この前あの雌犬を庇ったのはやっぱり失敗だったよ、クロウ」

　聞き流しつつ、クロウは心中で付け足した。

　別に目を欺あざむくだけが理由ではない。

（いざという時、俺を気にせず逃げてくれるほうがいいと思ったから）

「助けたい？」

　からん。音を立てて足元に銅製の小こ瓶びんを投げ出され、クロウは訝しげな目を兄に向ける。

「中に入っているものには、お前のほうが詳しそうだね。毒蛇を喰らい合わせて残った最後の一匹を使い、妖よう精せいのこしらえた純正品──今、お前を苦しめているものとは格の違う極上の呪毒。ひと舐なめしたが最後、終わりない悪あく夢むに取り殺されるんだってねえ」

　にこにこと笑い、イグレックは瓶を指差す。

「飲むといい。そうすれば、あの雌犬は助けてあげる」

「……」

「お前の大好きな毒だよ。死に際に気を利かせてあげるなんて、僕はなんて寛かん大だいな兄だろう」

「寛大、……ですか」

　クロウは長く息をついた。

　シレイネを見み逃のがしてくれるなどという戯ざれ言ごとは信じるつもりもない。だが、彼女は向こうの手の内。ここで自分が刃向かえば、今すぐに何かしら危害を加えるつもりだろう。

（逆に俺が倒れれば、油断して少しはそのまま生かしておく……か）

　遅いぞケイ、と思考の底で悪あく態たいをつく。

（あと少しだったんだがな）

　ため息をつき、小瓶を拾い上げる。

　蓋ふたを開ければ、花にも似た甘い香りが漂ただよった。

　優ゆう雅がなそれと裏腹に、中の毒は、一口でも含めばあの世行きの代しろ物ものだ。

　死は怖くはない。己おのれには、むしろ親しみの湧わくものだ。

　ただ、あの夕焼け色の瞳の少女のことだけが、気がかりだった。

（……結局、傷つけたままになった）

　利用するだけ利用して、煮え切らない態度で翻ほん弄ろうした。

　……煮え切らないだけ、余計に傷つけた。

　謝る機会も得ないままだということだけが、心の端に引っかかる──

「ひとつだけ訂正を要求します、兄上」

「なんだい？　弟よ」

「彼女は、雌犬ではない。……俺の妻です」

　射い貫ぬくように自らを見み据すえるクロウに、イグレックは片頰をゆがめる。

「……だから、お前のことを殺してしまおうと思ったのだよ」

　クロウは息をつき、口元に小瓶を近づける。唇が、まさに中身に触れようとした──刹せつ那な。

「イグレック殿下！　お逃げください！」

　ユナイア軍の格好をした兵が駆け込んできた。ひどく動どう揺ようした様子で、入るが早いか乱らん暴ぼうに扉を閉める。

「シレイネ姫が！」

「姫が？」

　訝しげに眉をひそめたイグレックの前で、報告中の兵が前のめりに吹き飛んだ。

「!?」

　同時に、すさまじい轟ごう音おんが鼓こ膜まくに突き刺さる。床が揺れ、壁ごと砕け散った扉の向こうに、橙だいだい色の炎がひらめいた。

　それから、もうもうと立ち込める白い粉。正体はにおいで分かる──小麦粉だ。

　息をつく間もなく、銀色に光る円えん盤ばんが投げ込まれた。

（給きゆう仕じ用ようの銀皿!?）

　結構な飛距離を保ったそれは、イグレックを狙ったものらしい。間かん一いつ髪ぱつ避よけた彼の金髪をかすり、窓硝子を割って、見えなくなった。けたたましい音とともに落ちていく。

「…………」

　呆あつ気けに取られ、誰もが言葉を失う。小麦粉と煙が充満し、真っ白になった廊下から、やがて人影がひとつ浮かび上がってきた。

「旦那さまは、ご無事ですかしら」

　低く呟き、完全に姿を現した人物に、クロウも、イグレックですら言葉を失う。

　相手そのものが意外だったなど、この際、二の次である。なにせ、相手の格好がひどすぎたのだ。

　ばさばさに振り乱した銀髪。剝むき出しの手足には、盛大に作った打ち身。

　そんなことより、ぼろぼろに裂さけた白いアンダードレス一枚なのは、どういう了りよう見けんだ。何がどうしてそうなった。

「みなさま、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。……夫を返してもらいにまいりましたわ」
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　口に入った髪を無む造ぞう作さに吐はき出し、茜あかね色の瞳に闘とう志しをぎらつかせ。

　丸出しのペチコートの裾すそをつまんで優雅に挨あい拶さつすると、〝シレイネ姫〟は、絶ぜつ句くする周囲を見渡して、にっこり微笑んでみせたのだった。
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（あー、びっくりした。粉こな挽ひき小屋の仕事中に注意された、小麦粉で大爆発が起きるって話、本当だったんだ……）

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった顔、という表現がある。

　今のクロウとイグレックの顔ときたら、まさにそれだった。フェルは、多少もろもろの溜りゆう飲いんを下げる。

「シレイネ？　お前……」

「加勢のお届けですわ。必要かと思いましたの」

　しれっと続けた後、ふと思い出したのは『鬱うつ陶とうしい皮肉』に関するクロウの言げんである。

「別に、あなたのためにやったわけではございませんわよ。これはそう……」

　フェルは、かっと目を見開いて言い放った。

「ちょっと太らせてやろうと思っただけですの！」

「どうやってだ」

　冷静な突っ込みが来た。フェルはぐっと詰まる。

「出合え！　ユナイアの王女が逃げ出したぞ！　何をしている!?」

　間の抜けた会話に毒どく気けを抜かれていたイグレックも、正気に返ったらしい。

　彼の命に応じた兵が斬きりかかってくるのを、フェルは間一髪で避ける。

（銀皿投げるんじゃなかった……！）

　とっさに目についたのは、床に転がる、自分の銀髪の束。

　兵の後ろに回り込むや否いなや、身を沈めて拾い上げたそれで、フェルは相手の首を絞め落とした。

「ぐぇえ」

　姫君から思わぬ報ほう復ふくを貰った兵が昏こん倒とうしたところで、クロウに腕を摑まれる。

「逃げるぞ！」

　フェルが一人に応戦している間にも、彼は数人を倒したらしい。

　手を引かれるまま、フェルはドアから廊下へと飛び出した。
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「なぜ、逃がした!?」

「も、申し訳ございません……！」

　遠ざかる二人の足音に、イグレックは歯ぎしりする。平謝りする部下を剣の柄つかで殴なぐり、荒れた呼吸を落ち着けようと試みた。

（どういうことだ！　あの雌犬は一体どこから逃げだした!?）

　いや、今は済んでしまった『なぜ』を考えても仕方ない。絶対に、あの二人を逃がすわけにはいかないのだ。

（敗戦で痛めつけた今こそ、あの蛮国を滅ぼすには絶ぜつ好こうの機会なのに……！）

　この間の戦だってそうだ。最後の指し揮きさえ自分が執とっていれば、あんな半端なことはしなかった。もっと、徹底して血けつ脈みやくを絶たった。

　ユナイアと再戦し、今度こそ自分が制せいしたい。

　けれど、シレイネ姫を皇家に迎えることを許した以上、父ウーベル帝は、事実上ユナイアとの和平に同意したも同然だ。

　だからこそ、イグレックは危険を冒してまで、この婚姻をぶち壊しにかかったのだ。

　今あの二人を逃せば、自分の目もく論ろ見みが明るみに出る。ユナイアの滅亡はおろか、自分のほうが反はん逆ぎやく罪ざいで捕つかまってしまう。

　そこで、彼はふと冷静になる。

（いいや、守りは万全だ。たった二人で何ができる？　あいつらはいずれ捕まる。だが、……物足りない。ただ、惑まどわされるまま時を費ついやし、殺すだけでは）

　たとえ些さ細さいな抵抗だろうと、今ここで裏をかかれたことが、苛いら立だたしい。

（何かないか、何か……）

　思いついたことを口に出したのは、ほとんど無意識だった。

「地下牢から適当な使用人どもを引きずり出せ」

　イグレックは唇の片端を吊り上げ、集まった部下たちに命じる。

「まずは、あの二人をどこかに追い込め。逃げ場を塞ふさいだうえで……誰でもいい。一人ずつ見せしめに首を刎はねろ。一分につき、一人だ。城中に血と死体を撒まき散らしてやれ」
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「お前、あんな喧けん嘩か殺さつ法ぽうどこで学んできた」

「淑女レデイのたしなみですわ、旦那さま」

　軽かる口くちで気を紛まぎらわせながら、フェルはクロウと共に薄暗い廊下を走り抜ける。

（それにしても、現時点ですでに破壊活動やりすぎて怖いんだけど。ああもったいない、やれもったいない。扉とか硝子とか銀皿とか、割ってはぶん投げしたけど果たしてお値段おいくら……）

　足は止めずに考え込んでいたフェルは、続くクロウの一言に青ざめた。

「それにしても、……えらく元気なんだな。病弱だという話は、やはりガセか？」

　しまった。病弱設定なんて、頭からきれいに吹き飛んでいた。

「あらいけない持病の癪しやくが」

　癪がなんなのかよく知らないけど！

　わざとらしく咳せき込むフェルを横目で眺め、隣に並ぶクロウはため息をつく。

「着てろ」

「！」

　不意に、ばさりと肩に何か掛けられた。思わず、足が止まる。

　腕を上げると、黒い飾かざり袖そでを留めるいぶし銀のカフスが目につく。

（上着？）

　アンダードレス一枚では、剝き出しの腕や背が寒かったので、たいへん助かる、のだが。

（いや、この人が〝シレイネ〟相手でそんなに優しいハズが……。はっ！　まさか、あれもこれも弁べん償しようしろって突き落とす前フリとか!?）

「何を企んでますの？」

　思った通りを口に出すと、クロウはわずかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……別に。体調が良くないんだろう？　それに、そんな格好でうろつかれても、目の毒だからだ」

「はい？」

　クロウは、ぶっきらぼうに言葉を投げると、さっさと先に行ってしまう。

　上着の前を搔き合わせたフェルは、小走りに、揺れる三つ編みを追いかける。

「毒にたとえるほどわたくしの格好がひどいってことですの。そりゃあ、ボロボロですけれど、さすがに傷つきますわよ」

「…………もういい」

　返事がどことなくげっそりしている。

（ん？　今ちょっと、『召使フェル』相手のときみたいに見えたような）

　その背は、なんとなくいつもより親しみやすく感じる。

　気のせいかもしれない。たぶん、気のせいだろうけれど。

「？　ありがとうございます」

　首を傾かしげつつお礼を言って、フェルは黒いフロックに袖を通す。小柄なフェルの丈たけではぶかぶかで、ほのかに香水が漂ただよった。

　すっと鼻に抜ける、柑かん橘きつ系けいのオードコローニュ。いつもの香りに、少し安あん堵どする。

　安堵するほどそれに慣れていることに、気づかないまま。
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　最初こそ冗じよう談だんを交わす余裕もあったが、会話はやがて途と切ぎれがちになってきた。

（出口が全部封ふう鎖さされてる。袋ふくろの鼠ねずみだ……戦っても、きりがない！）

　石造りの回廊は、ひと月の間に通り慣れたはずなのに、まるで知らない場所に思えた。

　何より神経を蝕むしばんでくれるのは、息をつく間もなく襲おそってくる追っ手たち。

　ユナイアでは毒龍と畏い怖ふされるクロウは、エルラントでは軍神の異名も取る。毒に冒されていても、敵を倒していくさまは、舞まいのように鮮あざやかだ。

　フェルも応戦したが、相手の数が多すぎる。

　逃げては倒し、倒しては襲われ。まるで、終わりが見えない悪夢だ。

　すでに息の上がりかけていたフェルは、手を引かれながら叫さけんだ。

「窓から外に出るわけにはまいりませんの!?」

　追っ手の姿が、いっとき途と切ぎれた。

　泳がせる腹か、今まさに応援を呼んでいる最中なのか。

「いいや、こっちだ。塔とうを目指す」

「どうして上に？　兵は建物の中に戻ってきていますのよ」

　意識が朦もう朧ろうとしてきたところで腕を引かれ、フェルはよろめく。

「イグレックもこちらの行動など読んでいる。外に出たところで待ってましたとばかりに袋ふくろ叩だたきにされるのが落ちだろう。それより、夜明けまで生き延びればこちらの勝ちだ」

　その言い回しに若じやつ干かん引っかかるものを覚え、フェルは摑まれていた手を振り払った。

　きっかけは、ただの勘かん。けれど、理由のある勘だ。

「シレイネ？」

　急に立ち止まったフェルを、クロウは訝しげに振り返る。

「何か隠していますわね」

「隠してなど……」

「噓うそばかり。この状況についても、本当は何かご存じなのでしょう？　なぜ黙っているの」

　ぴしゃりと言うと、今まで塞せき止とめていた感情が、まるで激流となってほとばしる。

「全部、噓ですわ！　優しいのか、ひどいのか、嫌っているのか違うのか！　あなたがわたしに見せてくれた表情は、全部全部、噓ばかり!!」

　もうたくさんだ。

　感情のままにまくしたてても、クロウが黙ったままでいることも、腹が立つ。

　どうして、何も言ってくれないんだろう。

　いつの間にか、口調が素すに戻ってしまっていることにも気づかず、フェルは一気に吐き出した。

「わたしはあなたが分からない。勝手に翻ほん弄ろうするだけ翻弄して、あなたは結局、わたしを信じたりはしない。それなのにわたしは、いつまで経ってもあなたを──」

　はっと言葉を吞む。

（今、何を言おうとしたの？）

　大きく息をつき、呼吸を整え、気を鎮しずめる。

　本来の目的を思い出せ。そうだ、これは好機だ。

　口調を整え、破れかぶれの見み得えを切った。

「結構。信じてくださらないおつもりなら、わたくしもそれに従いましょう。あなたをここから生きて脱だつ出しゆつさせるためなら、なんでもしてみせますわ。代わりに、見返りを要求します」

「見返り？」

「離り縁えんして」

　その一言を言ってしまうと、すとん、と身体の奥に何かが沈む感覚があった。

（言っちゃっ、た）

　ここで覚えるのは、言ってやったという爽そう快かい感かんのはずだ。

　決してこんな、後こう悔かいに似た感情ではないはず。それでも、絞り出すように続ける。

「……離縁してください。わたくしを自由にして。ユナイアに帰してください。あなたに振り回されるのは、もうまっぴら」

　クロウは、じっとフェルの顔を見つめていた。氷ひよう海かいの双眸に湛たたえられた、不思議なほどの静けさ。息を詰め、フェルもそのまなざしを受け止める。

（遅かれ早かれ、……ワルプルギスまでにはこうなるはずだったんだから）

　これでいい。さあ、早く頷うなずいて。

　いいえ待って、頷かないで。

　二つの相反する感情がないまぜになる。返答までの数秒が、気が遠くなるほどに長い。

　──やがて。

「分かった」

　短い承しよう諾だく。それを聞いた瞬間、全身から力が抜けた。

　張り詰めていた気が、ほどけるように緩んでしまう。

「……この窮きゆう地ちを生きて脱だつした暁あかつきには、俺はお前を離縁する。無事に、ベルファスティスまで送り届けさせよう。約束する」

「はい」

　全身を襲おそう虚きよ脱だつ感かんを、まずは、安心したせいだと思った。

　けれど、それ以上に、誤ご魔ま化かしようもなく、胸に空くう洞どうができたような喪そう失しつ感かんがあって。

　砕くだけそうになる膝ひざを、疲ひ労ろうのせいだと言い訳して、フェルは俯うつむいた。

　──と。

「シレイネ！」

　目の前に銀光がひらめき、フェルは息を吞んだ。

（油断した……！）

　柱の陰に、敵が潜ひそんでいたのだ。

　──避よけきれない。

　眼前に迫る刃やいばを、フェルは呆然と見つめた。

　斬られる。

　思わずぎゅっと目を閉じたが、覚悟していた痛みは訪れない。

　代わりに強く突き飛ばされ、フェルは床に転がった。

「痛っ……」

　肩をしたたかにぶつけ、呻うめきながら身を起こす。

「旦那さま……？」

　見上げた先、最初に目に入ったのは、クロウが追っ手を叩き伏せる瞬間。自分と追っ手の間に立ちふさがるように立つ彼は、こちらに背を向ける形になっている。

　不意に、ばたばたと何か零こぼれ落ちる音を聞き、フェルは彼の足元に視線を落とす。

「旦那さま!!」

　フェルは悲鳴を上げた。

　彼の背には、ざっくりと深い斬り傷が刻まれていたのだ。
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　なんでこんなことになったんだろう。

　頭の中が真っ白で、ふらふらする。鼻をつく、鉄てつ錆さびの臭におい。

「しっかりしてください、旦那さま……！」

　自分の声すらどこか現実感を欠く中、フェルはクロウに肩を貸して先を急いでいた。

　ふと後ろに目をやれば、窓から射し込む月明かりに、歩廊の床石がぼんやり浮かび上がっている。

　夜目にも白いそこに、長く、川のように、引きずった痕あとが残る。

　暗さのせいでどす黒く見えるそれが、なんで描かれてあるものか、──考えるだけで叫び出しそうになる。

　どうやってここまで歩いてきたのか、フェルにはあまり記き憶おくがない。

　深ふか手でを負ってなおクロウは強く、動揺し、自じ失しつしかけたフェルを背に庇い、数人を倒した。

　今も、表情こそ平然としているが、さっきまでひとつも乱していなかった呼吸は乱れ、月の弱い光でも見てとれるほど、顔が白い。

　素人しろうと目めでも分かる。

　血を失いすぎているのだと。

（なんで、なんで、なんで）

　なんで庇ったりしたの。

（わたしのこと嫌いなんでしょう。珍しいだけの人形だと、そう言っていたくせに！　さっきだって、離縁は構わないって……なのに。だめ、分からない……）

「っ！」

　不意に、彼は膝を突いた。

　ずしりと重みが増し、一緒に地にへたり込みかけたが、意地で耐たえる。

　悪いな、と彼は口元だけで笑った。

　奇き妙みようなほど素直だ。

　不吉な予感しかしない。

（そうだ。物もの見み塔とうに立てこもって、そこで手当てすれば……）

　でも、ろくな道具すらないのに。

「そんな顔をするな」

　そう言われて初めて、フェルは自分が泣きそうな顔をしていることに気づいた。

「でも、わたしのせいで……」

「気にしなくて、いい。……っ、こっちだ」

　声が半なかばで咳せきに紛れ、ごぼりと濁にごる。

　幽ゆう鬼きみたいな顔色で、フェルの腕に頼りつつ、それでも彼は自分の力で立って、歩いた。

　廊下を歩ききり、塔に上る螺ら旋せん階段に足をかける。

　石造りの階段は冷たく、真っ暗だった。一段一段を踏み締める足が重い。

（このまま、逃げきれば）

「あっちだ！」

「血を辿たどれ！　塔に向かっているぞ」

　そう思ったところで、呼よぶ子こが鳴り響く。足音が近づいてきて、フェルは息を吞んだ。

　追いつかれる。

　螺旋階段の遙はるか下に、松たい明まつの炎が見え、ぞっと背筋が冷えた。

　フェルは彼の肩を支え直し、ゆるやかな円を描く壁石に手を触れる。

「もう少しです……！」

　あと少し、上りきれば。

　結局それは、行きどまりに繫つながるのだとしても。

　上りきりさえ、すれば……。

　──と。

「……たとえ」

　不意に、耳をついた吐と息いきが意味をなした気がして、フェルは足を止めかけた。

　下から響く兵たちの怒ど号ごうや、自分たちの足音にも紛まぎれるほどの、ほんのかすかな囁ささやきで。

「たとえ……天が……我が上に崩くずれ墜おちんとも」

（え……？）

「たとえ、海うな原ばらが、我が身を吞み込まんとも」

（それ……）

　本来は、『初夜』で形式通りやり取りされる文もん言ごん。

　夫婦が永遠を誓ちかう言葉。

　そういえば、あのときは遮さえぎられてしまったのだと、今さらながら思い出す。

　しかし、彼の誓いは、略りやく式しきのそれではなく、正式な神誓ゲツシユへと変えられていた。

　神誓ゲツシユ。

　それは、命を懸かけた絶対の誓いの言葉だ。

　破ることは、すなわち死を意味するほどの。

　一段、また一段。足を引きずるように、壁に縋すがるように歩きながら、彼ははっきりと唇を動かす。

「我は汝なんじを妻にすると誓う。……生しよう涯がい、お前だけを」

　視界が滲にじんだ。

（どうして、今さら。今、こんなときに）

　目の奥が、痛いほどに熱い。胸に呼吸が詰まって、フェルは唇を引き結ぶ。わけが分からない衝動が背筋を駆け上がる。

　階段を上りきり、体当たりするように扉を開ける。

　月明かりに濡ぬれた塔の上に、二人して倒れ込むように出ると、急いで扉を閉めた。夜空は降るような星に彩いろどられ、地上でもがくこの現実が噓みたいだ。

　つっかい棒になるような物を探すが、あいにく何も見当たらない。自分たちがここにいることは、すでに知られてしまっているというのに。

（……これで、終わり）

　理解したとたん、笑っていた膝が限界を迎え、かくんと座り込んでしまう。階段を上がってくる足音を、フェルは、どこか遠い世界の出来事のように聞いていた。

　そこから先は無意識だった。支えを失って前のめりに倒れるクロウを引き寄せ、膝の上に頭を抱え上げる。

　彼の背から流れた血を吸って、白いアンダードレスが、べっとりと肌に張り付く。

　一瞬息を吞んだものの、フェルは歯を食いしばり、クロウのシャツの布ぬの地じを裂さいた。露あらわになった傷口は、骨が見えるほどに深い。溢れる赤が止まる気配もない。

「痛むかもしれませんが、我が慢まんしてください」

　即席の包ほう帯たいで、傷を縛しばろうとする。……だめだ。みっともなく手が震えてしまう。うまくいかない。

（失うかもしれない。ここで、この人を）

　今、指先をじわじわと冒おかしているのは、紛れもない恐怖だった。

（このひと、は）

　わけが分からない人で。時に、逃げ出したくなるほど怖くて。

　けれど、どうして庇ってくれたのか、本当は何を思っているのか。まだ何ひとつ、理解していないのに。

「死なないでください」

　発した声は、湿しめった哀あい願がんになった。

　命が流れ出るのを止めるように、掌てのひらで傷を押さえ、あえぐように繰り返す。

「お願いです。死なないでください……」

　地鳴りのように空気を揺らし、追っ手たちの声が、少しずつ近づいてくる。

　膝の上で、固く目を閉じ、クロウは浅い呼吸を繰り返していたが──やがて、うっすら瞼まぶたを開けた。

「旦那さま！」

「……返答」

「え？」

　掠かすれた呟きの意味が分からず、フェルは状況も忘れて目をしばたたいた。

「神誓ゲツシユ。……お前からは、誓っては、くれないのか？」

「こんなときに、何を」

　彼が一言を発するたび、かぷかぷと音を立て、口の端から赤いものが流れ落ちる。

「……不誠実なことをした。信じてもらえないのも、罵ののしられるのも無理はない」

「旦那さま。黙って」

「だが、きっとやり直してみせるから」

「黙って！　傷に響きます……！」

　フェルは縋すがるように頼んだ。

　クロウは聞こえていないかのように続ける。

「……誓いをくれ。お前の言葉で、共に在あると。そうすれば、俺は決して死ねない」

　ゆるゆると腕を掲かかげ、彼はフェルの頰をなぞった。

　湿った赤が、白い肌に五指の痕あとを残していく。

　──髪を撫でてくれたその手はあたたかく、笑った顔は不意打ちみたいにあどけなくて、語り合う時間は早く過ぎた。

　自分だって死ぬかもしれないこの瞬間に、そんなことばかり思い出すのだ。

（誓って、叶かなうなら）

　敵国の皇子でも、身代わり婚の相手でも、離婚したい毒龍公でもなく。

　いろんなしがらみを取り払ったら、単純なひとつが残っていた。

「……誓います」

　ただ、生きていてほしい。

　クロウというその人に。

　まなじりからこぼれた透とう明めいな雫しずくが、頰を汚す赤を薄め、流れる。力の抜けた手が滑すべり落ちてしまう前に、フェルは自らのそれできつく頰に押し当てた。

　──と。

「そろそろ、観念したかな？」

「……！」

　不意に、前方から聞こえた声に、フェルは息を吞んだ。

　反射的に、膝に乗せたクロウを庇うように搔き抱く。

「……イグレック、さま」

　軍ぐん靴かを鳴らして踏み込んでくる偽にせのユナイア兵たちを従え、夜風に髪を遊ばせる彼を、フェルはきつく睨みつけた。

「ずいぶんてこずらせてくれたじゃないか。うん、いい追いかけっこだったよ。でももう、お終しまいにしよう？」

　苦労させてくれたから、そのぶんお礼をしないとね、と。

　イグレックは唇をゆがめる。

「きみは、使用人たちとずいぶん仲がいいようだけど」

「……それが？」

　全く関係ない話題を持ち出してきたことに胸騒ぎを覚えつつ、フェルは平然を装った。

　もうひとつ気がかりなのは、ずらりと並んだ兵のほかに、なおも誰かが上がってくる気配。

「ああ、やってきたようだ」

　イグレックは横目で扉を見やり、それからおもむろに答えを明かす。

「きみたちの逃げ足が速いから、順番が前後してしまったじゃあないか。使用人たちね、兵に命じて、ここに連れてこさせているんだよ」

　あのラナとかいう下げ女じよはもちろん入れてあるよ、と彼は笑う。

　胸騒ぎが大きくなる。

「何をなさるおつもり？」

「ああ。処しよ刑けいだけど？」

「なっ……」

「ここで、順じゆん繰ぐりに召使たちの首を刎ねる。断だん末まつ魔まは耳みみ障ざわりだし、本当は地下に押し込めたまま焼き殺してしまいたかったんだけどなあ、仕方ないよね」

　まるでおもちゃを手に入れた子供みたいに、にこにこと笑う彼に、ぞっとする。

「やめて……！」

「うん、いい顔。でも、聞いてあげられないねえ」

　階段を駆け上る足音が、ついに塔の上まで達そうとした刹せつ那な。

「……さすがはゼルクの狐。妻の性しよう分ぶんを知った上で、なかなか底意地の悪い嫌がらせをお考えだ」

　ぐったりと倒れていたクロウが、ぼそりと呟いた。

「旦那さま！」

　血ち糊のりをまとわらせた手で、膝の上から半身を起こす彼を、フェルは慌てて助け起こす。

　そこで、フェルは眉をひそめる。

　彼の薄い唇が、うっすら笑っているように見えて。

「毒龍公にお墨すみ付つきをいただけるとは光栄だね」

「ええ。東方では、あなたのようなかたのことを、賞しよう賛さんを込めてこう呼ぶそうですよ」

　クロウはフェルの手を離れ、抜き身の剣を杖に、ゆっくりと立ち上がった。

　へたり込んだままのフェルは、その背を視線で追って気づく。

　夜が明けかけている。

　高い塔の上から、地平線が見はるかせた。

　黒から藍あい。薄うす紫むらさきから、橙だいだい。そして白へと。

　天と地の境きよう界かいから色を塗ぬり替え、夜の淀よどみに、澄すんだ朝の光が、みるみる射し込んでいく。

「……このゲス野や郎ろう、と」

　言うが早いか、彼は口元に手を当てる。

　ピイッと鋭するどい指ゆび笛ぶえが、黎れい明めいの地に響きわたる。

「出合え、逆ぎやく賊ぞくはここに！」

　高らかな宣せん言げんと共に、掲げられた剣つるぎが、暁ぎよう光こうを跳ね返して輝いた。まるで、彼の存在を示す証あかしのように。

　何事かと訝いぶかしむ暇ひまもなく、その声に──大地を揺るがすほどの鬨ときの声、そして馬のいななきが応える。

「!?」

　とたんにイグレックが表情を強張らせ、塔の端に駆け寄る。

　同じように矢や狭はざ間まから下を見下ろしたフェルは、思わず言葉を失った。

　見渡す限りの、兵、兵、兵。

　警けい戒かいに出していたはずの、黒龍師団の闇やみ色いろの軍服を着た兵だけではない。

　勢揃いした、エルラントの国色である深しん紅くの軍服を身にまとう大軍。あれは──

「紅こう龍りゆう師し団……皇こう帝てい直ちよく属ぞく軍ぐん!?」

　イグレックの呆然とした呟きにかぶせるように、塔とうの下から聞き慣れた声が響く。

「おーい我が君ぃー、まだ生きてますかー？」

（！　ケイさま）

　声を辿って目を凝こらすと、栗くり毛げの馬にまたがったケイが、こちらに向かって声を張り上げているのが見てとれた。

「お約束通り、明け方までにお父上の軍隊を引っ張ってきましたよー。あなた様をハメようと躍やつ起きになってる兄上が、がらんどうにした翠龍城を探って。偽ぎ造ぞうしていたユナイア軍の武器なんかの、数え切れない証しよう拠こを挙あげてね！」

　東方商人の名に懸かけて、確かにお運びしましたからねー、という言葉を言い終わらないうちに、城内に兵たちが雪崩なだれ込こんでくる。

「そんな、まさか……！」

　色を失ったイグレックに追い打ちをかけたのは、駆け上がってきた偽ユナイア兵だった。

「イグレック殿下！　地下牢がからっぽです。閉じ込めていたはずの人質たちが、誰もいなくなっています！」

「なんだと……!?」

　啞あ然ぜんとするイグレックに、「地下牢を改装しといた甲か斐いがあったな」とクロウが聞こえよがしに呟く。

　ぎょっとして振り返るイグレックに、クロウはつまらなさそうに一いち瞥べつをくれた。

「奥の壁にある目印の石を押せば、脱出路が開くように仕掛けておいたんですよ」

「だが、目印はあっても地下牢に明かりなど……」

「召使にあらかじめ持たせてありますので」

　──〝奥の壁にある、白い石〟に、〝折ると光る鉱物〟。

（ラナに言ったこと、って……それじゃ！）

　ではクロウは、この城が乗っ取られることを想定内に、最初から動いていたのだ。

　イグレックが使用人をまとめて押し込めるであろうと見越して、地下牢を改装し、彼らが無事に逃げ出せるように細さい工くしていたと。

　思わず口元を押さえるフェルの前で、クロウはふっと息をつく。

「コノール王の処刑に、父上の意志に背そむいた再戦の画策……。ユナイア嫌いが高じて、いろいろしでかしてくれたあなたを、いい加か減げんに黙らせなくてはと思っていた。けれど、なにせあなたは慎しん重ちようだから」

　ユナイアの姫と婚約すれば、焦あせってしっぽを出してくれるかもと踏ふんだ。

　わざと手勢を城外に出して身辺をがら空きにし、盛られた毒を素直に飲んで、思い切りよく行動してくれるようお膳ぜん立だてまでした。

　すべては、イグレックを、言い逃のがれのできない状況に追い込むため。

（これが、エルラントの毒龍……！）

　思わず、フェルはごくりと唾つばを吞み込んだ。

「この深手は高くついたけれど、成果は十分です。餌えさに食いついてくださり、感謝しますよ、兄上」

　歯ぎしりするイグレックを鼻先であしらい、クロウは血の付いた髪を搔き上げる。

「クロウ……貴様、よくもこの兄をたばかってくれたな……！」

「あなたが、弟を陥おとしいれてもユナイアを滅すことを至し上じようの目的とするように、俺にも、譲ゆずれないものがあるだけですが？　望むのは、ただこのクルヴァッハの安あん寧ねいのみ。邪じや魔まになるならば、兄だろうと容よう赦しやはしない。それが、何か？」

　いけしゃあしゃあと言い切る弟に対し、イグレックは赤く染めた顔をゆがめる。

　怒りがその腕を動かすまで、瞬またたきの間も無かった。

　彼は口こう角かくに泡を吹き、鞘走らせた剣を、まっすぐにクロウに向けて突き出す。

「旦那さま！」

　フェルが立ち上がる前に、クロウは身を沈める。

　かん、と澄んだ音が響き、弾き飛ばされたイグレックの剣が、塔の下へと落ちていった。

　息を吞むイグレックの鼻先に、クロウの剣の切っ先が突きつけられる。

　毒龍公。

　そう評されるにふさわしい、冷たい笑みを浮かべ、クロウは静かに唇を開いた。

「ひとの妻を雌めす犬いぬ呼ばわりしてくれたんだ。あなたの未来ひとつであがなえるなら、安いものだろう」

「っ……！」

　黒龍師団と皇帝の兵に囲まれたときには、イグレックはへたり込み、すっかり気力をなくしていた。

　拘こう束そくされた彼が引っ立てられ、ユナイア兵を装った翠龍兵も、全て連行されていくのを見届けて──

「旦那さま。……元気なんじゃありませんの。剣を振り回せるだなんて」

　フェルはため息交じりに、クロウの背に文もん句くを言った。

「ひどい怪我なのかと思ったら、心配して損そんし……」

　不意に、どさっと鈍い音とともに彼が倒れ込んだので、続きは吞み込むはめになる。

「えっ、何急に倒れ……って、えええ!?　ちょっとなんですのその顔色真っ青ですけれど！　さっきまでのヤセ我が慢まん!?　旦那さま、旦那さま!?」
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　積もった雪を踏ふみ、細い細い国境近くの小道を、フェルはこっそりと急いでいる。

　幅広のスカーフを巻き、地味な外がい套とうを選んだが、今日は召めし使つかいのお仕着せは着られない。

『シレイネ』が貰もらった特とつ権けんを使って、ちょっとした〝依い頼らい〟をしてきたところなのだ。
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　そもそもは、昨日の昼のことである。

　イグレックが捕まったあれやこれやから、はや四日。事件は片付いたが、片付かなかった諸もろ々もろもある。

「……どうしますかねえ、コレ」

　唸うなるケイが睨にらんでいるのは、庭に積み上げられた城の廃はい棄き物ぶつ。

　フェルが壁ごと爆破した朝ちよう餐さん室しつの扉、フェルが閉じ込めた兵が内側から叩たたき壊した自室の扉、破は城じよう槌ついにやられた城門、その他もろもろの木こっ端ぱ。ひしゃげた調度も多数。

「背中に大穴開けたあるじが、あっちゃこっちゃぺたぺた触りまくって粗そ相そうしちゃった壁や床もありますからねえ。いろんなものがサヨウナラでしょうねえ。大理石や硝子ガラスはいいんですけど、壁布やら敷物やらは染しみが残っちゃうでしょうからねー」

「粗相……って、子供のイタズラみたいな可愛い言い方しましたけど、よく考えなくても血まみれってことですわよね」

　唇くちびるの端を引きつらせ、フェルは、ところどころ茶色く変色したオークの窓枠やら、手型のついた白い羽は目め板いたやらを眺ながめた。

「まあ、汚れたのも壊こわれたのも新しくおあつらえですね。城の設備の維い持じ管理は自分めの管かん轄かつですから、お城も美しく改装になってあるじも奥方さまもわっくわく、ついでにうちの商会も潤うるおってウッハウハ、みんな幸せでいいんじゃないでしょうか」

「なんか後半のほうが本ほん音ねっぽくありませんこと」

「皆様に素敵な夢を届けるのが、エルネットさりたの崇すう高こうなる使命ですからね！」

　聞いちゃいない。

　しかし──

「この布製品も木材も石材も、全部無む駄だになっちゃいますのね……」

「そうですねえ。これだけあると、処しよ分ぶんも骨ですねえ」

（……もったいない）

　何もかも、最高級のものばかり。

　形はそう崩れていないし、再利用できそうな建材もたくさんある。全部、まだまだ寿じゆ命みようがきていないだろうに。

（だって。孤児院が、いちばん困ってたのは）

　腕を組んで沈ちん思し黙もつ考こうすることしばし、フェルは顔を上げた。

「ケイさま、お願いがありますの」

「はい？」

「……この廃材、譲っていただけません？　庭の片かた隅すみに集めてくださるだけで、いいのです」




　好きなものを、好きなときに、好きなところにお届け。時に回収まで承うけたまわります、が宣せん伝でん文もん句くのエルネットさりた。

　貰った札は、大量の廃棄物を運ぶのに使われることになった。

（質のいい建材があれだけあれば、ボロボロの孤児院だって、かなりいろんなところを補ほ修しゆうできるよね！）

　水気の飛んだ木材は、砕くだけば薪まきにだって使えるだろう。

　人だって運ぶこともできる札を、こんなところで使うなんて、とは考えもしなかった。

　やっぱりいちばん大事なのは、早く院長先生や仲間たちがあたたかな寝ね床どこで安心して眠れること。

　きっとこれで、しばらくは安あん泰たいだ。

（さて）

　裏門から黒こく龍りゆう城じように入ったフェルは、ぱん、と頰ほおを両手で打つ。

（かくいうわたしも、もうすぐ帰れるわけだけどね！）

　──離り縁えんしてください。

　あの非常時に、半なかば自や棄けのように取りつけた約束を、フェルは覚えている。

（そうよ、きちんと聞いたんだから。ベルファスティスまで送り届けてくれるって。これで仕事を果たして無事に凱がい旋せんできる）

　荷馬車いっぱいの金きん貨かが、晴れてフェルを待っているのだ。

　院長先生にも、仲間たちにも、もうすぐ会える。きっとみんな心配しているだろう。

　謝って、報ほう酬しゆうのお金を見せて、それから、それから……。

　この上なく、嬉うれしいはずなのに──

（……なんで。もやもやする）

　帰るその日を考えただけで、フェルの胸はずっしり鉛なまりでも吞のんだみたいに重くなるのだ。

　贅ぜい沢たくに慣れたのかと言われれば、それも違う。むしろ、高級品に目が利きくようになったので、帰国したらまず鑑かん定てい人にんの仕事でもやってみたいと思っているくらいだ。

　正直、召使姿でときどき発散しないとどうしようもなくなるくらい、姫君生活が気詰まりなのは変わらない。そのはずなのだが。

（離婚。するんだよね……旦だん那なさまと）

　彼が、あっさり離婚の約束を承しよう諾だくしてくれたことも、なんだかもやもやに一ひと役やく買っている気がする。

（なによ、望むところよ。喜ばしいじゃない。もともと別れる前提だし、今すぐでも数カ月後でも一緒のはずだわ。あっちだってどうせ、イグレックさまをハメた後は、花嫁なんて用済みなんでしょ？　どうしてわたしが、あの人格破は綻たん者しやのせいで情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになんなきゃいけないのよ）

　もう、あの人のちぐはぐな態度に振り回されることはなくなるのだ。

　傷ついたり喜んだり、びっくりしたり落ち込んだり。

　召使姿のとき、素のままのフェルと楽しげに笑ってくれた彼が、日常から消える。

　一緒にいると、ひどいことばかりだと腹が立つのに。

　離れるとなると、優しかったときのことが浮かんできて。

（あの晩だって……情けなかったなあ、わたし。『噓うそばかり』なんて、自分を棚たなに上げて罵ののしったりして。責せめる資格も無いのにね。……彼がわたしに噓をつくように、わたしだって彼を騙だましているんだから。謝ることすらできないところで）

　所しよ詮せんはいびつな噓つき夫婦。

　どうせ、約束の期限は訪れる。ちょっとだけ彼の素顔に触れた気がしたのに、ここで別れてしまうことを、──心残りだと思うこと自体、間違いなのだ。

　だから、これでいい。もう、終わりにしよう。

（あれ。ちょっと寂さびしい……）

　なんてね。

　フェルは笑って、気の迷いだと結論づけた。

　どんなものでも環境でも、離れるとなると少し感かん傷しよう的てきになるだけ。

　じわじわ大きくなる「寂しい」の声に耳をふさぎ、フェルは努つとめて顔を上げて歩いた。昼過ぎから、その「旦那さま」に呼び出しを食らっているのだ。

　おまけに、なぜか避けられ続けていたはずの『シレイネ』姿のほうで。




　そういえば、とフェルは思いを巡らせる。

　塔の上で、ぶっ倒れて気を失ったクロウは、私室でも泥どろみたいに眠り続けていた。

　剣は背せ骨ぼねで止まったらしく、内臓に大きな損そん傷しようもない。しかし、とにかく失しつ血けつがひどかった。

　一度目を覚まして動こうとしたのだが、立ち上がるなり壁に肩をぶつけるほどぼんやりした状態で、「死にかけさんのやせ我が慢まん、めんどくさいです」とケイが容よう赦しやなく睡すい眠みん薬やくを使ってベッドに引きずり戻してしまった。

　家か令れいにあっさり薬を嗅かがされている時点で、普段の彼とはかけ離れている。

　商人上がりのはずの家令の手つきが、妙みように堂どうに入いって見えたのは、たぶんきっと気のせい──だ。

　それから、いびつな時間に休んで昼夜がすっかり不ふ規き則そくになってしまったらしい彼とは、話はできずじまい。

　何度か寝室を訪れたのだが、だいたい運悪く眠っているときばかりだったのだ。

（今日からもう復ふつ帰きして、書しよ斎さいで仕事してるって……大丈夫なの、あんなにふらふらしてたのに）

　だいたい、〝シレイネ姿〟で呼び出された時点でフェルは、なんとなく身構える。

　指定されたのは、聖堂だ。

　召使姿のときは幾いく度どとなく会った場所だが、花嫁としては初めてだった。

　外を覆おおう雪の白も、相変わらずこことは無む縁えんである。薄紅の花か被ひを円形の葉で飾ったヘレボルスの群ぐん生せいを目で追いながら、赤土の通路を急ぐ。

「こっちだ、シレイネ」

　呼びかけられて視線を上げると、少し先のアイアンレースのベンチに腰掛けたクロウと目が合った。

（う……）

　なんとなく、気き恥はずかしくなって、フェルはできるだけ彼の顔を見ないように俯うつむいた。

　小走りに駆け寄ると、隣に座れと命じられる。

（どういう風の吹き回し？）

　今までなら、フェルが〝シレイネ〟のときは、絶対にそんなことしなかったのに。

　妙な気分だ。

　なんとなく警けい戒かいして、あえてできるだけ端はしのほうに座ると、ひょいと距離を詰められた。

「なんでこっちに来るんですの！」

「端に座るからだ」

「離れていたいから距離を取ってるんです。空気読んでくださいまし」

「読むと思うか、俺が？」

「それは」

　みじんも思わない。

「髪」

「はいっ？」

　──と、不意に彼が口にしたひと言に、フェルは返事の声が裏返った。

「悪かったな。……ひと房、不ふ揃ぞろいにさせてしまった」

「そ、そんなこと。少し洗いやすくなったくらいですもの。お気になさらず……」

　本当に、一体どうしたというのだ。まさか彼が謝罪を口にするなんて。

　フェルは黙り込み、うろうろ視線をさまよわせた。

　いつものオードコローニュの香り。

　息遣いや、自分よりずっとある上うわ背ぜいを意識するほどの距離。

　落ち着かない。

「そうだちょうどいいですわ話がありますのこの間の約束のことですけれ……」

　棒読みで言い放ったところで、急に手を取られ、フェルはひっと息を吞のんだ。

　続けて、左手の薬指に、ひやりとした感かん触しよく。

　それが何かに気づくには、数回の瞬まばたきを要ようした。

「って、ゆ、指輪……？」

　はめられたそれを、フェルはきょとんと見下ろす。

　白金プラチナの指輪は、よく見ると小さな鈴すず蘭らんの花を象かたどっていた。つらなった釣つり鐘がねのひとつひとつに、ダイヤモンドやサファイヤの粒つぶがあしらわれ、陽に透すかすときらきらと輝く。

　腕のいい職人の手になるものだろう。控ひかえめながら、細やかな、凝こった意い匠しよう。

　フェルの指にぴったりと収まったそれは、きっと特別にあつらえたもの。

「鈴蘭の花、好きだと言っていただろう？」

　命じてから仕上がるまでこんなに手間取ってしまった、と言う彼は、なんだか、召使フェル相手のときみたいに穏やかに見えた。

（……覚えてたんだ）

　鈴蘭が好きだと言ったこと。

「すごい、きれい」

　初めてだ。

　こんな高そうなものもったいない、という常の貧びん乏ぼう人にん根性も囁ささやきかけてくるが、それ以上に嬉しくもあった。

　だってこれは、自分のためを思って作ってくれたものなのだ。

　フェルはただの身代わり。指輪そのものを贈られるべきは自分ではないと、分かっている。けれど、その心だけは、受け取ってもいいだろうか。

　じんわりとあたたかな気持ちになり、フェルは指輪をためつすがめつした。

「婚約指輪も渡せないままだったから」

「ありがとうございま……って」

　ちょっと待て。

　フェルはふっと冷静になる。

「婚約指輪も何も。わたくしたち……するんですわよね？」

「結婚か？」

「離婚ですわよ！」

　はっきり言いたくなくてわざとぼかしたのに！

　その言葉を口に出すのがなんで辛つらいのか、は考えない。

「約束しましたでしょう。命が助かったら、あなたはわたくしと別れてくださるって。ついでに、ベルファスティスまで送り届けてくださるって！　必ずとおっしゃっていたのは、噓うそですの」

「いや？　噓じゃない」

　クロウは目を細めた。

　あ、とフェルは直感する。

　この、唇くちびるの片端をちょっと上げる笑いかた。

　……意い地じ悪わるを言うときの合図だったような。

「では、約束は守ってもらわな……」

「お前もさっき繰り返したが。俺は条件をつけただろう？　〝二人とも生きてこの窮きゆう地ちを脱だつしたら〟と」

「ええ、ですからこうして……」

「ならば今度は俺から訊きこう。あのあと、塔の上で、俺はお前に何を言った？」

「何を、って、夫婦の神誓ゲツシユ……」

　あ。

　フェルは、ざあっと血の気が引いた。

　クロウはフェルを生しよう涯がいの妻にすると誓ちかい、フェルが応こたえたそれ。

（そうなんだ、……神誓ゲツシユ、だよ）

　交わしたからには、「命を懸かけて」守らなければならないという絶対の誓い。

　破ればすなわち、死あるのみ。

「困ったな。生涯の妻にすると誓った女を離縁したんじゃ、俺は神誓ゲツシユの不ふ履り行こうになる。つまり、死なんといけないわけだ。同じく誓うと答えたお前も道連れだな」

「……！」

「ということで、今お前と別れたら、〝生きて窮地を脱したら〟という条件が守れなくなるな？」

　従したがって、離縁はできない。

　フェルは、浜に打ち上げられた魚よろしく、ぱくぱくと口を開け閉めした。

（や、）

　やられた……！

「旦那さまのうそつき！　根性悪！　毒龍公っ！　騙しましたわね!?」

「別に騙しちゃいないさ。全部本心だ」

　しれっとうそぶくその胸ぐらに摑みかかりたくなる。

　たぶん返り討ちにされて終わる。

「神に誓うなんて柄がらでもないくせに。都合よく、どうしてこういうときだけ敬けい虔けんなんですの」

　どうにも悔くやしくて、ちくちく食い下がったフェルに、クロウはふと真顔になった。

「まあ、否定はしない。でも、最近、多少は神に感謝してみてもいいかと思ったんだ。ここに来たのが、お前だったから」

「は？」

「結婚は契約と同義だとも言っていたな。それが無む闇やみに破は棄きできないものであるなら、今はまだ、〝ただの契約相手〟で譲じよう歩ほしてやってもいい。それならば、俺にとってお前は──ああ、この先はもう前に伝えたか」

（……え）

　──〝俺はお前に感謝している〟

　彼の言葉がよみがえり、フェルはかあっと顔に血が上る。

　顔をりんごみたいに染めたフェルを面白そうに眺ながめ、彼は耳元に唇くちびるを寄せてくる。

　慌あわてて身を離そうとすると、腰を抱き寄せられた。

　指先で顎を捉えられれば、さすがに何をする気なのか分かってしまう。

「ちょっと。離してください。近いですわよ」

「今さら、初めてでもないだろう？　この間は、お前のほうからだった」

「？　なんの話……って、まさか暖炉の炭で解毒したときのこと!?　意識あったんですの!?」

　あのまま転がしときゃよかった。

　立りつ派ぱな怪け我が人のはずなのに、力いっぱい押し返しても、広い肩はびくともしない。

「……故こ郷きように帰りたかったか？」

「う、あ、当たり前でしょう、あなたなんて」

「そう、残念。……逃がさない」

「っ！」

　ワルプルギスが楽しみだな、と彼は笑う。

　頭の芯しんが、酩めい酊ていしたみたいに、くらくらする。

（ああ、わたしの一いつ攫かく千せん金きんの夢が）

　遠のいた金きん貨かの山は惜おしいけれど。

　それ以上に、この人のそばに、もう少しだけ居続けられることにどこかほっとしたのは……気のせい？

（気のせいじゃなきゃなんだってのよ！）

　愉ゆ快かいそうに咽の喉どを鳴らすクロウを、ぶるぶる頭を振って、フェルは涙目で睨みつけた。

（……ん？　でもちょっと待って。鈴蘭が好きって教えたのも、本当は感謝してるんだって聞いたのも、確か）

　はたと思い当たったフェルは、手を摑まれたことに気づかなかった。

　考え事に沈む直前だ。抵てい抗こうする間もなく引き寄せられる。

　それから、優しいぬくもりがついばむように唇に触れて──
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「っ……、何しますのいきなり!?　ああもう最低！　あなたなんて絶対絶対、離婚してやるんだから──!!」

　不意打ちで唇を奪われた花嫁が、平手打ちをもって夫に猛もう抗こう議ぎするのは、わずか数瞬後のことである。




　近づく春の向こうに、夏の足音が聞こえる。
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　おぞましい子、お前は名のうちに三ク日ロ月ウを持つ。

　闇やみと死に魂たましいを蝕むしばまれ、決して満ちることは無い。太陽の祝福を受けず、命を終えるよう、呪のろいを込めてつけたのだよと。

　幼い頃から、母は彼にそう言い聞かせた。

　彼がその『妖よう精せい』と出会ったのは、実母に毒どくを盛もられた回数が、ちょうど二十を数えた春でもあった。




　──美人だからって、何をやっても許されるわけではないらしい。

　肉に夢中な、謎なぞの『妖精』に対する、彼の第一印象だ。

　呆あきれを通り越して感心した。幼おさなくても姫君といえば、小さな焼き菓子や果くだ物ものを申し訳程度につまむものなのに。あそこまでわき目も振らず肉に突とつ進しんする奴がいたもんだと。

　よく見たら、ちゃんとドレスに籠かごを隠してある。まさかの容器持参だ。

（確か、コノール王の一人娘が、このぐらいの年頃だったはずだ。身体からだが弱くて、あまり社交の場に現れないと聞いていたが……本当か？）

　なんにせよ、普通に考えて見なかったふりをすべきところ、──なぜか話しかけてしまったのは、当時十六歳だった自分の青さでもあるのだろう。

　けれど一番は、うっかり気づいてしまったせいだ。

「食べないのか？」

　彼が話しかけると、『妖精』は顔を上げた。

「さっきから詰めるばかりで自分では一口も食べていないだろう」

　我ながら初対面の姫君に対する態度じゃないな、とぼんやり思う。

　名乗りを上げて跪ひざまずき手の甲こうにキスをする、そんな作法の一連は頭からすっ飛んでいた。たぶん、冷静に相手を観察しているようで、それなりに動どう揺ようしていたのだろう。

　急に話しかけられたことに驚いたのか、少女はぱちぱち瞬まばたきを繰くり返した。こちらの非ひ礼れいを気にする様子もないので、詫わびる機きも逸いつする。

　けぶる銀のまつげに、夕焼け色の瞳ひとみは、間近で見ると、本当に作り物めいていた。片手に限界まで握にぎられた仔こ羊ひつじのあばら肉が残念極きわまりない。

　彼女は、おもむろに唇くちびるを開いた。

「だって、あんまりおいしそうだったから」

「おいしそうだったのに？」

「食べさせてあげたいと思ったの。ちょっとなら持って帰ってもいいってお許しを貰えたから……食べさせてあげたい人が、たくさんいるんです。こんなごちそう」

「自分で食べるんじゃなくて、か」

「もちろん。みんなに配るの。前に一人だけで美お味いしいものを食べたとき、なぜかモヤモヤして苦しいだけだったから……それはもう、嫌だなって」

「……素直というか、なんというか。思ったことを、全部口に出すんだな」

「？」

　きっと彼女は、食べ物に毒が盛られている可能性なんて、ちっとも思いつかないのだろう。──そう思うと、この奇き妙みような姫君が、少しだけうらやましくも眩まぶしくもある。

　ごちそうを配るみんな、というのは小こ間ま使づかいか養育係たちのことだろうか。周りを無む邪じや気きに信頼し、純粋に気き遣づかうことなど、自分には無縁になって久しいのに。

「ひょっとして、おなか、すいてるんですか？」

「は？」

　ぼんやり籠を見ていたら、逆に質問されて面めん食くらった。どうも、声をかけた理由を誤解されたらしい。

「ごめんなさい。気づかずに独ひとり占じめしてしまって。お肉、食べたかったんですね」

「いや俺は」

　違うと否定する前に、手にしていた肉を口元に近づけられた。

「……！」

　とっさにはたき落としたのは、無意識だった。

　床に叩たたきつけられた羊の肉が、べしゃりと音を立てる。

（しまった）

　謎なぞの焦あせりに突き動かされるように、彼は釈しやく明めいをした。

「……っ、……悪いが、他人から出されるものは口にしないことにしている。何を盛もられているやら分かったものじゃない」

　釈明どころかこれじゃ逆効果じゃないか、と自分で呆れたそのときだ。

「このバチあたり──っ!!」

「!?　むぐ」

　開いた口に、無む造ぞう作さに骨付き肉が突っ込まれたのは。

　さすがに度ど肝ぎもを抜かれる。身を引こうにも、腕うでを首に巻きつけられて叶かなわない。

　華きや奢しやな少女相手なので、力任せに突き離すことはたやすかったが、続く言葉を聞いて未み遂すいに終わる。

「肉にされた羊に失礼！　育てた人と焼いた人に失礼！　食べ物を粗そ末まつにしたらダメだって誰にも習わなかったの？　毒だなんて食べてみてから決めればいいじゃないですか！」

　いや食べてからじゃ遅いだろう、とうっすら思ったが、勢いに押され、結局無言で突っ込まれた肉をかじるはめになる。

「美味しいですか？」

　肉を飲み込むと、彼女は満足そうに訊きいてくる。仕方ないので頷うなずくと、彼女は「よろしい」と破は顔がん一いつ笑しようした。

（……！）

　野に咲く花のように、それはあまりに素そ朴ぼくな笑顔だった。

　媚こびているわけでも、腹に何か抱えているわけでも、皇こう統とうの血を恐れているわけでもない。なんのてらいもなく、まっすぐに自分を見て、向けられたもの。

　状況も忘れ、つられて頰が緩んだことに気づいていなかった彼に、『妖精』は目を瞠みはる。

「わあ。笑ったほうが、素敵ですね」

「は……？」

「だって、ずっと厳しい顔して不ふ機き嫌げんそうだったから。おなかがすいてるのかとも思ったけど。本当は、おひさまみたいに、笑うんですね」

「……なんだ、それは」

　わざとそっけなく返して目を逸そらす。

（なんだ。こんな妙みような子供相手に）

　頭がくらくらした。火か酒しゆを飲まされたみたいに、耳が火ほ照てる。

「シレイネ！　どこに消えたんだ？」

　人込みの向こうから、誰かの呼ぶ声がする。少女が弾はじかれたように振り返ったことで、彼は自らの推すい測そくが正しかったことを知った。

　小こ鹿じかが森に逃げ込むみたいに、『妖精』は身を翻ひるがえす。

「待っ──」

　声をかける暇いとまも無いままに──結局、それきりになってしまった。

　そう。

　一度目に会ったときの、姫君らしからぬ仕草、邪じや気きのない笑みが忘れられなかった。

　けれど、二度目。

　時を経へて再会した彼女は、病気の月みたいに笑う、別人のような毒女に変わっていて。

　昔の面おも影かげを探そうとするほど、その落らく差さに失しつ望ぼうするだけだった。

　諦あきらめていたはずだったのに。

　笑顔をくれた少女は、もうこの世のどこにもいないのだと。

　諦めていたはずだったから。

　……こんな、五年も経ってから惨みじめに悩む羽は目めになる。




（知らなかったとはいえ、そろそろ、やらかし方が洒しや落れにならなくなってきたからな……）

　とても病弱に見えないこと。少しずつ食い違う、その言動。彼の知るシレイネならば、面白半分に侍じ女じよの処しよ罰ばつに口を出しても、庇かばって毒を飲もうとなどしないだろう。

　そして、「笑ったほうが素敵ですね」という、『召使フェル』の言葉。偶然の出会いのあと、なぜか心の隅すみに引っかかっていた召使と、五年前の少女の面おも影かげが重なった。

　ひょっとしてこいつは『シレイネ』で、嫁とついできたのは替え玉なんじゃないか、と。

　ついでに、五年前自分が惹ひかれたあの少女は、──実はその偽にせ物もののほうなんじゃないかと。

　それとなく確かめれば、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみは独特すぎるあの色を湛たたえていたし、召使姿のときの髪はよくできた贋にせ物ものだった。極めつきに、普通は思いつくはずもない毒花を苦手な食材に挙あげれば、別の姿で菓子にして持ってくる。

　確信を得えるにいたり、正直──

　血の気が引いた。

　よりによって初恋の相手の首に剣を突きつけ、脅おどし、ひどい言葉を浴びせたのだ。

　埋うめ合わせをしようにも、彼女の安全を思えば、溝みぞを深めることしかできない。

　それでいい、嫌われるべきだと分かっているのに、変装した彼女相手にどうしても甘い態度を捨て切れなかったあたり、どうも自分は相当諦めが悪いらしい。ままならない感情に振り回されるたび、少しずつ目算が狂う。

　しばらく経つと、今度は苛いらついてきた。

　理由。五年もしつこく彼女を覚えている自分に問題があるのは百も承しよう知ちとして、こちらのことをきれいさっぱり忘れ去っているどころか──

　本人を目の前にして、あまりに活いき活きと悪口を言ってくださるもので。




（おおかた本物のシレイネのために、ワルプルギスまでに別れてこいとでも命令されているんだろうが）

　平手打ちされた頰を、指で辿たどる。

　顔を赤くして怒った『シレイネ』は、それでも受け取った指輪をはずそうとまではしなかった。駆かけ去る彼女の後姿を見て、彼は唇の端はしを吊つり上あげる。

　なぜこんなに似ているのかとか、この女は何者なのかだとか。そんなことは、瑣さ末まつなことだ。おいおい探っていけばいい。何を知ったところで、どうにも変わらない。

　召使姿のときの素そ朴ぼくで飾らない言葉も気に入っているけれど。

　何より、──敵中を突っ切って飛び込んできた彼女に、魂たましいが震ふるえた。

　ぼろぼろのアンダードレス一枚のひどい姿なのに、まるで太陽のように思えたのだ。

　光に飢えた三日月には、その鮮せん烈れつな生命力は眩まぶしすぎた。

　あれから、ひどく喉のどが渇かわくのだ。

　どうしても、欲しい。彼女でなくてはならない。




　嫌われている？　上等だ。

（一度は失ったと思っていたものが、せっかくあちらから転がり込んできてくれたんだ）

　期限は初夏まで。

　せいぜい逃げてみるといい。

　──絶対に逃がしてなんて、やらないから。
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　この本をお手にとっていただき誠にありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、三度の飯より銭ぜにが好きなド庶しよ民みんニセ嫁よめと、毒どく薬やく至し上じよう主しゆ義ぎの旦だん那なさまが織りなす政略結婚ラブコメです。「離婚なんて不吉ワード入ってるけど大丈夫!?」と思われるかもしれませんが、ご安心ください。ラブコメです。二回言った。

　ところで、お客さまのなかに、家では中高時代のジャージやボロボロの服で過ごす方はいらっしゃいませんか！　カップアイスは蓋ふたの付着分から食す方でも、割った卵がふたごだとなんとなく得した気分になってしまう方でも構いません。お友達になりましょう。

　そもそもは、そんなド庶民あるあるを（きっと私めだけではないと信じて）盛り込んだヒロインを描こう！　と書き始めたお話です。ところどころ共感したり、「そりゃさすがにねえよ」と思いながらお楽しみ頂ければ幸いです。

　さて、突然話が変わりますが、私めはパソコンのスキルが破は滅めつ的てきに低いです。どれぐらい低いかと言えば、ファイルの「圧あつ縮しゆく」をついひと月前に覚えたレベルです。

　覚えた頃、嬉うれしくなってやたらといろんなものを圧縮しました。担当様にお送りする原稿ももちろん圧縮です。

　しかし、チキンなので、あとで怖くなって送りつけたファイルを解かい凍とうしてもみました。

　当然、出てくるのは「序章」「一章」などの各章題のはずなのですが──

　その時、私の目の前に現れたタイトルの群れは以下のようなものでした。

『魂たましいの46サンチ砲ほう～戦せん艦かん大和やまとに想いをのせた男たち～』『俺は闘たたかうじじいとなる』他。

　何のファイルだか自分でもサッパリ分からない。

　慣れないことはするもんじゃございませんね。でも、ひどさの差はあれ、これも一種の庶民あるあるだと思うのですが如何いかがでしょう。……仲間、求ム。

　くだらない話が過ぎましたが、ここで真ま面じ目めに、お世話になった皆様にお礼を申し上げたく。担当Ｉ様、タイトルから本文まで本当にお世話になりました！　ドＳな鞭むち：優しい飴あめ＝７：３のご指導に、ちょっと何かに目覚めそうでした。冗じよう談だんですが。

　イラストの山やま下したナナオさま！　色気たっぷりの美び麗れいイラストの数々、何よりフェルの豊かな表情の可愛かわいさに打ち抜かれました!!　皆さま、よろしければカバーをぴらっとめくっていただけますでしょうか。銭袋を抱えてほくほくなフェルがお目見えします。

　旧きゆう作さくに、あたたかい感想をお寄せ下さった皆さま。いつも本当にありがとうございます。元気の源みなもとです。そして、校正様、デザイナー様、製作・販売に携たずさわって頂いた皆さま。

　最後に、ここまで本書をお読み下さった皆さまに、改めて深く御おん礼れい申し上げます。

　それではまた、どこかでお会いできることを願って。
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